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第5回

「日本建築協会賞J

募集締め切り迫る

「建築と社会J 6 月号の会告でお

知らせした「第 5 回日本建築協会

賞J の応募受付は、 10月29日倒 を

もって締め切ります。

「日本建築協会80年

史1917・1996J を

7月に刊行

講演記録集

「話のはなし」残部

頒布します!

日本建築協会

企血

冨 回

右記募集要領を参照のうえ 、該当「業

績j の応募または推薦をされますよう

お知らせします。

「日本建築協会賞J 賞牌

平成 9 年度から編纂を進めてきた80

周年記念事業の「日本建築協会初年史j

が、本年 7 月末に刊行されました。

大正 6 年 3 月30日に関西建築協会と

して誕生した日本建築協会の80年の

歴史を 、主催してきた各種事業や委員

会活動を通じて 、また 、本会設立者の

片岡安、武田五一以降現在までの会員

たちの社会活動を通して知ることがで

きる記念史として 、A4判・ 240頁にま

とめています。

とくに、協会草創期の大正 ・昭和初期

の片岡安ら協会のメンバーと当時の大

阪市長 ・関ーとの交流を物語る一文は、

昭 相7年6月に発足した「建築クラブJ

( 日本建築協会会員有志の集まり) は、

毎月 1回、大阪市内のホテルに学者や

ジャーナ リスト をはじめ政界 ・経済界 ・

文芸界・スポーツ・芸能界など広い分

野から講師をお招きして 、お話を聞く

朝食会を開いております。

1997年、この朝食会の第300回を記念

して 、講演速記録を集約し、最終的に

118四分を5冊1セ ッ ト (1冊平鈎約320

ページ) の本に編集いたしました「話

のはなし」の講話の内容はとても多彩

で、 「おもしろい話J r貴重なはなし」

「裏ぱなしJ などがい っぱい詰ま って

います。

残部を建築クラブの格別の ご好意によ

り、1セ y 卜・ 5，000円 (消費税別途)

. 募集要領

函 画

建築にかかわる設計、建設、電気、管

工、建材等の技術の向上、発展に貢献

した団体または個人の業績 (作品は除

く) を選考対象とします。

医茎誼

原則として、本会会員を対象とするが、

会員以外であ っても本趣旨に沿うもの

で、本会会員および関係官公庁、試験

研究機関等の推薦があれば応募受付を

します。

匡亘査担

推薦者または応募者は 、業績の内容、

言刊面等を説明できる資料 (A #併策書、

1600字以内) 、 および候補者の経歴

書等を提出。

なお、資料となる出版物のあるときは、

大阪の都市計画史、あるいは関西の建

築人物誌ともな っています。

なお 、 r80年史」は非売品で 、本

編纂関係者、本会役員 ・名誉会員 、国

立国会図書館をはじめ各地の公立図書

館、教育機関、研究者、官公庁、建築

団体 ・組織などに贈呈いたしました0

・執筆ワーキンググループ

坂本勝比古/ 安達英俊/ 石田潤一郎/

植松清志/ 梅宮弘光/ 桐浴邦夫/ 酒井

一光/ 橋寺知子/ 山形政昭/ 吉田高子

/ 和田康由

. 80年史編纂委員会

長谷部朔郎: / 安遼英俊/ 近緩達夫/ 谷

j享之介/ 十倉毅/ 原見昌志/ 和田康由

/ 吉田悦二

これを提出資料にかえることか'できま

す。

直圏

入選者には 、賞牌と賞金 (総額200万

円) を綬与。

匡亘盟国

平成11年10月29日凶

匿 園

〒530・0001大阪市北区梅田1-1-3引 00

大阪駅前第 3 ビル21階

社団法人 日本建築協会事務局

TEL 06-6348-0635 FAX 06-6348・0634

86事IJ 5分冊
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でおわ けできることになりました。ζ

希望のかたは電話またはFAXでお申し

込み下さい。

申込先・ 日本建築協会事務局

TEL06-6348・0635

FAX06-6348-0634 

醐 と社会 ・1掛 10 1  



東部新都I[)

HAT神戸・灘の浜

デザインフォーラム

ー集住体で街をデザインする-

2  

日 時 1999年11 月20日出

14ゆ0ー 16: 30

会 場 兵庫国際プラザ・セミナールーム 1

神戸市中央区脇浜海岸通1-5- 1

国際健康開発センヲ ビル3F

*  rHAT神戸・灘の浜J の西隣

* 阪神「岩屋駅」徒歩約 7 分

J R  r灘駅」徒歩約10分

パネリスト 遠藤剛生/ 遠藤剛生建築設計事務所

(切音l匝) r街並みの変化と調和j

佐々木葉二/ 鳳コンサル合 ント

- 環境デザイ ン研究所

「ランドスケープデザインJ

中嶋飽彦/ 中嶋龍彦建築設計事務所

「都市スケールのデザイ ンと街並みJ

定 員 50人* 申込多数の場合は抽選

参 加 費 会 員 1，∞0円、一般 2，000円

学生は半額、税込

申 込 11 月12 日悩 までに 、ハガキ 、

F AX、電話でお申込み下さし、。

①催し名・ HAT神戸 ・灘の浜

デザインフォーラム

②氏名

号個人会員、団体会員、一般の別

④職場・学校名

⑤参加証郵送先

⑥連絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 11 月15日(月)に発

送 します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1-1-3・2100

TEL. 06-6348- 0633 

FAX. 06・6348-0臼4

〒530・0001

主 催 (紛日本建築協会

事業委員会情報小委員会

担当主査 : 11肘且; xm富市鈎セント

1)1智光章/ う'/ h?禍事筋

協 賛 骨量殿下電工

阪神・淡路震災復興計画のシンボル ・

プロ ジェクトと位置づけられている神

戸東部新都心の全容がようやく明らか

になりつつある今、第 1 Jl s住宅建設プ

ロジ ェク卜「東部新都心 HAT神戸 ・

灘の浜J はほとんどの工事が完了、超

高層住宅の入居も 8 月に開始されるに

至り 、大きな峠を越えた感があります。

デザイ ンの手法と しては 、西側の「脇

の浜j は安藤忠雄先生が誘導するマス

ターアーキテクト方式を採用したのに

対 し、 当該地はデザイン調整会議にお

いて多くの言宣言十者が互いに話し合い、

協調しな がら設計を進めるとい う手法

を取 ったことカず特色で、 これらはいす.

れも今後の街づくりを進める上でのモ

デルプロジェ ク卜になるだろ うと思わ

れます。そこ で、 この機会に当該プロ

ジェ ク卜の総括を行う意味合いにおい

て、 現I也にでアーバンデザインやラン

ドスケープデザイン、建築設計等のデ

ザインプロセ スを顧み、結実した成果

を論議することにより 、街づくりのデ

ザインのありょうを 、フォーラムとい

うイ ベントを通して共に考えたいと思

います。

当日は 、まず設計の経緯を紹介 し、 次

いで本来は設計者全員にパネリストと

してお話しいただきたいところ ですが

今回は代表して 3 人からお話しいただ

き、最後にデ ィスカ ッシ ョンタイムと

して設計者全員にお話しいただ く予定

です。

と同時に、参加者にも発言 していただ

きたいと考え ていますので、多 くの方

の参加をお待ちし ています。

尚、フォ ラムに先立ち開悦下見し

ていた だければより充実 した論議が展

開できると思いますのでよろし くお願

いいたします。 (J II 村民次)

'IU:'l t体 {主主 /llI rli 税備公l剖

。1. :1i r. 共 同 ￭ ｾ 県 Ｎ 神 戸 市 、 ｦ ｕ ， ＮｉＺｉ￭， ｬ ｩ 牧備 公 Ｑ ・ ｈ

11，' 住州問l 従 Ijill 'H主計川l H1 Wt:

災'S 公l:J" ft主

デザイ ン ｩｨｬ ｍｩ剛ＧＱＺ ， 奥 ｊｾ ｉ ｅ 遣 Ｎ ｾｴ Ｏｬ Ｑ Ｗ ラム、

仰 向順) 佐々本策 て、 j/i水忠義、杉 (r. .f' ll f基.

f1l1lei，'1嗣、IJ' 向。他彦、新 JUc *、

楠本他治、品w: 述、111本幻灯、

川 村興次、 1.11川 ，1' υ1. 111川 洋側 、

1.1.1本 見

敷地1(li 刷 61  ，962.72 m'  

榊h1Wf 数 RC'SRC. 4- 14F '31  1' ，331' 
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まちなみ見学会

第3回

大津市坂本

石積みのある門前町

前回訪ねた旧谷口房蔵邸と並ぷ大正期 洋風邸宅建築とみられているものです。

の典型的な西洋館、旧平賀邸を訪ねま この西洋館が平成 2年に移築再建され

す。明治初期に英国へ留学し 、化学を ている川西市郷土館は 、当地での製錬

学び、近代工業のさまざまな分野に貫 業の歴史を伝える平安邸 ・製錬所跡を

献した平賀義美博士が、大正 7 年に川 保存活用して開館されたもので、和風

西の猪名川べりに建てた邸宅および実 民家の平安邸も大正中期における大規

験研究室です。英国のカントリー・ハ 模な近代和風建築として見所の多い建

ウス風といわれる西洋館は、設計者松 築であり 、平成 8年に旧平賀邸ととも

本高象 (明治39年大林組入社、初代 に登録文化財とな っているものです。

の設計部長) のほとんど唯一現存する (山形政昭)

大津市坂本地区は 、優れた美しい自然

と数多くの歴史的文化遺産に恵まれ、

先人達の永年の努力と蓄積が今日まで

継承されてきたところで、当地独自の

里坊群などが歴史的空間を形成してい

る。

里坊は 、比叡山で修行を続けていた僧

が高齢にな って山麓 (里) に賜った隠

居所のことで、建造物などは江戸時代

中期から明治・大正・昭和 (昭和20

年以前) 時代にかけて建てられたもの

が多く見受けられる。

里坊は道路に面して門を備え 、穴太衆

積みの石垣と塀あるいは生酒に固まれ、

建物は奥ま ったところに建てられてい

る。各里坊にある庭園は 、広々とした

空間と緑を演出し 、特に歴史的・芸術

的価値の高い 10庭園が、平成10年に

国の名勝に指定されている。

町家の町並みでは昧わえない奥行きの

ある豊かな環境で、堂 ・本堂・灯篭 ・

鳥居 ・i麗票 ・樹木 ・小水路などを含め、

全国的にも貴重な歴史的景観を形成し

ている。

このような皇坊の町並みを紅葉の盛ん

な錦秋あでやかなときに歩いてみませ

んか。

日 時 1999年11 月13日出

14: 0ひー16: 00

見学先旧平賀邸ほか (川西市郷土館)

兵庫県川西市下財町4-1

* 能勢電鉄「山下j 駅より

徒歩約15分

講 師 山 形 政 昭/ 大阪芸術大学教綬

定 員 30人

* 申込多数の場合は抽選

参 加 資 会 員 1，500円、一般 2，500円

学生 1，000円引 、入館料 ・税込

申 込 11 月5 日陰) までに 、ハガキ、

F AX、電話でお申込み下さし、。

①催し名: 近代建築見学会

②氏名

E個人会員団体会員・一般の別

④殿場・学校名

診参加証郵送先

⑥連絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 11 月 8 日(月)に発

送します。

申込 先 制 日 本i童築協会事業課

大阪市北区梅田1-1-3-2100

T EL. 06- 6348- 0633 

F AX. 06- 6348- 0634 

干530- 0001

主 催 制 日本建築協会

事業委員会見学会小委員会

担当主査: 小林一成/ 鴻池組

日 時 1999年11 月27日出

10: 3ひー17: 00

講 師 吉水異彦/ 大津市教育委員会

文化財保護課主総

見学先滋賀院門跡 ・慈眼堂

宝積院、主主厳院、旧竹林院

(庭園は固の名勝に指定)

山王総本宮日吉大社

(本殿は国宝、そ刷由童文多数)

集 合 京 阪 「 坂 本 駅j 前

*J R r比叡山坂本駅j より徒歩10分

昼 食 自由

* 鶴喜そ ti 座敷予約

定 員 30人

* 申込多数の場合は抽選

参 加 賀 会 員 2，500円、一般 3，500円

* 学生1，∞0円割引

* 入園料、お供えを含む

申 込 11 月17 日附 までに 、ハガキ 、

F AX、電話でお申込み下 さし、。

①催し名まちなみ見学会

②氏名

③個人会員・団体会員 ・一般の別

④職場・学校名

信月参加証郵送先

⑥連絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 11 月18白闘 に発

送します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1 - 1-3之100

T EL. 06- 6348- 0633 

FAX. 06- 6348- 0634  

〒530-0001

主 催 (他日本建築協会

事業委員会見学会小委員会

担当主査. 松本剛/ 大阪府

3  



講演会

津良雄

オールディーズ・デザイン・メモリーズ

(Oldies Design Memories)  

- 古建築の謎解き-
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古建築は途い過去のものであり 、再び

持ちえないという懐古的な情緒から理

解されがちである。古建築を過去のも

のとせず、造形上なり構成上なりの点

で、現代の私たちを啓発してくれるも

のとして 、建築家の視点で再検討を加

えてみた。

聞ヰをもとにスライドを上映しながら 、

人口に膳突している以下のi当初を例lこ、

古建築の謎島幸きを試みる。

- 夕日に映える漆喰塗りの防火壁

< 関谷学校 > ( 岡山)

- 宴の空間の流れは、振れ乱れる

く流庖 > ( 後楽園・岡山)

- 自然の中に浮遊する客殿

< 針潮楼> ( 福山)

- 数奇な運命、庭に浮かぶ川御座船

< 舟屋形> ( 相楽園・神戸)

- 隠さに映える素材感

< 灯心亭 > ( 水無瀬神宮 ・大山崎)

. 多目的に使う拝殿

< 桜井神社> (大阪)

- 晴と繋が一体とな った書院

< 月光殿> (護国寺・東京)

.  r外j の< 三仏寺> ( 鳥取)

「内J の< 館岩寺> ( 大分)

- ミニ異国、長崎唐寺の濃密空間

< 崇福寺伽藍> (長崎) など

著者は 、小規模な木造住宅の現場監理

のむつかしさを、切々と訴えています。

職人集団によ って構成される現場では、

監理者は 、ヘルメットをかぶらない職

人、命綱を持たぬ聡人、タバコを吸い

ながら仕事をする職人etcたちとっき

湯 良 緩 ( さわよしお)

1945年 徳山県生まれ

東京大学位築学科卒業

196与一71 践的新アトリエ勤務

1972 7 トリエサワ設立

ω92 ドムスアカデミーＨミラノＩ特別ｾｾ

1993. 10  リエージュk 字{ ベルギー) 官民教授

- 94.  J  rJ本建築の伝統的空1111;諭を品設

t な作品

1982 伊丹市立総ヶ丘体行「館

1984 !)りわ!i公館 f泊施館J

ゆ91 ＡＩＧｆｦｲ ｲＮｾ斎 ｉ 品

1鈎2 ハッセルト市セレモニーハウス( ベルギー)

1996 }.;;: llJ 寺! I f 政安養院.，If院

ゆ98 小企城庭悶小笠 原 会 館

この会をきっかけとして、実際に皆さ

んか1見地に足を運び、空間を実体験す

ることをお勧めしたい。 ( 漫 良 雄)

日 時 1999年10月29日凶

18: 00-ー20:00

会 場 日 本 建 築 協 会 サ ロ ン

* 大阪駅前第 3 ピル21踏

講 師 山 田 修 / 修 建 築 事 務 所 長

定 員 30人

合っていかねばならないのです。その 安 講 料 会 員 1，800円、一般 2，∞ 0円

なかで、建築主 ・設計者・施工者が三 (i 肖費税を含む)

位一体とな って良い仕事を完成させる テキス卜 『木造住宅監理の話j

ための努力をしいられているのです。 テ キ ス 卜 代 特 価 1，700円

しかし 、筆者はそのむつかしい工事監 (消費税を含む)

理をまるで楽しむかのように、職人と * 当日 、持参される方は不要。

上手につき合って、手抜きのない良心

的な工事をすすめていきます。読みす

すんでいくうちに、そのたくみな監理

技術にひきこまれていきます。また 、

施主や施工業者に“ かくあってほしい"

という要望も書かれていて、建築にた

ずさわるすべての人たちに良識と前進

へのメ y セー ジがこめら れています。

一般家庭にも 、一家に一冊そなえてほ

しい本だと思います。

今回は、とくに中小工務庖の現場監理

者や、こ れから家を建てられる個人施

主の方には有益な講座です。この機会

にふる ってご参加下さい。

出版委員会委員 前目安E江

申 込 本 会 事 業 課 へ ハ ガ キorFAX or

電話でお願いします。

①催し名 ([プ口のノウハウ講座制 )

②氏名

③個人or団体会員、一般の別

④職場名or学校名

⑤安議票の送付先・電話番号

をお知らせ下さい。

先着順で受講票をお送りします。

申込先 〒530- 0001

大阪市北区梅田1・1ふ 2100

(紛日本建築協会事業課

T EL. 06・6348・0633

FA X.06- 6348心634

日 時 1鈎 9年10月22日倒

18:30ー20羽

会 場 日 本 建 築 協 会 サ ロ ン

* 大阪駅前第 3 ビル21階

講 師 選 良 雄/ アトリエサワ

定 員 30人

* 申込者多数の場合は抽選

参加 費 会 員 1，∞ 0円、一般1，印 O円

学生氏氾円吉 I (飲物付、税込)

* 団体会員扱いは 1社 1名

申 込 10月15日悩までに、 ハガキ 、

FA X、電話でお申込み下さし、。

①催し名: 講演会・漫良雄

②氏名

③個人会員、団体会員、一般の別

④職場・学校名

⑤参加証郵送先

@ 漣絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 10月18 日(月)に発

送します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1-1-3之1∞

T EL. 06・6348-0633

FAX. 06- 6348・0634

〒530- 0001

主 催 閥 日 本 建 築 協 会 事 業 委 員 会

若い会員の集い小委員会

担当主査. 田畑重明/ 坂倉建築研究所

山田 修氏 ( ゃまだおさむ)

神戸工業専門学校( 現神戸大学) 卒

修( しゅう) 述築事務所長、大阪市立大

学 ・綿花短期大学講師、斡同占文化研究

会主宰、 日本挫築協会 日本建築学会

大阪府建築士会の役只 - 委日

臼本建築士会連合会長11・ 隣国101光公社

賞・ . 釜山建築士会功労牌を受賞

・主な1時占

『図解主I! 築精進設計の学びプ'jJ オーム社

ｦ わかりやすい住まいの弘， ｗｊ 相模 Ｇ［ＧＡｾ Ｑｩｩ

『干 ｾｉ 凶古 寺探訪の 魅力 ｪ 学芸 出版社

他、 多数

・主な作品

大! 庄の家、羽曳野の家、石切の家

J斗定商J ; ! i ピルなど
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今 年 の 表 紙

表紙デザイン 安里俊久
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. 特 集 予 告

11 月号/ 私の空間作法

12月号/ 第46回青年妓術者

l 月号/ 21世紀のデザインの動向

を見る

安井撞聾世酎事輯所創量75周年

特 集 . 木とともに
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11本 の 木 造 住 築 と 木 質 桝 造. 坂本功

イ木三 ， ｈＢ ｩｾ

一 j附古針f一

木造立ｾ築を支えたスギヒノキ林業のゆくえ ・ 熊崎実

木 ｮｦ ｬ｜ｾ 遊と環境負初 ・ 有馬孝棺

森と共生するかたちの変選・安腹邦腐

一木一

木 造 住宅のよさ・土井正

木 造 家 屋 の耐 久性を考える・西浸英和

木 造 住宅 の 性 能明示 型 設 計 法. 村上雅美/ 稲山正弘

設日 |ーと施 工 の 分担と協同のシステムづくりを 1・石黒一郎
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第 5 回 「 日 本 建 築 協 会 賞 J 募 集 締 め 切 り 迫 る 「日本建築協会8 0年 史 1917- 1996J 7  
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商 品 リ バ ー サ イ ド ヒ ル な ぎ さ 街 20号 棟

gallery 畢象 (石野耕一) . 前川治彦

素材と技術が生み出すデザイン縦態ー CGのもたらすもの・塩見浩一郎
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泊

苦悩する大学・鈴木克彦 住み替え・西川嫡

雄築という行為・前川治彦 じゃんじゃん倹丁・七字祐介
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法 令 コ ー ナ ー

設備の頁

1荷造の頁

基礎講座
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informati on 

月 間 の 動 き

印 刷 平 成 1 1  <1'- 9  H  2 5 口

先 行 平 成 11 '1・ 10 n  I  U  

先行人十l 開法人 n本I J ! 築協会

ｾｾ＠ lil oJi fl: 1，"  it 人口本 ill 第 協 会

よ阪市北r，( 仰山 1-1-3-2100

"世 話 。ι 6348- 0635

J民m111¥ 00910-9-39975 

印 刷 所 " 悼 印 刷 抹 式 会 社

11 本 市 柏 株 式 会 H

定 価 12∞Iq ( 本体価陥 1143円〕

411名 紹 介 8 点

-*京都の重要文化財特別型特定1 J j 区制度一 東京 ・1: 1本稿の三介木館街区一

・奥槌智彦

エ コ ケ ー ブ ル の 開 発 ・小池直人

SI単位のはなし・清水香里

泡 消 火 設 (l il ，- 2- ・由上雅章

話 題ill 築を IL[ Iく一神戸復興のシンボル 「村i戸国際会館」 ・小笹光彦

竹 中 大 工 道 具 館 1 5周 年 企 画 展 第 1 8回 現 代 日 本 彫 刻 展ー国際デザイン展 ' 99開催. 第 11 回

関 西4 大学合同建築展. 第 5 回「名工大建築フォ ラ ム J .春 秋建築塾「世紀末シリース'J. 日本

の 生 活 デ ザイン展 120 0 0年のデザインを考える J . i 東西 アス 協 組 建 築 論 演 会J 大 阪 市 立 住

まい情報センター開設 . 日本木育連木材 活 用コ ンヲー J レ作品募集 .A meri can Wood Des ign 

Awardsで 米 国 産 木材 作 品募 集.LCテr 合集の解説とLCC計 算 の 実 践 セ ミ ナ . 第8回「住ま

いとコミュニティづくり活動助成J 公 募 日 本 文 化 芸術 助 成 金 受 給 者 公 募 違 反 建 築 防止 週 間

10月11 日- 10月 17日ー永 原 義 夫 油 彩 展

平成1l {f:. 7  YI分

川

刊

一

得

一

。

一

m

5 2  

ココ

建築と社会 ・1蜘 10 5  



南 西 側 外 観 1 階吹抜空間
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由甲

設 計 ・監 理.

日 建 設 計 ・神 戸 市 都 市 整 備 公 社

施 工圃

竹 中 ー清 水 ー新 井 ・ イ チ ケ ン ・ 岡 特 定 工 事 共 同 企業 体

神戸国際会館

川 国 ｼ 僚会館は ｼ 奴 ｾｉＧ 淡路大震災で被災、 ｉｗ ｬ 本 を余儀なくされた 。 Ｑ ＹＵＶ

年の IJ ト|館 以米、ノiくく 神戸の人々に愛されてきたこの組物を、 やl' 戸 復

興のシンボルとしてが「しく生み，'Hすことが、このプロジェクトの命

題であ った。

低 層 部はクラシック背栄から泌J}.II ポピュラ Ｍ ￬ ＧＱＧｾま で 幅 広く平 ＱＱＱＱＱ

できる 20221市の大ホールを ' 1' 心に、ホワイエとレスト ランのスリッ

ト状の窓ヵ ＱＩｉｩ ｊ ｊｌｬに Ｈ ｾしく淵 利 するように 川引 ｉｒ を Ｎｊ￭Ｇ， Ｇｪ く ， ￬ ｬｬ 回とした 。

ￆ 直性を強 ｩ 訓し、神戸の Ｑｊ 干の新しいランドマークとなる Ｑ Ｎ［ Ｇ ｾｊｾＱ オフィ

ス棟とあわせて、レンガタイルの llr' i られた外 観 は 、 応 史 的 時11¥1にず了

まれた神戸のイメージを調車7 { < . する 「ク ラシック ーモダン」 をJ ふ剖と

した。

また、 地 1て鉄海111総の新駅や三 "，_;，_，;t也 |ご街と 地 下でネ ッ トワークする

とともに、地 lニの公IJH宅地と大きな l削友セ1mで地 上 と地 ド を述絞さ

せることで、 ニ' f d: : ' ; ターミナル地|天と 一 体とな った魅) J ある歩行者宅

1mを自'1mさせた Ｈｩ ｛刷倣火 Ｏ ｈｾ 設計Ｉ

断 面 図 1  :  1500 

".  ル 奮 密 計 画 監 修 森 本 政 之

{神戸大学工学部撞揖学科組担、工学博士)

禦 桔 協 力 ホ ー ル 脅 官 計 画 ヤ マ ハ {桔 ) 音 留 植 樹 聞 龍 宜

商 標 ゾーン内 組 曲 計 監 理 リ ックデザイン

11階屋上庭園

6 階 ホ ー ル ホ ワ イ 工

2 階 ホ ー ル エ ン ト ラ ン ス

所 在 地 一一一 神戸市中央区御幸通8- 1- 6

敷地面積 一 一 5，796. 00m (街区8 ，70 6.25 m)

建築面積 4 ，410. 65m 

延床面積 一一一 5 8，985. 20 m

精道規模 一一一S R C 、S 、B3 F、2 2 F、P 3 F

工 期 一一一 1996年 11 月- 1999年 4 月末

最 寄 駅 一 一一J 円、阪急、 阪神 ・三宮駅

媛 影 一一一岡本公ニ

7  
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配 置 図
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作置司・

E圃風

言5t 言十・

竹 中 工 務 l苫

ホ テ ル ロ ビ ー ・客 室 基 本 設 計・

H irs ch/B e d  円e r &  A s s o ci at es A  T L A N T  A  

監 理・

竹 中 工 務 庖

施 工・

共 同 開 発 ビ ル : 竹 中 工 務l苫 ・大 林 組 ・ハ ン シ ン 建 設 ・鹿島

建 設 ・野 村建 設工 業 共 同 企業 体

住 宅 棟 : 竹 中 工 務l苫・ハ ン シ ン 建 設 ・五洋建 設

共 同 企業 体

ラグザ大阪

本，11両は、 |坂伊|叩鉄福白紙捌: 地 にl接持桜I也を統合したが:J 8.3(X) m'，の般地{ 二、

内 紛川で長く wしまれたホテル| 奴やl' の移設を '111hl 二、，)工務所 };t;命Ii .  

スバ 思1: '1m;} か ら な る 共!日)1m発ピル( ラグザタワー) と、 卜t町 .i主務

である ￭Ｚￋ ｗ ｊｬｬ ｪ 地 権 付 分設 Ｈ ｴ 宅Ｈラグザ大阪 ・ レジデンスＩの、 Ｒ 事ｾ

で 桝 jえする /;'i l ｲ ｬ￯ 型惚合 ｽｻｩｬｩ 設である 。 ＮＩ ｾ業主の ｵ ト ｬ 発コンセプ 卜

[ Urban C心mf ort ａｶ ･ ｮｵ ･Ｍ 心なごむ生活風 ｪ 止のあるけ ｉ ー｝のｾｊＩ ｬ に

むけ、 Iω 反対t会には・ヒュー 7 ンスケー j レ・ ・目前作1 : " を、訪れる人身

には、 " くつろぎ をキーワードとして計画した。 当訂阿のメイン

エントランスで彫刻 ツイスター のある広助から遊歩道に奄る通

り抜けセ ＱＱ｜Ｑ は、計画 ｴ の諸条 Ｈ Ｇ Ｉ 二を ｩ ，ＺｴＮｩｾさせると ｊ ｊ ＼ に、このプロジ ェ

ク卜の判事)，的な核であり 、印象的なI ! I ¥¥恭となっている yJIl l以. 1<が流

れる水路、 か Ａ燦誠氏、 ｩＱ￭ ｪｾ 啄 ｍ 一 氏による彫刻、京丙に Ｑ ＺＮＱＺくレンガ

タイルの憎がかもし ， ＧＱＧ ， ＭＢ懐かしさとｾしみは、訪れる人々に くつ

ろぎ を ワ えて い る 。 タ ト Ｑ Ａｊｉ は ［ ｊｬ ｏｴｈ 、 午 十 ＱＺ 沖、らの ｽＨｦ ｾｾ ｲ ｽ ｲ ｾ ｾ 犬にさらに Ｉ Ｑ 会 Ｑｪｾ

をもたせ、惚合機能の統一 、'r"i エネルギ一、威圧NF ，の峰減をめざし

約 F状 の デ ザ イ ン を 採川 した。 また外出は街、.1[ 2 みに調平" しつつ約束rr

なイメージをよ呪し、街として 一 体 感をもたせるため、 Ｒ 事 ｾ を微妙

に見なる砲やかなアースカラーとした 。 住宅事vのアクセントカラー

は 行)1会 的 な印 象と lI/i!!l VJ をぷ射している 。 ホテル内部は、 ・ニューヨ

ークでのくつろぎを コンセプトに ｈ￟ ａＩＮ ｾ本設 計 によっている 。 行

さと治安[ 、洗練されたインテリアは、アー トをポイン 卜にし知 的な

セ 川 とな っ ている 。 ホテル Ｉ ｾ日 Ｉ ， の移 ＧＱ 去に Ｈ半 うイメージ 刷 新に成 功 し

て い る。

所 在 地 一一一 大阪市福島区福島5.6-16、3 8

敷地面積 一一一8 ，327.7 9 m (遊歩道含む )

建築面積 一一一共同開発 ビル 2，9 57. 97 m 

住 宅 棟 7 20 .0 6 m 

延床面積一一一共同開発ビル: 4 4，030.88  m 

住 宅 棟 :  11 ，268.0 8 m 

Ｈ宵 ＧＧＧ Ｈ， ｩＱ ｾｪＨ f / 竹 ，) .，，...t先}，f，)

4荷造規模 一 一共同開発ピル: S R C、R C、S 、B2 F 、2 4 F、P 2 F

住 宅棟 :  S R C、B 1F 、2 0 F、P 3 F

工 期 一一一 1996年 12 月- 1999年 2 月

最 寄 駅 一 一 一 阪神福島駅、 J R環状線徳島駅、 J R東西線新福島駅

娼 影一一一古川泰 造 、 庄 野 啓

ラデザ大阪 ・レジデンス
、，通り抜け“ 水路と彫刻"





由甲

言宣言十 ・監 理圃

住 宅 ・都 市 整 備 公 団 関 西 支 社

鴻 池 ・ 佐 蔵 ・銭 高 建 設 工 事 共同 企 業 体

施 工圃

鴻 池 - イ 左 蔽 ・ 銭 高 建 設 工 事 共 同 企 業 体

酉島リバーサイドヒルなぎさ街 20号棟

凶 J斗リバーサイドヒルなぎさ1 J -i は大阪 di 此 花 区 淀川 河岸に位附する

凶山地区に; l ! " j [ I j j された、住宅. li' IS市 盤的公 卜11の IJfl 発 に よ る 住 宅問 地

である 。

当団地 内にあ って、この201手品vは大|坂北 部ベイエリアのランドマー

クとなるべく; l I illi j された，也商用住宅でめる 。

ベイエリアならではの360。 パ ノ ラ マ を 生 か す 、 セ ン タ ー ボ イ ド 型

プランを採川し 、その端 IEなフォルムと '1祈新な卜 y プデザインによ

り先進の，1 i f 1'，':jJ f o 1 住宅イメージを目指した。

ｬｾｮ 住宅として ＱＮ ＵＱ ，符住宅などの新しい試みとともに、ｯＡ ｕｆｬｧ ｬ ｓ 分にお

いても、凶J也の外桃、アートデザインとの|北]J A(，J けにより、外邸宅

聞から lλJ ｲｾｬｓ 令 ＱＱ｜ Ｑ への連続 Ｇ ＱＧＱ ー をな議させ、 ｉｊｦｊＯ ｩｘＨＨ，［ な 内部 ｉ 吹抜 ｾ ｲＺ ｪｊ を実

ｾｊｬ し ている 。

ノ〈ランスのよい平岡計画にＯ ｊｬ ｉ え、 ｃ ｆｔ 位 Ｋｾ［ Ｇ ｩ ， ［ｩｩ￭ 性ダンパーの ｍｬ み合

わせを ｊｾ ｪ， ｩｈｴ 宅に初めて保 ｭ した 。 居住 さ ｅ 川 を圧迫することなく、

耐震 安 全性 をli 在保するとともに、 BM吊れに対する優れた居住安定性

を実現するものとして注目される 。

設自mn伽で、もコージェネレーシ ョンシステムを採用 するなど、次 世代

の ｰ 也市 ｊｾｬ 住宅を提案て・きるものとして 則 ｨ ｜ している 。

所 在 地 一一ー 大阪市此花区酉島 4 丁目 1 他

敷地面積 ー一一- 24，314. 00ni

建築面積 一一一 1，664. 17ni

延床面積 一一- 44，074. 09ni

4再造規模 S  (C F T) 、4 0 F，B1 F、P2 F

工 期 一一一 1996年 9 月- 1999年 7 月

最 寄 駅 一一一 阪 神 電 鉄 ・伝法駅、 J R西九条駅

撮 影 一一一河合止揚 (左頁) 、伸辛口( 右頁)

Ｈｾ Ｇ ｾ井市 朗 Ｏ鴻 池組Ｉ

④ 

1  :  800 

右頁上から 、> l E 川対岸よりハ 5層住宅/センターボイド/エントランスホール



まち- 建築 ひと

象

旦

口

小

彫刻

石野耕一

琵琶湖の風景のなかで感じること

透明な大気の厚み

身体と空間の一体感

足元から湖面へ湖面から

空へと連続する空間

水の深さ 空の深さ

対象をただ見ること

そこから形が現われる

‘  ・・・ーー‘ー

一 進 動臨 ｾ ＮＮＴＮ 之、』 当副 陣 ｾ を

^  I'J.I" (/ 7' dZJ s玉、

必r.1r
o

9Jf '1〆'(1) 1 ぷ"I
N

いしの こういら

石野耕

1952 京都生まれ

1976 京都市立芸術大学卒業

1997 現代田本彫刻展

東京国立近代美術館賞

海 影 一 馬 場 啓

企画編集一前川治彦 (作品作風小委員会)



) ど〆

ノ

a  f orm of sceneη T  - lat. 35027112IN，long.136007103"E 
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骨平 ><崎 ν タ 岬

. - ，-

Et l  

j l OiT 
与O d d ， 

ｓｖ Ｎｊ 債もｾ

建築空間と作品の透明な関係

そのなかで作品が自立していること
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素材と按術が生み出す desi gn
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KAJ IMA DESIGN KANSAI 

素 材、技術の源流へのre-approach によ って建築の新たなる創造性に向うことを企画する

シリーズ第22回 目は「擬態j をとりあげる 。

実体を持たない、また触れることのできない仮想空間という条件つきではあるが、我々は

C Gという技術によ ってあらゆる素材や素材の織りなす空間を視覚的に綴態化することが

できるようになった。建 築 C Gにおける「凝態J は、完成形を予測するという意味におい

て本来それ自体に積極的な存在理由はないものの、視覚化 された無垢な仮想空聞から我々

は逆に新鮮な刺激や イ ンスピ レーシ ョンを享受することも多い。

“ らしさの表現" にとどまらない C Gによる「擬態J 技法をさぐ ってみた い。

(  r素材と技術が、生み出すdesignJ 幹事会)

カモフラ ー ジュ

(1然界では擬態という生存形態が数多く存在する 。木の葉にしか

みえない蛙、校と見紛うナナフシ、必のI l J i を模した紋綴の蝶。 いず

れも 1'1分 (1身の外皮を周囲環境の持つ素材にカモフラー ジ‘ ュする こ

とによ って天敵からの攻撃を逃れたり、あるいは効率的に捕食する

ことを可能にする 。

ｩｬｬ 築における ｃｇ の援 ｭ も自然界同級、 ｾｈ の持つ色や質Ａ日 ｅ とい

ったMt t をキI' i' ，' 訓こカモフラージュできるようになったことにより

「 イメージの ｊ ］ ｐ ｙｉＮ化 ｊ という而において ｊ ｉ ｾ 腕 的 に発展した 。

力!fJJ Aともいえる色彩のバ リエーシ ョンから反射率、透過率、屈折

率といった 物性 パラメ ーターの正 ｔ￭Ｈｬ ｛ な丙羽や 餓 率論に基づいた ｉｾｉ 山

ぷＮｬｊ ｌ に毛るまで、 ｃｇ はあらゆる，ｉ［ ｾＱｾ の擬態 化 を可能にし、仮想空

III Jは再生された無垢な素材でカモフラージ.ユされた。

C Gのアウトプ ッ トはヴアーチャルリアリティー手法によ って3次

元空I / [ J へとその範時を広げる 。立体' IJI可能 な液Jll !メガネ、立体音が

ｉｬｦｬ け るヘッドフォーン、頭の位 ｩ￹ ｾ .  ))1古j を検知する磁気センサーを

備えることにより 、臨場感や迫力という、: ' A 体験に近い仮想現実感

( ウォークスルー感覚 ) を生み I_I_¥した。

14  鵬 と 社 会 ・1蜘 10

空間の擬態化

C Gが建築 CADの延長として登場した当初、ワイヤーフレームと

いう手法が主体で、あ った。むしろ当時のコンビューターの容量ーや性

能か らすると この表現手法が限界だったのかも知 lれない。

ラインのみの空間j表現ではあるが、それ自体に織りなされたタペ

ストリーのような独特の美しさがある。 レンダリングやマ ッピング

技術を駆使した今日の C Gにはない浮遊感や緊張感とい った性質を

兼ねそなえ、不思議と見る者の恕像力をかきたてる手法である。素

材を規定する属性をもたないがゆえに＾ｾる者に自由な起想をうなが

すのであろう 。

ワイヤーフレームで椛成された空I/ IJ の椴し出す素材感は 「透明性J

につきる 。それはあらゆる素材にi町民できる潜在能力を持つと |吋H寺

にどんな現実素材にも世き換えることができない仮想空IIIJ ならでは

のよ材! 惑を持っているともいえる 。

ワイヤーフレームとは単なる表胞の素材表現では現わすことので

きないi!ql ! 線や場所の広がり感、水平線や起伏といった、空間そのも

のを擬態化する手法と言い換える ことができるのかも知れない。



“ 移ろい" の擬態化

自然界の ι 移ろい" をC Gによって明らかにしようとする試みは

数多くおこなわれている。雪の粒子モデルによる積雪形状のシミュ

レーション、泳ぐ魚の群れの変化の再現、フラクタル理論をもとに

した森林景観、植生の変化の視覚化等々

色や質感はもとより強度 ・靭性 - 断熱性 - 遮音性、その他ありと

あらゆる物理的属性を獲得した建築C Gの擬態モデルが次に目指す

ものは、 もしかしたら 11時間j という第 4 の1MI を追加することかも

知れない。

すべての素材に対して経年がもたらすであろう様均な変化。 日照

(紫外線)・ 降雨 - 来|援の繰り返し負荷による表而劣化や脆弱化 をシミ

ュレートすることによって得られる高次の属性とはどのようなもの

であろうか。 IふかみJ I熟成J といった人間の情感に通じるも の

なのか、あるいはただ「よごれたJ I古臭いJ といったネガティブ

なものなのか。それは素材が本来エイジングというものに対して持

っている潜在能力を正しく評価することによ ってのみ司能となる。

素材の表層の裏側に見え隠れする密やかな物性を擬態化する能力が

求められる 。

15  
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苦悩する大学 ¥ 住み替え

鈴 木 克 彦

大学が多難な状況を向かえている 。少子化 による 学生数の減

少、教員の任期1I l 1J や独 立行政法人化問題、大学院改革、建築資

絡の国際化 に伴うカ リキュラム再編など、課題は山和みで、ある 。

国立大学 の独立行政法人化 は民営化 につながる流れであり、

教員の任期制 は特定の仙i値観に支配された人事の恐れがある等、

心配事は尽きな L 、。教育面では、 実務経験に疎い研究者のコン

プレックスを反映し て、著名な建築家を教員として採用する大

学 も多くな ってきている 。 だが、大学 は即戦力を養う実務教育

の場ではなく、また設計を巡る JJf4坑も変わりつつあり、建築家

を採用 した効果が教育1知坊に十分に現れているとは言 いがたい。

学生の低学力化 ( 幼稚化 ? ) 、就職品Hも深刻で、ある。一方で、、

足rr工系大学への女性の入学 は年々噌加 しており、戎が大学でも

今年の新人生は、女性が 4 剖を超えるまでになった。 しかし、

勉学態度が真面白で意欲に治れ、 l制点七位者のほとんどを女子

学 生が占めているにもかかわらず、女子学生に対して建築界の

門戸 はJ極めて狭く、就職は多英(1である 。

社会の動向を見据え た大学改革への継続的な努力が必要なこ

とは言 うまでもないが、建築界もこのような械変わりしている

大学の実状にもっと迎解を深めてほしいものである 。

京都工芸繊維大学大学院助教綬・工1専

建設という行為

前 川 治 彦

簡を歩いていてお 気に入りの ￯ＺＧＺ￯ ｾ 、世物が、新しく建て替わ っ

ているのはシ ョッ クなものです。時 を重ねた建築物が醗し出す

あの柔らかで ＿ 寄ちついた￘ｩｉ Ｚ ｬ ￭ Ｇ ［ は、 ＱＡｬｾ くな っ てさらにその 価 値を

羽すもののようです。

それは建設という行為が環境を規定して L 、く行為だからでは

ないでしょうか。 そして JJ f J 境というものは一夜にして出来上が

るものではなく、 H寺と共に、人と共に緩やかに形成されていく

ものだからではないでしょうか。

例 えて言 えば佐喜楽隊lは、樹木などの緑と同じなのだと思いま

す。 まず根が張り、繋が繁る樹木を品Bえなければなりません。

すぐ枯 れるようなものをそのJおしのぎで植えても意味がないの

です。逆 にいい苗木でも愛を持って水をやらなければ枯れてし

まうかも知れません。人がH寺を:111'けて苗木を大木へと成長させ、

周辺の環境を支えるようになるのです。

パフール ｈｉｾ に建てられ たものは残念ながら大木には育たないで

しょう 。 今、長号 ｼ く不況の ｉ ｾ Ｚ ｉ ではどういうものが造ら れている

のでし ょ う 。 心をこめて ｔ ｉ ｐｉ に造るこ とで些かな大木となるｾ

物に結び、つ くよう願ってやみません。

前川治彦建築研究所
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西 川 靖一

結婚後、30年がたち、子育ても終わり、末の娘も独 立すること

になり、住み替えることにした。

長年住み慣れた住まいを娘夫ｾ ｬｉ ｊ ｪ ｬ こ明け波し、 神 戸に転居する

ことにした。転居にあたり、阪事1
1

・淡路大震災により、灘区に

住めなくなり八尾に住んでいる長男夫婦に同居しないかと誘っ

た。息子の嫁が快く (  ?  ) 了解 してくれて、 六 甲アイランドの

Ｑ Ｔ Ｑ ｾ 若建ての Ｑ 階に引 っ 越した 。 初孫を加えた Ｕ 人が 三 世代同 居

を始めて Ｒ 年近くになる 。 ｾ￯ｾ 、 街から住み移り、 家族はそ れ ぞ

れ同居のメリ ッ トを応大限活かしながら、計画された海上都市

で楽しい生活を送っている 。

この同居は、息子の戦場が椀回にあること、私達夫婦が健康

である乙と 、嫁が了解してくれたことから可能にな った。

高 齢化時代を迎え、同居のWJめが111トばれているが、私ど、もは

息子が遠方に '1民自'J}Jになれば、同居を解消しなくてはならな L 、。

その結果、今のマンションでは、 2 人では広すぎて家f t負担が

できない。 また住み替えることになる 。

これは、賃貸で、あるから気'1穫に考えることができる 。息子 が

'1去!Ji}Jになれば今度はどんなところのどんな住まいに住み替えが

できるのか楽しみに している 。

神戸市住宅局参与

じゃんじゃん横丁

七 字 祐 介

昔懐かし「じ ゃんじ ゃん横丁」 にい った。

串カツの旨い庖があると Il' ilいていたので行く 気になったのだ

が、行ってみたらその庖は石いカップルと家族連れで長蛇のタIJ

である 。昔の記憶で、はそ れそなれのj占が屋台風で、アーケードな

んかあ ったかしら 。仕方なく少し! 処へ進んでどん詰まり E 人ほ

ど客が見える 小さい屈に落ち ついた 。 馴染みのの Ｑ Ａｬｾい界 ｼ 裂に少

し不抜配に注文すると、 「よお! 久しぶり J の戸。客の一人が

演劇知! の友人であ った。大阪へ来ると立ち寄 る処だと言 う。 カ

ウンターの背後に、以前にはそれらしい庖であ ったことを競わ

せる急な階段がある 。 その友人と顔をあわせるのは新柄ゴール

デン街だとか、 四 ツ谷のWII 新 道だと か十二社である 。いずれも

昭和33年まで三業地 としてあ ったところで、狭いカウンターの

l 階が待ち合い、急、な階段を上って 2 1精が|抵 当 時 の 造 り そ の

ままを残している 。超高層群が夜の IJi長に消える頃、忽然と文化

人で賑わい出す。客も ! 去もそこ そこ l沫や酒のたしなみにうるさ

く、 !主り後こちの悪い梢子でカウンターにかi付 き合わせて間半い

しれる 。 “同;場" の時代への狼維なノスタルジアなのか、人生

来の居心地の良い距離なのか、なせ》主パブj レの時期l、地上げの

攻勢をいずれも騒い潜ってきた界限である 。

大成建設関西支庖設計部長

建築の眼



特集

本ととも l

、司圃.

、-

「共生J い、う 言葉がある 。二者があるとき、

一方が他方を搾取しすぎることなく、共存する

関係を言 う。「共生」は、{ 呆殻とは異なる。お互

いに他方を利用しなが ら、両者カ苛IJ 益を享受す

る関係である 。今回は、「木」という素材をテー

マとして取り上げた。私たちが最も「共生J し

なければならない存在。有機物であるからこそ

の特性、活用性。「共生」するために私たちが知

らなければならない こと は多し、。

今回の特集て¥その一端に触れる こと ができれ

ば僕倖である 。 構造分科会 ・大氏正嗣

本号特集編集幹事 ・ 岩永迷 ｾ ｉ ｖ 大 氏正嗣 Ｏ 金凹興熊 Ｏ 河野隆史 Ｏ 木下隆 嗣Ｏ岸本一歳Ｏ楠本 隆/ 佐治明志/ 旺1'1" 剛/ 田辺太一/ 陶器浩一 /松村和夫



総論 ・ 1

日本の木造建築と木質構造

坂 本

伝統構法の架構

1  ) 三十三間堂

京都にある三十三間堂の正式の名は、蓮華王院本堂である 。三一|

三間堂 と呼ばれているのは、その村? 行が三十三間あることによる 。

しかし、 実際に外か ら数えてみると、三十五間ある 。

これは、村7行三十三聞の身合( もや) の両妻側に、 一間ずつの庇

( ひさし) 力主付いているためてやある 。三十三間堂は、梁間方向の両

側にも庇が付いでし、る 。建築史でいう「間面記法」では、「三十三間

四面J である 。三十三間堂では、本尊の千手観音! 主像と 1001体の千

手観音立像は身舎にいらっしゃり、わたしたちが歩く廊下は庇の部

分である 。

日本の建築が、古来木造建築であった ことは もちろんであるが、

櫛去的には「軸削階去であった。すなわち、柱を建ててそれに梁

を渡す架構を基本にしている 。二本の柱に梁を渡した架構をー単佐

として、それを左右に桁て繋いで、立体的な架構を形成する 。 この

架構てやは、村7行方向にはし、くらでも長い建物ができるが、梁間方向

は一間に限られてしまい、かっそのスノ f ンは入手しうるオ寸オの長さ

に制約される 。

そこで、梁間方向に広い空聞を得るために、庇を付けることが考

えられた。さらに孫庇が付くこともあって、内部に柱が立つてはし、

るが、実用上卜分広い空聞が得られることになった。木材い、う限

られた寸法をもっ材料を用い て広い空間的整得するための、構造的

な工夫である 。

2  ) 屋根・庇を支えるしくみ

建物の屋根を支えるしくみを、その大小によらず小屋組い、う 。

日本の伝続講j去の小屋組の基本は、梁の上に束を立てその上に棟木

を載せ、 その株コ ｼ てと Ｑ 肝桁の聞にｾドを ｩ 度すことである 。 こ の場合、

梁は構造的には単純梁である 。梁のスパンが大きくなれば、中間に

も束を立てそれに母屋を載せて、動防中間支持する 。 これは、身

舎に庇が付いても 同様である 。つまり、身舎に しろ庇にしろ梁があ

るので、屋根を支えるための束は、 どこにでも立てることがていきる 。

なお、屋根の形で「入母屋J というのがあるが、これは身舎の部

分に切妻屋織をかけ、庇の音I1分を吹 き下ろしたものである 。玉虫厨

子のような綴 ( しころ) 葺きや、紫康弘しの屋根には、その ことがよ

く反映している 。入母屋は、それらの71ヲカヲ整備されてきたものとみ

るこ七ができる 。

さて問題は、折桁よりも外に出た部分、すなわち軒の支え方てあ

る。構造的には片持ち梁である 。軒の出カf小さければ、 動 ドて支え

ることができる。しかし、粁の出が大きくなれば工夫がし、る 。
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功

まずそのひとつが、番同二本に分けて順次繰り出すことである 。

これを二1許といい、建物側から延びてくるのを「地垂木J、それに重

なってさらに外に延びるのを 「飛槍( ひえん) 動ド」ぃ、う 。構造

的に一番強度を必要とするのは地垂木の支点部分である 。 そこで最

初、地垂木は丸太であ っ たらしい 。 薬師 寺 の東燃の 地 ｾＪＺ｢ｾ 丸い断

面をしているのは、その名残である 。他の社寺で、地垂木が四角い

ものも、見え掛かり部分だけ四角く削り、見え隠れの部分は丸式の

ままにな っているものがある 。 これは、加工を省略したともいえる

カミ構注凶有効である 。

もうひとつが、「組物」である 。組物は「斗( ます)J と「肘フド( ひ

じき )J とて神t成されており、「斗棋( ときょう )J とも l呼ばれる 。 こ

の品』物によって軒桁よりも外に設けた1L t 行( がんさ「ょうまたはがぎ

ようと読む) を支え、 これを動防支点とする 。雷同支点が外に

I:ht.: 分だけ、粁のIf ，を大きくて3 る。

ただしこの組物は、多くの部材を積み重ねて構成されているので、

沈下しやすい。 その結果1Ltfi が沈下し、軒が下がる 。

このようなi肝の支え方に対して、革新的な工夫が現れた。「枯木

( はねぎ)J である 。平ι釘刷吃に考案されたが、積極的に採用される

ようにな ったのは鎌倉H寺代カもらで、 室町時代以降は面白がるように

使われた。奈良 ・平安H寺代の建物も、後世修理したときに、桔木を

挿入したものがある 。

唐招提寺金堂は、鑑真ゆかりのお寺の金堂で、鑑真の没後奈良時

代の終わりころ主ｾてられたものなので、当然もともと枯木は入って

いない。 それが後に修理されたとき枯木が入れられ、現在の金堂に

もそのまま入っている 。

動ドだけのときは、軒の河村裂というものはなヵ、ったが、 中台 同

入れるためには、その天ヲ判哀が必要である 。 しかしこのことによっ

唐招提寺金堂の軒



て、屋棋の勾配と jl 汗天の勾配は独立に設定て3 ることになった。 そ

してなによりも構造的にみた重要な変化 は 、 番ドがもはや力を負担

する必要のない完全なイt主的4になったことである 。野物( のもの)

である枯木がすべての力を負担し、イ凶断4である垂木は自身の重み

さえ支えず、桔木からぶら下がる形になった。この時点て耳切t は「偽

りのげf造J になったわりで、ある 。

3  ) 水平力に耐えるしくみ

日本が地震国てあり、古来度々大きな震害を受けてきた ことはい

うまでもない。 また、毎年のごとく台風に襲われ、 しばしば強風に

よる大きな災害を受けてきている 。

このような地震または風によって建物に加わる力て山もっとも問題

になるのは、水平力である 。ては、日本の伝紙; WJ i 去による木造建築

I; J : 、この水平力に対してどのように抵抗してきたであろうか。

日本の伝紡制対去は刺l組構法であり、それが地震や風による水平力

に抵抗するためには、柱が傾かないか、または傾いても真っ直くやに

戻る復元力を持っていればよい。 そのための最も原初的なしくみは、

掘立て柱て、ある 。純文H寺代の追跡、てある三内丸山の巨大構造物や弥

生11制ー℃の追跡、である吉野ヶ里の櫓など、掘立て柱である 。 これらは

構造的には、地面を刻寺点にして垂直に立ち、水平の力を受ける片

持ち染である 。力学的には効率がよいが、いかんせん長持ちしない。

土に埋め込まれた木は、きわめて速やかに腐食する 。伊説中l'宮のよ

うに、最良の木材を使ってさえ、無処理では20年保ちかねる 。

仏教の伝来とともに入ってきた仏教建築てやは、柱は礎石の上に立

っている 。 この場合、柱にある平到支の太さがあれば Ii v日主IJ復元力」

を期待できる 。 その効果は、迎論 ・実験の両面から検討されて いる。

その効果の大きさは、柱の寸法とプロポーションのみで決まる 。伝

統僚長去の建物が、 地震や風にある平型支低抗してきたのは、 この中刻到

復元力の効果によると ころが大きし、。

そのつぎに水平カに抵抗する要素は 「長tl[l ( なげし )J である 。長

:f lflは柱の{J! IJ 面に打ち付けられた水平材である 。単に柱と長押の交点

に一本の釘を打ち付けただけなら、そ こはピンに しかならないから、

水平力に抵抗する効果はな い。

奈良時代から平安11制吃にかけての柱は :;I: t}主が主だったので、 この

柱を包み込むような形に長押 を切り欠けば、両者約l交み合ってある

平自支の回転向I}I' 生を得る ことができる 。つまり、住と長押 とで半剛節

ラーメンになる 。 しかし、 この長押では日本の烈しい地震や台風に

は十分には抵抗できなかった。

鎌倉時代のはじめ禅宗が導入された。 それにともなって、禅宗様

( かつて賠犠と 呼ばれた) いづ建築様式が入ってきた。はぽ同じ

ころ東大寺の荷建にあたって、重源によって大仏様 (だいぶつよう、

かつて天竺様と H乎ばれた) が採用された。 これらはいす。れも、当時

の中国の宋の建築段式てある。その構造的特徴は、「貫」である 。

貫は、柱に穿った孔に薄 L、断面の水平材を差し通し、両者の隙聞

に棋を打ち込んだものである 。長押 と同様半剛節ラ ーメンを構成す

ることになるが、長抑の場合よりもすe っと効果が高い。 この貫は鎌

倉以降おおいに普及し、江戸時代が終わるまで、日本の木造建築の

恥l震 ・耐風性を担ってきた とい っても 過言ではない。他方長押 は、

貫の普及とともに構造 附 姑怜 失い、 イ1:1酎オとなっていった。現在

の木造住宅にある長: f lfl はその名残といえる 。

この貫も明治以降の筋交いの採用によって構造的意味を失い、壁

の下地材的な役割Hこ限定されるようになった。

現在の木造建築の恥陵 ・耐風性I; J : 、基本的には耐力壁によって確

保する ことになっている 。 その意味で壁が重要な冊l震 ・耐風要素で

ある ことはいうまでもない。伝紙締法は、柱と梁からなJ . ， jli lli 組によ

って鉛直荷重を支えるものであり、かならずしも壁を必要 としな い

が、建物である 以上多かれ少なかれ壁はある o ; f 挺壁もあるが、多く

は土壁である 。 そして、 この土壁が非常に有力な耐力壁として働く。

土壁は、貫一間渡し竹一竹小舞下塗り( →指笠) 一中塗り一上塗

り( 関闘いづ層構成になっている 。土壁の水平加カ実験もいく

つか行われており、厚さ等にもよるヵマ目当の水平力負担能力がある 。

明治以降の木構造

1  ) 而擢・耐風概董の発展

明治A:f鴎7以降、西洋文明がどっと流入 してきた。建築ももちろ ん

例外てやはなく、煉瓦造等が導入された。木造に関 しでも、洋風勝 造

が入ってきた。 トラスの原理による洋酌j 星組、大壁構造、筋交し、

などである 。

もっとも、 これらがす? にそのままのJf: 3 で採用されたわけではな

く、初期には、外来見は洋風で‘ あるが骨組I;J: 和風という rt疑i羊J!RJ の

建物が建てられた。今でも追っているものに、松本の開智学校、 山

形の済生館病院などがある 。

さて、 jlilh音Ilてや鉛直荷重を支えるためには、 日本の伝統構法でも大

過なかった。 しかし、 地震等の水平力に対 しては、貫や土壁も 十分

てやなかった。 このこt は、明治24年 (1891) の濃尾地震できわめ て

多数の木造家屋が倒壊した ことによって、明白になった。筆者がし

ばしば号開しているジョサイア ・コンドノレの建築学会における講演

の一節は、こう述ぺている 。

「よく世間てやは、日本の家屋の建て方い、うものは、 地震によく

耐える目 的て"' ，':1:' ，来ていると いうような こt を申 しております。 しか

し日 本の家を建てた人々は、はた してそ こまで考えて建てたもので
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あろうかいかがていしょうか。近来の学: 者連がしきりに今申すような

名誉を博しうるように言われまするが、それはどうも信用できないp

地業を別にする ことや、組み合わせたる木材州勝手に捻れて動ける

というような ことからして、日本風の家屋は烈しい地震計変ぐ特殊

の性質を備えたるものなりと 言いますが、私が実地視察したるJ ifrで

は、そのI也長を i変〈、、特殊の性質を備えたる ことと、今一つは、ヨー

ロッパ風の建物ならば粗末の普請にも、かならず用いであるほどの

構造物のなかったのが、日 :本風家屋の こわれたる主な原因のように

見えますJ

このとき以降、市ず漠 ・耐風のためには、筋交いを入れる ことが強

〈主張されるようになった。 日本の木造建築における貫の構造的な

f鵠 Ij が否定されたのは、単に西洋にかぶれて筋交いを採用したから

でいはなく、濃尾地震をはじめとする 地長によって、当時の日本の木

造建築が大被害を受け、多くの人命を失ったからである 。筋交い こ

そが、簡単確実に日本の木造建築を耐I比定的にする方法てあった。

大正12年 (1923) の関東地震や昭和9年 (1934) の室戸台風によっ

ても、伝紡締結の流れを汲む日本の木造建築は、大災害をこうむっ

た。 そのたびに筋交いの重要性が強調された。

戦後にな って、昭和23年 (1948) に福井地長が起 こった。多数の

木造家屋が倒壊し、 3800人以上の人命が失われるい、う 、濃尾地震

と同 じ惨状が繰り返された。

その2' 何&の昭和25年 (1950) 、 それまでの市f1y-!也建築1虫l法が衣替

えした建築基準法が成立した。 そのなかで、* 1 i 法て1ま定性的にしか

規定されていなかった筋交いが、定主t(1句に規定された。いわゆる「壁

率j あるいは「壁量J である 。

この筋交いを主役 t した耐力壁の定量的な規定は、その後何度か

改正されて現恋に至っている 。今回の基託培改正によっても改正さ

れることにな っているが、壁でもたせるいづ基本的な考えは変わ

らないはずでのある 。

平成7"1三 (1995) に兵庫県南部地震カf 発生し、阪神・淡路大箆足と

呼ばれる大災害を引 き起こした。 その直後数 円聞の死者の数は、約

5300人であった。この地震のマグニチュー ドは7.2、福井地震は7.1

であり、ほぼ同じが首長の地震である 。 また、いずれもいわゆる直下

地震である 。椴 i生者の大多数はいずれも木造家屋の倒壊による圧死

であるが、その数そのものは兵庫県南部のほうが多い。 しかし、揺

れの烈しヵ、ったと ころに住んてやいた人口に対する 比てや考えると、兵

庫県南部は福井のおよそ 5分の l て。ある 。 もちろん、さまざまな要

因があるにせよ、倒生者の比率が大きく下がった li " - *の要因は、 こ

の間の面‘ l震性の向上である 。すなわち、筋交いの普及である 。

筋交いはざっくばらんにいえば、あらかじめ建物J に組み込んであ
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るつっかいt奉てーある 。 その芯i; 1! 未て二十各虫干いいものでいはなし、。 また、

筋交いを有効に利かせるためには、核合部を金物て緊結する必要が

ある 。 そのために木造ファンからは嫌われ者てある 。 しかし、それ

が採用された歴史的経*ii(上、それが人命の犠牲を少なくするために

果たしてきた儲似瑚卒する必要がある 。

2  ) 中規模木造と新興木構造

明治ｾＺ儲庁以降、妹司臼童などが西洋から導入された 。 また、鉄筋 コ

ンクリ ー 卜造や鉄骨造も明治のうちにつくられるようになった。 し

か し大多数の建物は、住宅以外でも木造であった。役所の建物や品

校の校舎など、大規摸とはいえないが住宅よりも大きいがtI梨の建物

てゃある。

これらはほぼすべて洋風で、あん大盤杭造で、なかに柱同寸・の筋

交いをたすきに組み込み、屋根は洋小屋て支えている 。 また、 補強

金物が使われている 。先に述べたように、関東地震や室戸台風の被

害を 耕UiI にして、 これらの中尉長の木造建築の耐震 ・耐風性は向

してきた。

これに対して、昭和10年代に「新興本構造J ! : . 名付けられた大規

模木造カ丸、くつか建てられた。おそらく直接のきっかけは、戦時で

鉄を船その他の鉄でなければつくれない用途に回すために、飛行機

の干針内庫など大スパンの建物を木造でつくろうとするプロジ、ェク 卜

であったようだ。

木材で トラスを組み、 それでや山形ラ ーメン ( 2 または 3 ピン式ア

ーチ) を構成するものである 。実際につくられたもののなかで、最

大のスパンは43メー トノレに達している 。 しかし、 これらの開発研究

も終ll i X とともに沙汰やみになった。

戦後の木構造

1  ) 大規模木造の空白期

戦後しばらくの問、中規模五U二の建物の多くも 、戸建ての木造住

宅も、木造で建てられ続けた。 それ例昭和30年 (1955) 代の 巾ごろ

以降、 中 ・大j見i I 某の木造建築力主新築されなくなってきた。 その ころ

一時的に湾曲集成材による 3 ピン式ア ーチの体育館が建てられはし

たが、大朗会ド造の空白期の始まりである 。 このことは竿城建築に

象徴的に現れている 。すなわち、校舎は鉄筋 コンクリ ー卜 造になり、

体育館は鉄骨造になった。

その聞にも、戸建ての木造住宅は建てられ紘けた。 しかもその航

法が多緑化 してきた。昭和130年代の後半には木質系プレファブ住宅

が現れ、昭和40年代に入って 北米からツ ーパイフォ ーが導入され

た。在来軸組構法もシェア守落としながらも これらに対抗した。

この大規模木造の空白: J t J lのIJ ! : . んど唯一の慰めは、戸市尺聖地霊園



の礼拝堂という佳作がつくられた ことである 。

2  ) 大 規模木造の復活

昭和60年 (1985) が近づくころ、大; l ;J廿英木造カf復活する気配が見

えてきた。大陽の旦スポ一ツカ、守」、L一テデデ、守、ンカがf

園束町野，高校の一1群洋の建物カがf大径のべべ、イマツ材てでで、山、つ〈られた。

なぜこのような復活カち巴 こったかは、他に何度も書いたので、こ

こではキーワー ド的に列記するにとどめる 。貿易摩擦解消のための

外材輸入、国産材の利用心副主、建築家にとって新しいi構造材料とし

ての木、 一般の人による木のぬくもりの再発見である 。

この大; J ;Jtt莫木造の復活? 決定的に印象づけたのは、葉祥栄による

づ 車の立体トラス構造である 。熊本県音地練習施設にはじまり、小

国IUTに移ってゅうステ ーション、林業センタ ー、そして小田町民体

育 館 ( 小匡|ドー ム) である 。 そのすばらしさはここで繰り返すまで

もなし、。 しかし長 い空白期の後て¥技術的なノウハワが失われてい

たい、うハンテY を来り越えるために、設言|者によって莫大な技術

的な検討が行われたことは、ぜひ強制しておきたし、。

小国ドームの立体卜ラス

3  ) 中・大規模木造の展開

これ以降、 中;tJtt梨 ・大ガ討英の木造建築は一般化した。 そして木造

によるさまざまな架梢が試みられるようにな った。空白期にはほと

んど載らなヵ、った建築関係の雑誌に、今 では木造建築が載らない号

はないといえるほどである 。 ここでは、羅列的にいくつかを挙け、る

にとどめる 。

大スパン析造て'li 、張弦ドームの出雲 ドーム、 地元のカラマツ集

成材を使った全木製の信州、|博覧会の ドーム、湾曲集成材 t トラス材

を巧みに組み合わせたi 1 i F . の IJ17物 館、鉄' 南とのハイブリッ ドであり現

H寺点てや日本最大の木造建築である大館ドームな E 。

他方、 ｾｉ Ｚｊ規脱木造にも 多様な 構造形式が係用されており、今て、、は

枚挙するにもいとまがないはどである 。

木質構造の課題

木造建築は、 もちろん製材を合む木質杭造材キ斗てやっくられるもの

である 。 そしてその意味し工学 に立脚した新しい構造い、う意味

で、 これからは木質柚造( 杉山英男の命名) と呼ぶことにしたい。

しかし、木質構造に値するような木造建築を確実につくることは、

容易な ことで はない 。二 次加工した木質材料には 、 ｾ Ａ日信 の木材に対

して梢造性能が改善 されているものもあるが、剖裂 ・せん断に弱い、

岡山主が低いとし、った性質はかならずしも十分には改善されていない

ものもあり、またクリ ープに関しては改善しにくい。

このような点に関して現時点では、構造設計担ミが十分に整備され

ている t はいえず、かつ設計者側 にも木造の経験が少ないので、ひ

とつ間違えるとトラフツレを引き起こすおそれが非常に大きい。 とく

に接合音1)の問IJI生詞引Ijを誤る、あるいはもっとひどい場合には、その

剛|企を考慮すべきことに気カf付かないことによ って、常時にさえ過

大な変71ヲを生じる危険性が大きい。

いまや、木造であればよい、木造ていつくる ことに意味のある H寺代

は終わった。木造て良い建物を、木造て宿頼感のある建物をつくる

べき H寺にきている 。

( さかも t l も お 東京大 Ｚ学大学 院工学研究科建築 二 ［ ｾ］ 専攻教校 Ｏ工学 ｴ ｬＧｊＮ士Ｉ
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総論 ・2

木構造のエージングーその評価と認知一

葉 祥 栄

1986年、オ寸4の柔らかさ故に変形が大きく、それまで計算できな (3) の二方向 吊屋根は、直交奥方性材である木材の繊維方向に圧

カもった木構造を可能にする粂件のーっとして、私たちが松井先生の

アドバイスにより始めたエポキシ樹脂の加圧充填によって、接合昔日

のめり込みを防ぎ、その可能性を拡げることができるようになった。

さらに小国杉の間伐材である小径木74: 持材を初めて実大引張試験

したことによって、心配されていた節や抱裂の1i;仰を櫛忍しただけ

でなく、芯材は柾目の辺材よりも強度が大きししかも、ジグを用

いてエポキシて硬化させた接合音I1の精度が一定て、あったために、施

工上の寸法精度はほとんど: t 0て、あった。 ジ、ヤッキダワンした t き

の変形註も笑験に基づいた計算値jlli りて、あったし、間イ対4 い、えど

も、実験 t 計算に基づいた安全性は、 13年経った今も全〈変わって

いないことが関係者によって{i'(I係恋されている 。

当時、タ コマドームによ って安全が{i'((ill されていた集成材とは奥

なり、建設大臣の認定を受けてはいても熊本県小国11fTの木造立体 ト

ラス鮮の実物大実験は、 d悩抗していることになる 。 3年ごとの検査

を自ら言問先づけたことで、認定されているからである 。観光施設で

はない体育館なのに、 13年経った今でも毎日、見学者カf絶えること

がない。

• 
小国ドームなどの、建築基準法38粂認定の四つの木構造の立体ト

ラスの屋根自重はil 珪〈、 ililli 力は雪 とJ! l i 1. てや反転する 。引張りでは問題

にならな L、が、 j政側、A としてのk : ITJ 長比がえ、ックとなる木造立体トラ

ス以外に集成材を用いない木造の限界を拡張しようと、この十数年、

私たちはいくつもの木や竹の構造を試みてきた。 それらの前川liが定

まるには、新たに数十年が必要とされるであろう 。

(1) 杉の板材を直交させて九li り合わせ、扱って作った H P シェノレ

( 飯倉タクシーステーション 1987)  

(2) 丸竹のシングルレイヤドーム( アジア太平洋間丞f5便局 1989)  

( 仮設 ・38認定)

(3)  II¥'1伐材 の二方向吊屋根( 広品 . i 1H品の博覧会 1989)  

( 仮設 ・38認定)

(4) 合板を桝造外被とした緊張構造の 1 2 mのキャンティレノ '¥' -

( 金田Ilff ふれあい塾 1994)  

(5) 書11竹を直交俗子状に編んでコンクリー卜型枠とした可展開シェ

ノレドーム( 筑i . J l IUT内住コミュニティセンタ- 1994)  

(6)  lI¥l伐材の直交格子 と合板を構造外被とした緊張構造のシェノレド

ーム( 小匡111f T隣側官 1995)

(7) 割竹の直交絡子を編んで変形させてコンクリ ー ト型枠としたシ

エルドーム( 筑穂町高齢者生活福祉センタ ー及び内野児童館

1995)  

22 建祭と社会 ・1999. 10

縮 ・曲げの入らない引張材として用いることから、大架棋に向いて

おり、最も大きな可能性を持っている 。

• 
十数年前に熊本県小田町が実純し始めた小径木芯持材の車忠良とグ

レーテV ングいづ通過すべきプロセスを経ることなく、材喋から

製材のプロセスを一足飛びにして、 i蹴 HI " J に工業化を図ることにな

って、国産材の集成材い、う 11i 度な工業製品は、多様で経済性の高

い外国産と異なり 価格競争力がなく、高付加価値と高価格によ って

かえって国産材の需要を冷えこませている可能性がある 。国産材は

すでに 20%以下を占めるに過さ「ないといわれている 。

同じ筑後川の下流の日田杉$ や熊本県の球磨地方の杉材“ と異な

り、小国のやぶくぐり 1;J::;1qi W造税準の倍の強度が認められている 。

当I1寺の LU自体のサンプリングの成果である 。産地、 f邸主により異な

る強度を集成することによって均質化する怠l床はあるとしてふた

とえ強度の異なる間{ え材であっても適材適所の利用は必ずできるし、

しなければならない。応力分布凶に従えば、おのずと必要に応じた

( 1)飯倉タクシーステーション

(3)'89海と島の博覧会・ひろしま



(4)金田町ふれあい塾

(5)筑穂町内住コミュニティセンター

強度の材カf対応、できるからである 。 それこそ文化と 11乎ぶにふさわし

い経! 験のもたらした知恵だったはずである 。

*1985 筑波林業試験所の '1 '1十字氏 ;ie! I':Hili

**1990 早稲 ｉｉｉ 大学必 ｪ ｬ Ｇｩ ｦ，｛ 古研究室ＺｫＺ ｾｾ ｦ ￬｡

(6)小国町隣保館

(7) 筑穂町高齢者生活福祉センター及ひ'内野児童館

コミュニティのアナロジーをそこに見ることができる 。社会を構

成する千差万別の人々のひとりひとり、それぞれ何らヵ、の役に立っ

ているのである 。十分な配慮さえあれば、均質でなければならない

理由は、そ こに はない。
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• 
向然の木の温もり、優しさや風合い、そうして木の香りは、人々

を魅きつけている 。エコ ロジ- 1 : かサスティナフツレという義見点から、

オq; j は見直されている。

しかし、相変わらず間伐が進まない 円本の林業の疲弊は甚だしく、

私たちが木材引か、始めた十数年前から、さらに日齢化し た林業 従

卒者を新たにMlvJ くや者ーもなく、 山林は荒廃 し、 ますます深刻になって

し、る 。

長tt 築基準法38粂認定によって、オ寸: オの強度上のバラツ キや接合部

の不安定も解決可能であり、計算によって安全性が証明されてもな

お、小符木; 広持材の利用が促進されていない ことがその理由の一つ

であろう 。

林産地で、もし集成材ではなくて 1/¥欣材をH l いた大会明iを計画す

れば、その実現にかかわる木材の生産者とその後継者たちに「誇り J

を与える ことができる し、その施設は、生産者と 利月1者の双方にと

ってカ B けがえのない地域に根付 くことになり、愛才? を生むであろう

ことカ ｴ ｴｦ ｾ￬ｗｉ される 。 そのようなサスティナフツレコミュ ニ ティデザイ

ンによ って、生態的に循環させるだけでなく、人々の生活を支える

生業を可能にしなければならない。

もしそのような機会もなく、間伐の補助金を頼りにはそぼそと森

に生きる父親が自負心を失い、子供たちが父親に対する信頼や尊敬

を失ったら、家族も! l!!. t.!lX1' i 会もいつか崩壊するのではなかろうか?

• 
主tt 築材の選択肢のーっとしてのオ寸4は、明治II W代以降、近代化不

｟Ｏｾ＠

奈良 ・薬師寺金堂
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燃化を= 1110隼した政府と、大工や棟梁を師 として迎え入れる ことのな

かった建築教育によって、不当に蔑視されてきたような気がする 。

日本の文化を、それは軽視しているj ; J J : に媒捌l してきたといっても

過言ではないだろう 。

奈良薬師寺の金堂を、宮大工の西岡常ーに命じて コンクリー卜てい

再 呪 した文化庁だけでなく、その屈辱守黙認 してきた社会も、未だ

にその l凡縛から解き放たれては いない。 コンク リー卜 で匡|宝を守る

ためにとは言 え、世界に誇るべき日本の木造の永い伝統と日 L、文化

剖蝋色し、犠牲にしたとすれば、木末転倒である 。

キ11' 紅や仏閣を除いて、木造は確かに耐久性がなく、燃えやすく、

台風や地震など自然災害に対して壊れやすい ことは否定できない。

だからといって、そのような木の 「文化J を侮ってはならないので

はないだろうか? その文化の高さに私たちが畏敬の念を抱くのは、

トラスのが|キイを忌み嫌ってきたと しか思えない半阿1J:t妥にした直角の

構造体の優れた復元力の妥当性を、永い歴史 と伝統カ常正l別している

からだし、自然災害や火災から守り、犬切にM討寺管理 してきた人々

の熱い思いに共感するからであろう 0

• 
東洋のl慶l床てや柔らかい四角形と、西欧の硬く合理的な三角形を思

い浮かべながら、ある日、日本の品会巻物の平行透視図が、近代の発

見した遠近法よりも造かに優れている特|主に気がついた ことがあっ

た。一見合理的に見える遠近法は視点が一点に固定されるのに対し

て、視点が移動する ことによって|時聞を内在す到来速な哲学が能め

られている ことに感銘を受けたのである 。

令理! 性に基づいて技術文1If 1 は進歩するが、合理性をJ也越して いる

のが文イヒではないだろうか ? 文イヒの高さはその精神性にあって、

進歩する ことはないど ころか、文明によってかえって退嬰イヒする こ

とすらある 。

• 
例えば、私たちは竹- をイ史って (7) のシェノレドームで自 1' 1:1な王F而と 11ヲ

態を可能にする ことがで3 るようになった。 しかし、だからといっ

てその技術的進歩が必ずしも私たちの表現を本当に盟かにしたのか

どうか、それは分からなし、。表現能力の拡張によって新たな思想が

!国的したのかどうか、かえって、余りの放縦さの故に、追を失って

いると 言 えなくもないので‘ ある。

• 
それにしても、実物大実験を一千年以上も続けているという事実

だけでート分証明されているのに、計算も実験もできず、科学的に安

全|企を証明できなヵ、った制疎たちの名誉回復は、 いつかでちるのだ

ろうか? (ょう しようえい 処築家 ・俊雄義塾大学大中院教授)
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木造建築を支えたスギ・ヒノキ林業のゆくえ

熊 崎 実

低下する建築用材の自給率

わが国の人工林の総蓄積邸主、 この30年間に 3 . 4 倍に増えて、 20億

耐に近づきつつある 。 これだけの菩和があれば、国内で消費される

製材品の全量( 丸太換算て、年当たり 5000万 m') を自 給するのも夢で

はな し、。 日オq本政の長年の悲願がようや く達成されようとしている 。

ところが国内の生産量は、蓄積の増加It 反比例するかのように、こ

の30年間減り つづけ、製材用木材 の自給率は 30%にな って しま っ

?こ。

A 工林が伐られなくなって、すっかり過密になり、制村舌力の低

下や成長の減退が憂慮される始末である。木が伐られなければ、林

業も成り立たな い。木質構造の再認識が進むなかで、日本の木造建

築を支えてきた国内のスギ ・ヒノキ林業はどうな るのか。今回は こ

の点につ いて考えてみたい。

森林所有者の天国と地獄

森林が伏られないのは、木材 を生産しでも収支が111えないか らで

ある。代表的な造林樹種であるスギの立木価格は 1996- 98年の全国

平均てのm'当たり l 万円になった。これは80年当時のおよそ半額であ

り、 30年前の65- 67年の平均には騨Fしい。素材 (丸太) や製材品

の側格にはこれは E の下落は見られなし、。長期的な仰i格の変化 ど

もう 少し詳 しく見てみよう (図 1 )。

① 1955- 70年は、建築材需要が|旧帝てい、製材品価格が上昇した。

製材品のiilli 絡が上がるとそれ，l :) J : に凶産丸太の価格カ汚 |き上げられ、

それがさらに立木の価格を高いレベノレに押し上げた。 この l剤mには

輸入材価格の上昇率が一番低い。
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② ＱＹＷＰＭＸＵ 年には、オ ｱｾ 需要の 伸びが見 られなくなると同時に、

外材の輸入が大幅に士自力Hした。製材品の価格が横這いないしは下降

知床になり 、それに つれて国産丸太の価格 も下落するが、 これに輪

をカ、け て立木価格カf下がった。輸入丸太の価格は安定している 。

③ 1985- 97年には、輸入丸太の佃絡が上昇 にili芸じ、製材品の仰li 格

も碓実に号 |き上け‘ られている。 その一方で¥国産丸太は80年代後半

から横這い、立オミ.iill i:t各は下降に転じた。

この40年はどの聞に、 立木仰i格の異常とも思える高騰があり、そ

の様 り戻 しとも 言 うべ き急落があった。 日本の森林所有者は この聞

に、天国 U l ! ! A 款の両方を見たことになる。

立木価格はなぜ圧縮されるか

外材輸入 の 少ない ＱＹＷＰ 年ころまでは、オ ｱｾ 需要の 増加 ｬ が 国 内 産の

::J ctt 立木の価格を十11' し上け. た。しかし 70:<阿t の後半以降、外国産

のメct や製品が市場仰li 格をリードするようになり、山元てやの国産材

の生産費がいく ら市くなっても、- J & 終製品には反映されなくなっ た。

国産の素材価格や立木の価格は外国産丸太や製品の市場価格カヨ ら

「逆算J して決められて しまう 。生産 コストが上昇すればその分だ

け山元の手取り 価絡が低下するのであ る。

もともと日本の素材生産業や製材業は主財英カf小さ く、機械化も 遅

れていた。 北 米やｾ ｴｊ 放との生産性落差が 一 階目立つようになるのは、

やはり 70年代以降のことである 。平均賃金が年々上昇するなかで主

産 コストが上昇し、そ の しわ寄せが立木価格の圧縮 とな ってあ らわ

れたと見てよい。

わが国の伝主刻 ｉ ｻｽ な伐 ｉｾｾ 対法は、手鋸て可文 って木馬などて、運び 出す

やり方である。それがチェンソ ーによる伐倒 ・造材に替わり、 小山
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製材品
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立木( スギ)
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立木 、 丸太 、製 材品の相対価格の推 移 Ｈ ＱＹＵＵ ｾ ＱＹＹＷ 年 Ｉ

日銀卸売物価指数の木材木製品と 円本不動産研究所の山元立木古田絡を、卸売物価指数の総平均で、科JUIごとにデフレートしている。

建築と 社 会 ・1999. 10 25 
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の林内作業Z巨や鈍線引変って 出材 されるようになった。 これは森林

生態系への悪影響が少なく、環境に優しい方式だが、ハーベスタ ー

やプロ セッサ一、フォアワ ーダーなどの大型機械を使う臥沫の方式

にくらべると、労倒庄産性に大差があり、 1 m'当たりの伐出 コス ト

にも 31音くらいの聞きがある 。

最後の第 3期になると 、オ寸ポ行場がほほ完全に国際化 され、南洋

材や米材のfill i格も資源の中古渇を反映し て上昇するよう になった。製

材品の{日lit各も上カf って いる。 しか し国産材、 とくにその立木は、依

然として価格を下げている。安仰iな輸入材が入ってき て割高な国産

材の価格を引き下げるという以前の状況と は少しちがうのかもしれ

ない。111元てゆ生産費の上昇だけでなく、別の因子が絡んで、いる可

能性がある 。たとえば、建築様式などの変化でスギや ヒノキ材の伝

統 的 な 用 途が縮 小して 需要が減少釣床なのに、イ タ ｾ合面てやは 人 工 林 資

源の増力11や政府の間伐助成などで生産註を増やそう とす る傾向があ

り、それが素材価絡と立木価格の低落を多少な りとも 助長 している

のだろう 。 さらにまた、 多〈の木質鮒才材4料 lはま五耐対削肖費まててで、守"1:、1ににこ)'C_江E日車ε燥、

再加工工、イ仕士I J上二ゴtげげr、加工などの手カが主加えられるようになつた。かつては

製材工場から出荷される樹オを大工がそのまま建築現場に持ち込ん

でいたものである 。 こ の場合には、住宅に Ｑ ｾ われた板類や柱の最終

コス トのなかで立木代がかなりのウェー トを占めていたであろう 。

今 円ていはその比率が次第に低下する傾向にある 。つ まりは、 材味 を

育てた森林所有者に行〈音11分がだんだん少なくなって いるい、う こ

とだ。

桁外れな造林コスト

立木仰i絡がこのよう に圧縮されているとしても、国際的に見れば、

1  m' l 万円 というのは決して低いほうではない。人工林の並材とし

てはむしろ高いほうだろう 。ただ日本の造オ材也は随分と入手がかか

るために、 この立木価格では号 |き合わないのである 。

簡単な数字をあげて説明 しよう 。上回安的良〈手入れされた50年生

か60年生のスギ林であれば、 1  ha当たり 300m' くら し、の立木材砧 が

ある 。以前なら この300m'の全部が1 ) J 円の平均単filli て素材生産業

者に売れたであろうが、今てやは捨てられる部分が相当 にある。仮に

200m'売れたとすれば200万円の収入になる 。しかし業者が皆伐した

あとの有卦酎木は森林所有者がやらなげればならない。労賃の安い 60

年代半ばには l ha;f酎4にするのに 20- 30万円ですんだ。それが賃金の

上 昇 した今 日では200万 円 くら いカ、かつて しまう 。つ まり 立木を販

売 して収入を得ても、 跡地に協 休すると、ほとんど残らな い。だか

ら多くの森林所有者はできるだけ皆伐しないようにし ている 。皆伐

するのは斜呈お金に困った ときだが、 その場合はたいてい跡地の植

26 

林が省かれる 。悲しいことに皆イえしたまま放置される 人工林が全国

主 る所て増え てきた。

かつ て造林の利回 りを計算すると、 7 %にも 8 %にもなっていた。

それが、今では限りなく ゼロ に近づいている 。植林の意欲がそがれ

るのは当たり 前だ。従来通りのやり方てやスギを育てていたのでは、

かなりの面積を所有 していても林業経営で生計を立てる ことはでき

なくなった。

そもそも 1haの人工林 をつくるのに 200万円ないし それj ;J J こかけ

るというのが異常である。む 附北駄にくらべるとー桁ちがう 。 な

ぜ こういう こt になったのか。 日本の森林は傾斜地が多いために、

樹木や保育の機械化がU ずかい、。 また互に雨が降って雑草が新正

し、何回も下草を刈 らないと造オわ初切停に負けて しまう 。 こうし

た自然粂f牛が造林コ ス トを押し上けて いるのは事実だが、歴史的に

言 えば、 「木の文化Jのもとでの市い木材仰li格と 、農村の過剰就業を

背景にした安 い賃金が労働多投的な育林方式を支えてきた ことも否

めない。狭 い国土で少しでも多くの木材を生産しようとする努力が、

きわめて労{ 動多投的な育才木方式を生み出したのである。

前にふれたように、 70年代の半ばあたりから、外材輸入が急出『

し、 j島山村 の賃金も上昇に転じていく 。労働多投的な旧来のやり方

がいよ いよ通用 しなくなり、生産性の向上が緊急の課題になるはず

で‘ あ ったが、実際にはそうはならなカ、った。外材 の 輸 入 で 国 困 凶

の価格カ f:t l[ l し下げられる一方で¥年輪のつんだ無節の 「良質・材 J の

仰i絡が目立つて上昇するようになり、 コス トダウンで外材に大: 出tす

るよりも、労働多投的 な優良材生産で声:問tするい、う風潮が強ま っ

たからて。ある 。

むすび

しかし 「優良材J が高〈売れるのは希少価値があるからである 。

生産が増えれば価格は下がるし、需要自体がそれほど大きくな L、。

そのうえ、 オ寸4不IJ用の大きな流れとしては、 「千夏良材 j のl時イt から 「並

材J r低賃オオJ の11寺f- CI 二割Jいで し、る 。つまり品質の良 い大径材を事I，r，:if，

のまま使う こ とから、 低質材を加工して新 しい均質な材料をつくり

出す ことに主力が移りつつある 。 そのために優良材の値崩れが目立

ってきた。一番玉だけを伐り出してそれ以外は全部山に捨ててくる

ようなやり方が成立しなくな った。森林が生み出すオ寸4をすべて利

用し、かつ、なるべく手聞をかけないで和|木の更新を図るようなや

り方を工夫する しかないだろう 。

およそ 200年の歴史をもっ 円本のスギ・ヒノキ林業は、大きな転換

191を迎えつつある 。

(くまざき みのる 筑波大学名性教授/ 股学博士)
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木質構造と環境負荷

有 馬 孝 鵡

循環社会における循環資源

木質構造は森林を伐採してはじめて成り立つ。 しかしながら、伐

採されたオ寸4が建築物として都市に保存され、伐採された森林には

摘林という世代の更新、資源の循環の重要きが忘れられではならな

い。「伐ったら植える」い、う林業の基本カ可制呆されている森林から

伐採して得たオ寸オ資源の利用の問題と、森林に生物多様性や水源函

養機能などを期待している伐採してはいけない森林保設の問題との、

明快な区分が必要である 。

以下は、 10年 I H' 前の日 :本建築学会のあるシンポジウムて。の発言

である 。「木』杯l聞は森林て天気中の C O
2
をl吸収していた木材を伐

採し、しかも使うことによって燃えたり、腐ったりして C O
2
を放出

していることになる 。すなわち、吸収しなくなることと放出の二重

の負荷を地現号案境に与えているので、オ寸4の使用営制限すべきでは

ないか」。 ここには 「伐ったら植える J の林業の基本はなく、しかも

使われているオ寸4は全部使い捨てのゴミという認識しかない。

当時に上回
i交すると、最近のオ吋杯リ用に関する認識はかなり変化 し

てきたように思われる 。 しかしなが ら、 前記したオ寸;;J-;j<'J用と森林保

護との明確な区分がされているようには、必ずしもなっていない。

それは、オ寸持'J用も森林伐採いづ行為を行うが故に、環境破壊と

してみなされやすいことに起因しているようである 。マスメテV ア

に取り上げられるように、 t! i : 同c _ _ 森林の伐採現場、逃げ惑う到川勿た

ち、型枠用合板や割引£し、さらに紙などが無造作に捨てられてい

るのが目に見えるだけに、その地球環境破壊は絵になりやすいのか

もしれない。 そして、 主と して化活資源をエえ、ノレギー として使用す

ることによって生じている国劇生悶の話てすら、被林の荒廃V 絵の

題材として使われるのである 。

ところがよ也功、民温暖化は、南極の氷山カヲ解けるとかの間接的な絵て。

表されるので、行動を uf f i ! j 包させにくい傾l岡がある 。 どんな建築資材

を使うのかや、室内温度設定を変えるとかの日常生活とは結びつき

にくい。 ましてや産業活動にいたっては理屈てやはわかっていても、

現実には? ということになる 。 とくに経済、効率優先、多エオ、ノレギ

ー消費型の材料や資源によって業をなしていると、降りかかる環境

問題から目をそ らすために、生態系や自然環境保護を盾に、オ寸; ; J 資

源を使わなければ良いという安直な代替論を繰り広げている状況す

らみられる 。 それは自由経済、弱肉強食の論理であったり、人聞が

生活するための資源問題や都市の消費形態には触れず、単に森林を

伐採すべきでない、守るべきだという短絡的な展開と相似ている 。

われわれは生物( 命あったもの) を食糧としている。すなわち、

再生産の可能な生物資源によって生きているのである 。森林が資源

生産の活力を失つての循環社会などはありえない。また、森林が環

境保全の機能を失って成り立つ循環社会もありえない。 それらの森

林が共存 ・共生しなければならない現実を暖昧にしてはいけないの

である 。いうまでもなく、木負精造に側1されるが材は、持続的な

資源生産を担う森林から伐採されていることが墓司丈である。

木材の資源としての特異性

建築生産は基本的に資源、 エオ、ノレギーを消費することで成り立っ

ているが、同時に資源をストックするいづ側面をもっている 。建

築物が運用されている間に徐々に老朽化して資源のス トックが減少

し、 最終的に角字体除却される 。解休されて生じた資材は、すべてが

ゴミとして大地や大気に戻るわけではなく、ある部分は再生資源 と

して使用されることになる 。 ここに、材料としての耐久性や解体方

法が、ス トックされた資源の再利用( カスケード利用) にとって重

要な要素になる 。 また、建築物としての耐周年数の増大が資源の節

約、解体による排出量の削減に及ぼす効果はきわめて大きい。

地球規撲での気象変動に対する国際間の取り組みの具体化、 とく

に地球温暖化防止のため二酸化炭素 ( C0
2

) 放出の削減計画が重要課

題となっている。二酸化炭素は、主として熱、動力や電気といった

エオ、ノレギーを得るために使用する化石燃料の燃焼によって発生して

いる 。 したがってエオ、ノレギーを多く使用するものほど二酸化炭素放

出量が大き く、地球環境に対して負荷が大きいということになる 。

オ寸オはそのような資源の中にあって、特殊な位置にある 。 それは、

樹木は大気中のC 0
2
ti 也中の水を吸収し、太陽エオ、ノレギーで主成分

のセノレロ ース、 リグニン( 炭素C が固定されたもの) になったもの

である 。最終的に焼却もしくは腐朽などを経てC O
2

と* という振り

出しに戻るだけで、研讃酸化物や窒素酸化物の有害物質はほ とんど

問題にならない。一方、伐採された地 に森林の管理、林業の基本が

あれば、新たな枝問くとして CO
2の

l吸収固定が再開されることになる 。

したカ
f

って、炭素の収支を考慮することが基本となる 。

一般にオ寸4を利用するこ t によ って、以下の 3効果が挙け、られて

いる 。森林における二酸化炭素の固定 ・貯蔵と木造建築などにおけ

る貯蔵を 「炭素貯蔵効果J、資材製造のためのエオ、ノレギーが少ないこ

とによる CO
2
の放出削減を「省エオ、ノレギー効果J、本材を焼却したと

きのエオ、ノレギーを有効使用して化石燃桝の消費削減を図る「エえ、ノレ

ギ一代替効果」と呼ばれているもので、いずれも、オ寸4を都市にス

トックされる資源としている点に特異性がある 。

以下に、木質構造における環境負荷を他の構造 t 上凶
1交して、その

課題を述べたい。

建築と社会 ・1999. 10 27 



各論 1 桔f

建築資材および建築物の炭素放出量

表 1 は 、 街 蹴i築資材生産に要したエえJ ギーとそれを大気中に

放出する CO
2

(Cに換算) を表示したものである 。原N探取からの

柏み上げ方式による数値である。 この数値は、 一般にわが国でいろ

いろ算出されている産業連関表の資材生産に要する CO
2
放出量に

上凶攻すると、大きめになっている 。 とくに産業述閑表による数値は

輸入製品の場合に小さくなるので、その前提条件に注意し、その報

告内て、、の負荷レベノレの相互比較としてみたほうがよい。 したがって

地f.iK'i luU暖化1 : ｾ、 った 地球レベノレの議論のときには、 二酸化炭素放出

の分担と、その運用には留意が必要である 。

表 1 各種材料製造時における消費エネルギーと炭素放出量 ( 中島ら1991)

天然乾燥製材( 上t .il¥:  0. 50)  

人J :乾燥製材 (0.50)

防l府処里II 木 材 (0.50)

合板 (0.55)

パーティク J レボー ド(0 .65)

鋼材 (7.6)

アルミニウム (2 .53)

コンクリー ト(2.40)

消費エネルギー

(MJ / kg)  ( kg/ m' )  

1. 5  750 

2.8 1，390 

3. 1  1. 540  

12  6. 000 

20 10. 000 

35 266. 000 

435 1  .  100. 000 

2. 0 4.800 

炭素欣山fit

{MJ / ton)  ( kg/ m')  

30 15  

56 28 

62 31 

218 120  

308 200 

700 5，320 

8，700 22 ，000 

50 120 

図 1、図 2 は、建築構造別の単位床面積当たりの炭素放出量を推

定したものである 。 図 l はオ寸4による炭素固定i止をマイナスの放出

品とした場合で、 1:R12は炭素固定iit を Oとした場合である 。

木造挫築物が主 として居住用てあり、非木造住築物には業務用が

多い ことを考慮しでも、資材の製造エえ、ノレギーから予想されるよう

に、木造住築物の CO
2発生量はかなり少ない。 また木造にあって

も、躯体であるオ寸4ーからの CO
2
発生誌はきわめて小さい こ とが認め

られる。木造住宅ではオミ材の形で、 C ストック註約50kg/ m'抹 面 積

ψ たり木材伎町i l l : 0 .  2m' /  m'で、オ寸4比重0. 5 とし C はその 1/ 2) を

貯蔵している 。 それによ国i交すると、ここで算出されている C ストッ

ク祉はやや大きし、。 それは算出方法が投入iJJ からなされているため

で、実際に建築物にストックされる立に歩留まりなどぞ考慮すれば、

約50kg/ m'.程度にするのがほぼ妥当な数字といえよう 。 このストッ

クを? イナスにみることに説話命があることは事実てあり、解体焼却

するとストックされていた二酸イヒ炭素を欣，'1けーるので、そのストッ

ク分を加えるい、う考え方も成り立つ 。 そ れ に よ る と 、 木 造 し 非

木造て差異が少なくなってくる 。 しかしながら、いずれの場合でも、

伐採した地に』割、本されたオ寸4を考えれば、循環資源としての{ 釘立さ

は明らかであり、 利 用側てや配応、すべきはiru;tJ羽年数であろう 。 また、

解 ｦ 材ｾの再利用Ｈすなわち、リサイクノレＩが進めば、、耐用年数はそ

の分だけさらに増加することになる。

いずれにしても、建築物の設計段階からの剥備
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E域型社会への寄与に大きな草創1をもつことは論を待たない。

「都市の森林J ・木質構造と木材利用による地域活性

すほ、わが国には約4500万戸の住宅があるが、それはわが国の森

林の蓄積材積の 20%強、人工造; オわドの約半分lニキ目当するオ寸4立の炭

素が主として木造住宅て首弔si されている。すなわち木質材L造は樹木

のように成長はしないが、「右Ilr行の森林j である。I f J Jr休されて生じた

資材もゴミではなく、再生資源としてイ史j一目される可能性がある 。す

なわち、ｽｾ｛葉物問題でなく、者 Ｑ Ｑ 市にスト ックされた資源 問 題として

の認識が必要である 。

わが国の認材木の年II¥'J 成長誌は全蓄積の 3 %強、年I/¥j 伐採iJEは 1 %

強てある ので、意外かもしれないが、木材資源としての蓄積は培1 し

ている 。森林として蓄積カ f増えることは惑いことではないが、成長

の鈍化と森林面積に限りがある ιｕ 二、伐採しい、と、新 ＧＮＡＧｦｾｍ 惜し

つつ循環資源としての世代の交代はできない。その樹齢分布は図 3

のように 円本人の年齢構成

2∞ 
t万h. )

169
1L2 

と同じく、若い屑の森林が 1ω  

少なく、中断本の貧弱さがみ 人 140

工 120

られる 。 すなわち、 Ｊｾｩ 斉市林 Ｑ ∞ ト
94 

場の論理げ外国産の木材に 5 ω  

頼っているうちに、資源生

60 

産の活力がなくなりつつあ

る。地元のオサ4を使って地 01MS11~15m唱 3い れ い45 5ト 5561哨 71-75 a-

林齢( 年) ト '0 '6-20 ト 鈎 お 叫 + 鈎 恥 鈎 骨7076噌

ｊ 副首 Ｇ ｉｾ Ｚ とし、う循環型生産を 図 Ｓ 人工林の林齢別面積 (r林業(-I-，'i- J  1998) 

生む ｩｍ ｾ と、 生まな い消費がここにある 。

循環型社会は、循環する資源と都市の森林が連携することにはか

ならなし、。

( ありま たかのり 東京、 大学大予院Ｉ Ｚ ｾ ＧＧｪ ［ＺＯ ｉ Ｚ 命科Ｇｦ・研究科教授 Ｏ ｊＺ ｾＢｬＺ 博士Ｉ
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森と共生するかたちの変遷

安 藤 邦 虞

ひとくちに木造建築い、つでも、日本の建築ｾ 二 ｬ こは多様な木造

が登場する 。 それを様式の違いとし、ってしまえばそれまでの話であ

るが、ひ t つの様式が生まれた背景には、そのH寺代の思想と美学、

社会経済的な事情と生活段式、あるいはそれらに起因する技術の発

達が存在する 。 そしてなにより木造建築はその成立基盤である森林

資源に基づくもので、あって、そのH寺代の森林のZ算'1育を反映するとい

う側面をもっ。 そのような視点て二日本建築史を振り返ってみると、

ひとつの様式あるいは構造形式は、そのH寺代の木造資源の質的ある

いは量的な限界の中で技術が選択され発達した結果であることが読

み取れる 。

太古の日本は深い森林に覆われていて、縄文文化はその豊かな森

林資源営基盤として成立 したも ので、その森林を象徴する 巨木を用

いた大型の木造建築をつくる技術が発達していたことが、近年の縄

文遺蹟、たとえば三内丸山泣蹟や、桜町泣蹟など の発掘調査で明ら

かにされつつある 。 それはこれまでの素朴で原始的な縄文住居のイ

メージからは想像できないような高度の構造技術 を示すものとして

注目され、また高床建築のような弥生H寺代以降に渡来技術 t しでも

たらされたと考えられていたものに、再検討を迫るものとなってい

る。考えてみれば、木造文化の高度な発達は、森林を切り開し、て成立

した農耕文化 においてよりも、森林を基盤としていた縄文時代にこ

そふさわい、ものといえる 。歴史が下るにつれて技術が発達する t

考えるのはあまりに素朴な史観であり、技術は11寺代とともに発達し、

時代が変われば、衰退あるいは変遷する ことをも、それは示している 。

縄文のクリ

縄文文化が成立し発展した一万年前から五千年前にかけての日本

列島は、もっとも温暖 化 が進ん ｴｾＧ ｬｬ 寺代であった 。 海は今日の海岸線

よりも内陸深〈侵入し、浅い入江や干潟カ f いたるところに広がるよ

うになった。縄文人は森での狩猟採集に加えて漁労を生業 とするよ

うになり、定住化が進み、大規膜な集落を形成するようになった。

気候の温暖 化 に伴い、キ ｩ 匙主も大きく変 化し た 。 寒 帯 ＨＺｉ ｾ ｊ な針 葉植 料水は

北海道東北部に限られ、 北海道の西南部から本州の中部にかけて の

列島東部 lこは、落葉広葉f封オホが広がり、東海から 九州 にかけての列

島の西部には常緑広葉位対本すなわち! ! 現葉絵防本が広がった。縄文文化

を支えた食料生産から見れば、 トチ、クリ、クノレミ、ナラな E の落

葉広葉樹林のほうが、シイ、カシな E の照葉t l "t林に比べてはるかに

生産力が高〈、その果実やそれを食ぺる動物も豊富であった。 この

ような理由で縄文文化の中心は列島の東北部であった。北陸か ら東

北地方にかけて、近年注目すぺき縄文造蹟の発掘が相次いでーいるの

は、 そのことを立術的に4勿言吾る 。

この縄文文化 を象徴する木い、えばクリであろう 。三内丸山泣蹟

てや発掘された直径 1メート ノレをこす巨木の柱はクリて、あった。 また

北陸 の真 Ｉ ｊ 為泣蹟やチカ モリ泣蹟あるいは舷 ｾｉｉｊ 遺 蹟など‘て Ｂ ｾ ｾ ｉ 土する 木

材はほとんどがクリである 。建築材料として のクリは強度と 耐久性

に優れ、木目にそって割りやすいという性質をもっ。石器てや加工し

ていた純文11制't{ こは、クサピてや割れるクリはもっとも加工しやすい

本材であった。また掘立て構造には水に強〈、 I寓りにくいクリが不

可欠の木材であった。今日の校を茂らし |加がりく ねった栽培ク リか

らは想像 しにくし 、が、その原種であるヤマグリは、 林になると 真っ

すぐに育って 30メー トノレをこす巨木になり、太くて長い構造材が容

易に得られる 。 アクぬきが必要なトテと違って、クリはもっとも 簡

単に食料となり、栄雪を仰i も高かったので縄文Hキ代の主力の食料であ

った。 そして同時にもっとも優れた建築材料であった。 三内丸山遺

蹟ではクリを栽培し ていたことカ f推定されて いる 。 とすれば、クリ

は縄文人の食と住を支えた木であったといえる 。縄文追践のク リの

巨木の列柱がど のような建築であったのか、それは これからの研究

を待たねばならないが、仮にそれがや1
1殿であったとすれば、豊かな

恵みをもたらす森の象徴としてそれをつくるに、クリを用いたとい

うことも考えられるのではないか。

近告民地方に残る千年家と 呼ばれる こつの古民家、箱木家と古井家

はともに 15世紀に遡ると推定される、現存する最古の民家である 。

この二つの民家の柱はすぺてクリであり、染、 もや、貫のー音Jlなど

にもクリを割り裂いたものが{変われ、床や壁はすべてクリをはつっ

た板でできていて、総クリ造りといってもい し、ほどである 。東日本

にはそれほど古い民家は残っていないが、それでも 17- 18世紀の民

家の柱にはクリ を使った例が目立ち、山村の民家には、柱ばかりで

なく梁にもクリを用いたものも見られる 。 ま ｴｾＪ 蛇 ｌＱｍ 是耕を近年まてや

残 していたことで夕、日られる、白 山麓の臼l峰村の家々の屋根はクリの

木羽葺きて、あった。 このようなクリて家をつくる伝統は、森林文化

としての縄文的な性絡を受け継いだものといえるのである 。

弥生のマツ

豊かな文化 を育んでいた縄文文化がなゼゴ滅んだのか、それは謎に

包まれたままであるが、気候変動による食料危機がひとつの要因で

はないかと考えられている。そして環境の変化は、新しい食料生産

の方法である農耕をもたら した。農耕は大陸に近い列島西部に早〈

伝えられ、そして普及した。縄文文化の後進地域 lこいち早〈農耕が

広まったのは、単に農耕伝来の地理的な要因ばかりでなく、列島西

部においてその必要性がより強かったという事情によるものであろ

う。この農耕にもとづく弥生文化の普及は、列島の植生に大きな変
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イヒをもたらす 。 農耕の女台まりがＮｾ凶 ｈ であることからも明らかなよう

に、それは森林破壊を伴うものであった。 そして日本の森林の多く

は縄文の自然材木から弥生の人工林へと変遷していくのであり、その

弥生文化を象徴する木といえばマツである 。

マツは陽樹てやせ地に強〈、森林が火災や崖崩れあるいは人間に

よって伐採された荒地にまず最初に生える木て二マツが成長して林

カf形成され、そのもたらす木陰と腐葉土で‘ 次の粧;tfcが 育 っ し マ ツ

はその樹木に負けて姿を消す。 ところが人聞がマツを定期的に伐採

するとマツが育つ環境カ対闘されて、松林は保全される。つまり松

林は人聞が燃料や建材としてマツを切って利用する限り松林てあり

続ける、人間と共生する森といえる 。

私の暮らす筑波研究学園都市の周辺には、つい近年まで松林と J襲

耕の共生のかたちの見事なモデノレが見られた。空から見ると農地と

松林がモザイク状に配置されているのがわかる 。 この地域の多くは

Ｊｾ ｉｊ ｴ こ恵まれない台地で、農家は松林にＡＡ宇えられる地 ｔ 水を井戸で

汲み上げて農業用水とし、松林の腐葉土を肥料とした。枯れたマツ

は始期斗として利用し、大きく育ったマツは柱や梁として家をつくっ

た。 まさに松林はこの地域に* 1 : エオ、ノレギー と食料と住まいをもた

らす、農家の生活の基盤であった。江戸時代に開拓されたこの辺り

の村の民家は、明治以降につくられたものが大半であるが、家々の

屋担は幾重にも重なる マツ梁に支えられ、柱にもマツを使って いる

家が多い。床には: 必ずマツ板がはられ、戸板にも l幅広のマツ板が磨

きこまれている 。 このような民家におけるマツの多用は、豊富な材

料を活用したい、うにとどまらず、農Mt - 生活の基盤である松林の豊

かさを象徴するものとして、これらの民家はマツでつくられたので

ある 。

このようないわば松林文化は農耕社会のもた らした森のかたち、

里山の典型として日本各地に普通的なものとなった。農耕の普及と

ともに松林が拡大してい った ことは、近年の環境考古学の花粉分析

が明らかにするところとなっている 。 それは ｊｾＪｊｲ ＭＱ ヒした日本人のも

っとも好む風景 となり、日本各地に松原の名所は枚挙 lこいとまカ可

い。 また日本画や和Hfxの題材としてこれほど多〈描かれ、歌われた

粒同てはマツ以外になしそれはいわゆる日本文化の象徴といっても

過言ではないものであった。近年の松枯れ砂みはマックイムシによ

る被害ではなく、人聞が松林を利用しなくなったために、植生が逝

移している自然科!鵠4なのである。それは農耕文化における森と人聞

の共生のかたちの終駕を表すものといえる。

21世紀のスギ

縄文の森としてのクリが東日本の山村において近年まで受け継が
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れていたことは、明治時代になって建設が始まった鉄道の; fD ドがク

リて、あったことで知ることができる 。 その膨大なオサ4量を産するク

リの森が、農耕文化の森林破壊をまねがれて生き続けてきたのであ

り、そしてそれは近代工業社会の象徴である鉄道建設とともに姿を

消すのである 。 また弥生の森 ・里山として薪炭を産してきた刻財q本

や松林も、大戦の大量伐採で人間生活との共生関係が石脳定する 。戦

後の日本は列島に人類が住み続けて以来はじめて森林に依存しない

暮らし、すなわち化疋i附ヰを基盤として、 ii除後の復興と経済成長を

なしとげたのであり、またその聞の木造はほとんどが外材に頼った

ものといっても過言ではなカ、った。 それによってひきおこされた熱

幣林の破威力市印ぷ環境問題となっていることは記憶に新 い 、。 その

一方で、大戦てヲL裸になった日本の山々に懸命に布断水が勧められ、

戦後50年を経た今日、山にみどりは回復したが、日本の林業は衰退

の一途をたどっている。

戦後を代表する木といえば、スギである 。戦後の植林の約70%は

スギであり、スギの人工林の占める割合は国土の約12%に及ぶ。ほ

ぼ九州全域に匹敵する面積に杉林が広がっていると考えると、その

膨大な森林の蓄積に驚かされる 。 このようなスギの人工林は適地 を

選ばず植林されたこと、生産効率を上げるために密植していること

などから、枝打ち、 12円伐等の手入れが不可欠で、あるが、 山林労働者

の不足からその管理は大きな困難を抱え， ｾＧｩｦ 勢不恨の原因 となって

いる 。手入れが行き届かず放置された人工林は荒れ果て、国土保全

のうえからも危機的な状況に直面している 。 これを打開するために

は林業経営の裏付けとなるスギ材の需要拡大に加えて、 この人工

林と現代日本人の暮らしの新たな共生のかたちを模索する必要があ

る。

戦後の値林としてスギが選ばれたのは、成長が早〈加工しやすい

有用材だったからである 。戦前まではスギは建築 ・家具用はいうに

及ばず、桶や縛や食器などの生活用具あるいは造船など、今日石油

製品でで、きているもの I Ht とん E スギでつくってきた t いっても過

言ではない。杉皮まで防水材、断熱材として余すところなく有益jJ 利

用してきた。石油製品の廃葉物カ苛提境問題の元凶となっている今日、

もう 一度スギを資源 とし てこれからの暮らしを組み立てられないか

と考えてみる価値はありそうだ。循環する資源としてのスギの成長

誌に見合ったオサ林IJ 用の技術庁開発と暮らし方の知恵を発見できたと

きに、 211止紀の脱石油文明社会における、新しい森と人間の共生関

イ系を築けるのではないか。

( あんどう くにひろ 筑波大学芸術系教授)
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木造住宅のよさ

土 井 正

住環境において、木造の「よさ j として、「木は生き物J であると

か「人になじむ材料J という 言葉をよく見聞する 。 しかしながら、

これらの言葉はl慶昧で、誤解を招くものである 。「生きている J証拠

として、が材の優れた調湿機能があげられる 。これは、「生き物であ

る木」が能動的に湿潤空気から水蒸気い及い取り、車日長空気に水蒸

気を供給しているものではなく、 セルロース系多孔質材料一水系の

11別見着 い づ 物 理化学明品にすぎな い。身も蓋もない表現をしてし

まったが、この優れた調湿機能を生かすも殺すも設計 ・施工者や住

まい手の住まい方に負うところが多い。i構造体や壁下地に木質材料

を{ 史いながら、経済| 企や汚れの付着などを重視すればピニノレ壁紙を

採用することになるが、せっかくの木質材料の調湿機能を放棄する

ことになる。

ところで、 「なじむj は広辞苑によれば①なれて親しくなる 。なっ

く。②な じみ客になる 。③ しっくりする 。調和する。とけあう 。が

列挙されている九われわれが鉄や コンクリ ート 、プラスチックスな

どの非木質系素材で住環境を構成するようになってから、半世紀あ

まりの歳月でしかない。一方、少なくとも千年ιU二lこわたって「木

材j 住宅を経験しており、夏期の蒸暑気候とともに、その意味ていは

まさに非常に慣れ Ｎ ｾｊｬＮしんできた素材といえる 。 しかしながら、オ ｣ｍ

や木質材料の諸税 ｆ 生は、各特 ｾ ｉ 主において ｎｯＮｬ の材料ではない 。 また、

工業製品でなく、生物、天然物由来の材料であるため、きわめて不

均質な材料である 。けれども、総合的には調和のとれた、複合的な

環境調節機能を有する優れた住環境構成材料てあり、このことが、

「人になじむJ といった詞咽iにつながっていると考えられる 。

快適な居住環境

居住環境の↑ 起直性は、 人間の温熱生理と深〈結びついている 。人

は食物と酸素の摂取により産出された熱を、環境へ放熱することで

体温を一定lこ保っている 。環境温度が高すぎても、低すぎても体温

調節に無理を生じて、不快感を感じることになる。代謝熱量と放散

熱量カ fバランスのよい状態、すなわち暑くも、寒くもない状態がお

おu ' ね快適とされる 。索引|又支をみると放射、伝導、声t荒により約75

%、残り 25%は主に発j干による水分蒸発によって放熱されてし、る 。

この比率が大きく崩れると 、{ 村監が一定てあっても、不快に感じ ら

れる 。 これ らの放熱は居住環境の気温、湿度、気流および周囲の表

面加支によって左右される 。周壁などの表面ifL度は壁体の断熱構造

や日射の遮蔽な E建築的工夫と密接に関係、している。このように、

州車な住空間においては温温度の訊]整や通風が重要な意味を持つ。

ここでは、オサ4や木質材料によ って構成された木質環境 と温存! 峨

境の関係から 「木造住宅のよさ j について解説する。

木材による室温の調節

住宅ぞ環境調節の機能面からみると、外部の気候を調節して、そ

の内部に住みやすい環境をつくるための装置い、える 。

室温は、日中は EI射が遮蔽されるため外知且より低〈、夜間は反

対に構造体の蓄熱によって外気温より高くなる。 そのため、1 : 1平均

視度は外気j昆より高く、最高と最低の温度差( 日較差) が小さく、

外気温に対して温度変化の位相のずれが生じることになる 。i構造体

の桝寺|主によって外知且の変動が緩和されてし 、るい、え、その程度

は住宅の葬Ａｾ容量Ｈ 比 熱と質量の積Ｉ、気密性、主難問や開口部の方

位などによって異なる 。一般に、木造住宅は、 表 1に示すように R

C造住宅に比べ日較差は大言くなる 。 これは木造住宅の通気性や、

熱容量が小さいことによる 。 このため、木造は R C造より、冬の平

均室温が低くなるが、夏には夜間室j且の低下が大きく、蒸暑気候に

適応した住宅といえる 。

表 1 木造住宅と R C造住宅の温熱環境の比較

室内と外気との葬/ ¥移動は、 主に、隙間風による熱の流出入と壁、

天井、床など構造体を貫流して行われる 。壁から外気に流出する場

合、熱は室内空気から室内側11壁面に伝達され、壁f本を葬!げ云導によっ

て伝わり、屋外側壁面より外気に伝達する 。壁体の摂げ云導は、壁材

料の鮒云導率とその厚さによって5縄 iされる 。

オq ; 1の葬! 伝導率は、 O. 10W/m

o

Cで、コンクリ ー 卜1. 3W/ moC や

銅の45¥可/moC に比べ、て小さい。そのため、手や素足で触れるとコン

クリ ー卜 や金属は冷たく、オ寸オは温かく感じられる。また、オqオの

熱拡散率1. 7x  104 Wm
2

/kJ に対して、コンクリートは 8.1x 10'

W m
2

/kJ て、あり、コ ンクリ ー卜 に比べてj即支がゆっくりと伝わる こ

とカf わかる 。

空間が材料で固まれている場合、外部温度の変化 t 室温の変化は

材料中を温度が伝わる速さに関係する 。外気温の変化量と室温のそ

れとの比 ( 室温変動比) は、壁材料の厚さと努拡散率から求められ、

室温変動比二 1 の場合、室温は外気と同じ日変、化を示し、 0 の場合

は全〈変動しないことを意味する 。

図 1 に各種材料 の室温変動比 と厚さの関係を示す。閉じ材の厚き

で 出 ｉｾ すると、スギ、 ヒノキなどオ寸オの室温変動比I.:J:、 コンク リー

卜やグラスウ ーノレおよびフオ ームポリスチレンのそれに比べ著しく

小さいこ とがわかる九これは木材がコンク リート に比べて現行云導

率が小さく、また、グラスウーノレやフォ ームポリスチレンより密度

建築 と社会 ・1999. 10 31  
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材料の厚さ [00] 室温変動比と壁材料厚さの関係

と比熱の干it が大きい ことによる 。

しかしながら、木造と R C造の住宅を比べると、日岐差 にみられ

るように R C造住宅の方が木造住宅よりも加支調節機能に優れてし、

る。 この理由は、木造住宅の壁が十分な厚みの木材や木質材料のみ

で杭成されていない こt や、 R C造より 気密|主に劣り、熱容量も 小

さいことによる。 しかし、十分な材厚の壁、床材を採用すれば仮れ

た温度調節機能を持つ ことになる 。

木材による湿度の調節

空気中の水蒸気量を示すキ敵対毘度は、 気温に変化がない場合に、

合まれる水蒸気の量が増減するか、逆に、大気に含まれる水蒸気の

盆が 一 定てあ っ ても 気 温が変 化 すると変動する 。 こ のように相対 ｩｾ ｦｦｩＮ

度はj釦支や水分の変化 によ って変わるが、温度変化 に伴う方が大き

い。室内では人の発汗や呼吸、炊事、洗濯、入浴などの生活行為に

伴う水蒸気の発生があるため、外気より水制L上級色州毘度) が多 く

なる 。 このため、日常生活てな換気によ って、水分の少ない乾いた

外気 を導入して、 室内で発生した水分を除去する ことになる 。 また、

il及放湿性に富む材料が住宅の内装イ土ヒげ判料として豊富 に使用され

ていると、 l吸放湿性に乏しい材料が使用されている場合に比ぺて、

住宅内のキ敵討毘度の変動は少なくなる 。湿度が高 くなると材料がl吸

湿してそれを低下させ、低くなると放湿してそれを高めるためであ

る。 このため、高温多湿のわが国の住居形態は開放型が基本てあり 、

内装材もが材、土壁、タタミ、紙類など l吸放混能力の大きい材料が

用いられてきた。ただし、 |吸湿した場合に、材料の透湿抵抗力主小さ

いと内部結露の原因になる 。木質材料は合板ては 10mm、板材でも 20

mml l  どで、 ピニノレ壁紙 t 同程度の透混:j"J1抗を持ち 、調混作用と断混

層の二重の機能を持っている 。

表面積の大きい 多孔間 オ料である材オ、木質判料、 T卦変カノレシワ

ム板、畳などは調i，¥i 作用に優れた内装材である 。一方、 コンクリ ー

卜、アノレミなどの金属板、 Jゲラス、 P タイ ノレやピニノレ壁紙のような

32 

プラスチ ック類など表面が平i骨なも のは調湿機能力可丘い。 しかしな

が ら、調i，¥i 作用に優れた材料表面に通気性のない塗装などが施され

ると、 当然なが ら調湿作用は低下する 。

住む環境に木材の見直しを

e:;: . 内外iJilJ 支の一年の変化制 英式図て、¥示す。図 2 のように、室内気

視の変動は建物によ っ て外 知 且の影響を 緩 和し、さ ら に制限 ｜ｴｾ や建

築的な工夫 によ って変動を小 さくすることができる 。

免

↑  

快適範囲

秋↓

図 2 室内外温度の年変化

室内のl El のL間支変動を小 さくするため の断熱材は、ただ'1.M云導

率が小さければ良いという ことではなく、熱容量の大 きいことも求

められる 九 オ寸4や木質材料は繋げ云導率、葬1溶 量 とも、他の材料に比

べ中程の値であるが、 il J X放i毘性能については優れており、強度を持

たない グ ラスウ ー ノレなど の ｉｬｦ ｲ＿ｾ財 ｴ 違 っ て構造強 度 もあり 、 ｩ ｊｩｬ ｊ 支、

温度調節の同機能を有したバラ ンスの とれた材料である 。オ寸4や木

質材料は、既述の各論 l てがも紹介された ように、環境負荷の小 さな

優れた素材であり、少ないエオ、ノレギーて' 良好な室内環境のM備 で、き

る力J a求環境I時代の材料といえる 。

1  ) 事琳-t11'. 編 ・広解苑m4 版、おi1Jii !: 砲、 1911 (1991) 

2) 点修三 :円木本材学会編、住まいと木材、崎将一|局、 9- 14 (1993)  

3) 阿里子飽 ー11ネ寸寸寸話会編、 11心、! : ; ; ! 寸' t.、j毎f f社、 27- 32 (1993)  

ＴＩ 小体 定数木造住宅の ｗ ｊＡｾ 奴型克づ〈り、オ屯 Ｑ Ｊ 手昨講座 Ｕ 、 ｈｾｗ 初 、 ＱＱ ＴＭ ＱＱＶ (1995)  

(どい たt:' し 大阪 市 立大学生活科学部 助 教筏Ｏ学術 Ｑ ｾ Ｑ ｪＮ士Ｉ
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木造家屋の耐久性を考える

西 津 英 和

京町家の耐久性を巡って

木造家屋の耐久性に ついて の議論が感んである 。人によると 一世

代 30年くやら い、あるいは 50年といい、 短 い場合20年程度と の説もあ

るらしい。いずれも相応の中間処があ ってのことだろう 。 しかしなが

ら、社寺仏閣を含め、民家や111] 家な どの日本建築の修復保全に関す

る学術研究に携わっていると、このような説には疑問を持たざるを

得な し、。 もちろん、木造家屋の寿命には屋根や壁、基礎の構法や材

料ーなど様々な要素が絡むので一概にはいえないので、ここでは柱や

土台の腐持写という点について、和洋の木造家屋の耐久性について考

えたい。

現存最古の民家とされているのは、兵庫県の「箱木千年家j て¥

貧l腿 は 15世紀に遡るい、う 。 それほど古くなくとも、江戸時代初期

の民家は数多 L、。

近い所て" は京都のIIIJ 家がある。京IIIJ 家には、 18世紀末の “天明の

大火" 以前の定l ! 物も造有ーす るが、歴史的都心部てやは 150年ほど前の幕

末から 明治初期に建て られたものが大半である 。 これは現京都のIIIJ

並みは元治元年( 1864) 7 月の蛤1i [ J 門の変の戦火ーイ谷に“ どんどん

焼け" で中心市各社也の80011l T_ 2万8千戸が均恰つくされ、その後l明

治にかけて再建復興されたという歴史的背景があるからである。

これ らの京|町家一 日本的な都市型の高密度家屋ーの現在の姿は、

玄関 とj古やE限設などはほとんど改変をされる ことなく 、中庭を含め

た京11I J 家独特の美しきカ河呆たれているのに対し、井戸が水道に、薪

が都市ガスに代わり、さらに*i 先化が進んだので、通り庭や台所、

くみ取りなどは現代J l l i1に改造され、煙出しも機能を失って、そこに

2 階を増設している場合も多い。しかしながら、 内装を剥がせば当

初の木組が大抵残って いる 。

日本の多 くのIIIJ は太平洋戦争末期の空襲によって、伝統的な木造

建築の大半を焼失したカえもしこのような空襲がなカ 3 ったら、都市

の木造家産は恐らくどこでもすほの京都とあまり変わらない状況で

あったに違いない。

きて、江戸時代の庄屋絡の民家に比べると、京1111'1家の音11材は華客

な印象をうける 。 4寸干到支の通 し柱以外は大tl' B住は 3寸 5分、 貰は

杉でIpffi 6分 ・成 3寸 5分が多く、賞は地 ・11同・内法の 3段、壁j写は

2 寸 2分不自支が一般的である 。大黒柱もやや小振りで内法は 5尺 7

寸以内、根太天井もやや低い。隣家と接する妻壁は元々は通し柱に

多段の貫を設け、室内側の械壁をまず土付けし、外部の建壁を裏返

した後に“ 妻送 り" と称して土台の上をi骨らせて妻壁全体を隣地境

界までぎりぎりに寄せる のが本来とされるが、裏返しを胞さない、

いわゆる“ 片壁" も 多い。いずれにせよ、座敷まわりを含め杭成古11

材は現J 玉の木造住宅とほとんど変わらない。敢えて現代住宅 t 京IIIJ

家の床回 りの差異を挙げれば、 コンクリ ー卜 の布基礎や金物を使わ

ないことし庇や縁側 を巡らすことぐらいだろうか?

このような IIIJ 家を調査 して気づ くのは、柱や土台の腐: 1' ] 箇所が限

られて いることである 。損傷は大抵は井戸や流しの排水不良による

もので、後にこの付近に煉瓦を積んで、井戸号 |と称する 一種の高土

ムを設けるようになるが、隣家との境界の雨仕舞いが悪いと妻壁の

基音fl に雨水が浸入 して、柱基部の傷みカ埠L、。また、 一尉 丘、道路の

嵩上げや地下構造物の建設によ って地下水位が変化し、全体的に床

下に湿気が溜まりやすくなっていると 指摘す叶東必が多いのはやや

投トかりである 。

いずれにしても、 京町家は大抵こ のようなg! I B1 ] をかかえ、通風や

EI  !! 現の点てやも現代の一戸建の木造家屋に比ぺで決して恵まれている

とはいえないが、著しく劣化し た家屋は利Iて¥傷みもなく普通に建

って いる 。 このような町家を 日頃見ていると、普通につくられた日

本家屋が最近言われているように、数十年くやらし、て傷ーむなどという

ような ことがありうるのか不思議な気がしてならなかったのである 。

川村清一博士の見解

このよう に考えて いたところ、大正 6年 1 月の 「建築雑誌」第31

巻361号から、数回にわた って川 村清一理学博士が“ 菌類と建築用材

j寓却すの関係に就て" と題する 注目すべき論文を発表していた ことを

長日った。 そして これを読んで木造家屋の耐久性の問題の所在を歴史

的な志野幸を含め て少し理解できるようにな ってきたので、紹介しょ

フ。

|専士は日本の木材腐朽菌の特性について研究したが、 もともと日

本には存在しなかった女刊丘温菌の一種 「涙菌」に よる木造建造物の

被害が明治後半になってなぜ急速に拡大し始めたのかなどについて

疑問を持ち、気候風土と木造家屋のi防法 について詳 しく検討すると

ともに、礎石建ちの社寺建築の木造柱の防i毘|坊腐対策としての合端

処理、特に小孔の意義についても 興味深い見解を示 した。

日本の気候 と臥沫諸国の気候を比i I 佼すると、わが国は家屋の菌害

の被りやすきの点てやは世界に類を見ないほど 不利 な環境にあるとい

うのが博士の認識であった。常識的出町川あるが、的沫をはじめ大

陸国1: ) : 一般に温暖な季節に降雨が少なく、 空気や土主義カミ乾燥するの

に対し、温借地域に位置しながら春夏秋の三季を通じて: i l l i 続 して湿

潤な状況にある国は実は 日本以外にはほとんど例がないのである 。

しかしなが ら、古来、 家屋 lまことごとく木造てあ ったにもかかわら

ず、暦史的な事実として害菌のために大きな被害 を受けた実例はな

く、わずかに長年の荒廃に任せた場合を除くと大{断書を要すること

建築と 社 会 ・1999. 10 33 



」

はなかった。 しかし明治になって洋風の木造建築が建設されるよ

うになって以来、いくら防腐薬剤を混入しても紹羽聞に腐朽して惨

害を被る洋風速築が続出するようになった。 こうして、 単なる臥米

崇拝や模倣がいかに大きな問題をはらんでいるか、大正| 侍代すでに

認識されていたようである 。

木造家屋のj肉朽劣化を防止する上て二床下のi! iV支はたいへん重要

である。日本家屋では雨水 1;): 、庇があるため、まず室外より数尺を

隔てた地面を ilM] し、ついて浸潤して縁下の土壌に水分が及ぶことに

なるが、上屋柱筋の床下まで浸潤しようとしても、縁周りが開放さ

れているために、通風lこよって長〈湿気は滞留できないようになっ

ている 。 これに対し、働問i羊原休造建築は、元来日本 t 剣 l知IJliI.土

の全く異なる亜寒帯の構法てや、! 末下が気密的てや、さらに煉瓦やモノレ

タノレ( コンクリ ー卜 ) など湿気を保持しやすい基礎とオ寸オとを接触

混用することが多い。加えて庇の出が少ないので、建物の基礎周辺

1;): 悶水の浸潤によって湿潤な状態が持続しやすく、結果として害菌

の繁殖が』iZんになる 。 また、風雨に 11西される外部を通気性を阻害す

る「ペンキj や「モノレタノレJ て{ 土上げることも、建物の腐りを促進

する要因となっている 。

要するに、床下のiE度一つにしても 羽l洋両者て著しく異なる 。洋

風木造の造りでは悶7] ，: b 濯物の周囲から直接的に主何輔造の土台周

りに及びやすい。 このため、基礎下に |坊iill!. 度処理を施して毛細管現

象による地中の水気を防いでも、床下の空気が湿潤状況にある以上、

本材腐朽菌の繁殖を防ぐ ことはできない。 日本のJ鮒す菌の多くは乾

! 寓菌類てあって、湿潤な空気さえあれば、液状の水分を必要 t しな

いからである。

木造建築の大被害は学校建築や陸軍兵舎などに、洋風木造建築を

画一的にしたために起こり始めたようで、例えば金沢市長土塀小学

校では、明治42年に建てられた校舎が大正 2年には床下全面が低温

を好む 「涙菌j によ って大被害を受ける事態まで、生じたが、 j戻菌等

は、 もともと日本のJ ] i 'L :l 二て" は考えられなかったものて、あった。 そし

て大正初期には国は直1階建物の改修に多額の出費を迫られるように

なった。→列を挙げると、熊本第五高等学校などわずか 3棟の校舎

のh儲普自が約50万円( おおむね 50億円相当) 、陸軍では大正 4年 50

万円、同 5年50万円、同 6年20万円を計上したほどである 。

まとめにかえて

かつて、藤井厚二 博士の名作、京都府大山崎の「聴竹居j を訪れ

たことがある 。昭和] 2 年博士の自邸として建てられた建物て¥椅子

座を基本に、 ｪ 羊の作 ｪ 去を ｾＱ 対取された和の空間に昇撃させるべく 、随

所に実験的な空間造形が試みられている 。だが、この建物には日本
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聴竹居ー藤井厚二自 邸ー

建築としての縁側がない。外観は一種スパニツシュを連想させる平

板な壁面が外周の布基礎から直抜立ち上カf っており、通気孔も少な

いのである。欝蒼とした緑の山腹、温度の臥、所lこ閉鎖的なJ料 惜

のmr; 凶な建築をつくれば、き っと木組は傷んでいるに違いな い t 思

って、調べたが腐朽は認められず、床下を爽やかな風が吹き抜けて

いるのに気っさいた。 これはカ 3 って国宝醍醐寺五重塔に上った t き、

林間を l次〈風のように力強い木組の聞を空気が流れていたのとよく

似ていた。 また、聴竹居と| 羽室( 離れ) の床構えにはどこか、草J寄

茶席と似たと ころがある。草庵でも足固めの下を壁留まで土壁を塗

り込みながら、豊かに風が通るようになっているからである 。地勢

と風そして構法への博士以来い読みを感じた次第てあるが、同時

に日本て洋風の木造をデザ、インするときの、回E慮、の L 、かに必要かを

併せて感じた。

いずれにせよ、臥沫と日本では本来木造建築の締結は全〈輿なら

ざるを得ないはずである。 日本の社寺や書院な E の木造建築はもと

もと、車8 : - * した支那大陸から温暖多雨の日本に持ち込まれたが、こ

れら大陸系の木造建築は、白木にもとからあった南方的な土着の木

造材紙の知恵を採り入れ、何世代にもわたる経験と努力により 「国

風化」され、今日のような堂々たる完成の域に到達したのであろ

う。 したカf って伝統的な日本建築については今さら寿命や耐久性に

ついて議論する余地はほとんど存在しない。正統的な材紙、材料、

仕様、そして対備保全の作法を謙虚に学び、その通り建築すればよ

いだけである 。

一方、 いわゆる木賀市V識など 、工学主義的な齢除の木造材紙 は

nm台の導入以来、未だ十分に「風土イ凶されておらず、発展込仁の

建築h旬去としてリスクカキ迫分大きいことは否めなし、。 その定、l床で、

今後の発展が大いに期待されるが、その際、いかに強力な薬剤や設

備を投入しようと、所詮気候風土には勝てないのは過去の歴史が示

す通りである 。

いずれにせよ、日本では寿命の短い洋風建築も、臥沫の風土では

数百年の耐久性を容易に示すことを考えると、洋の東西を問わず、

風土に根ざした木造建築の耐久性は最初に述べた数値の少なくとも

101音ー最低300年、 M備保全をすれば寿命は事実上無限大い、うの

がどうやら gl obal st andard ! : いえそうである 。

( にしぎわ ひでかず 京都大学/ 工: 手: 博士)



各論オミ日

木造住宅の性能明示型設計法にむけて

村上雅英/ 稲山正弘

性能明示型設計法とは

建築基檎去の性能規定化とは、手段( 仕操) ではなく目的( 性能)

を直後示すように条文を改正することを指す。仔IJ え1;:1::' :木造の恥践耐

風安全性に関して、現行の建築基当地施行令第46条第 1項に 「一・各

階の梁間方向および村7行方向に、それぞれ壁を設け又は筋交いを入

れたilil i ! ; t 岨を釣り合いよく配置しなければならないJ とあり、第 4t頁

に壁量計算のしかた、壁の仕様ご t の壁倍率の数値などが規定され

ている 。 これは「仕株を規定した粂文J てあり、これによって最終

的にどのZ盟支の構造安全性を目的としているかについては全 〈触れ

られていない。

これに対して、性能規定型の建物の上昔日構造の静岡主耐風安全性の

詞河川方法の考え方は、想定される外力の大きさに対し、これが作用

したときの建物の応倒直( 変形や破段) を定量的に求め、これが限

界値を超えていないことを石総E、する、 というものである 。性能規定

で定める外力と限界値には 2段階の目標が設定される 。 l つは 「中

力甘英の地震および風に対して損傷限界を超えない こと」、 もう l つは

「大; t ; Y M英の地震および凪 lこ対して安全限界を超えないこと」である 。

ここでの外力の大きさを表す 「中規J刻 と 「大JJI'A実」 とは、再現

期間 (0 0年間に一度ι Uニ遭遇する確率が64%を超える) 50年と 500

年に相当する規j莫として定義される 。 なじみのある指- ; j 票との対応で

いえば、再現期間50年の地震 t は震度 5相当、開児期間500年の地震

は震度 6相当、また再現期間50年の風と は平均風速40m/s相 当、再

すtJI 月間500年の) . ! B. は平均風速50m/s相当い、える 。一方、損傷限界

とは、構造体に関しては弾性限界点を指す。安全限界とは、木造で

は最大耐力を過ぎてその 8割まて'ifii; t力カ唯下した点と定義される 。

したがって、 言い換えると「再開開閉50年の地震と風に対して、 建

物の構造体がｾＡｾ性限界 Ｑ 去を超えないこと ｪ および「再現期間 ＵＰＰ 年の

地震と風に対 して、建物の構造体が最大雨;J 力を過ぎて 8制まて官、iカ

カ可民下したJ去を超えないこと」となる( 図 1)。

変形

( cm)  

図 1

誠大耐力の8劉まで

低下した点 ( 終局変位点)

変形 (c m)

建物の荷重と変形の関係

現行の壁量計算の問題点

木造住宅に外力が作用したと きの応答値の求め方として、り誰の

壁量計算法て、、十分なのか、という問いには NOだと 言わざるを? 得な

い。現在の壁量計算法は中地震H寺の限界変形を間接的に保証するだ

けであり、大地震時の性能は予測することができない。木造 3階建

てて、、行われている許容応力度計ＮｘＷｾにしても五十歩百歩で、不十分でで

ある 。

以下に、壁量計算と木造 3階，珪て構造計算の問題点を列挙してみ

た。

①簡便法である壁量計算のほうカ湛準カ子甘く壁量;が少なくて済むた

め、結果として民間の新技術や構造計算手法の開発意欲が損なわれ

ている 。

②全体の耐力のうち 1/3を刻怪童( 耐力壁以外の部分) が負担するとし、

うあいまいな{ 反定ててやきている 。

@l di E 倍率は、初期間Ir生・最大耐力 ・粘り強さの 3 つのうち最小をと

って決められた数値であるが、その中ru処が示されていないため、壁

の干重要買によって同庁|生と 考えるか耐力と考えるべきカがわからな し、。

@ 侍定の仕様の耐力壁しか壁倍率が与えられていないので、新しい

工法や材料による耐力壁などの開発の障壁とな っている 。

@耐力壁が所定の壁倍率を発揮するのに必要な接合音li の{ 士総カf記 述

されていない。

⑥偏心による ねじれや水平杭面のせんIjiR変形の話洋fが制見されてお

り、壁の配置の悪いプランてやは壁畳の単純平[ 1 が危険側の言、利而になり

がちである 。

(J)-. k地震時の性能が予iWJできない。

このような理由から 、壁量計算だけではi除l設 耐風性能を明示する

ことができない。

では、性能規定化後は壁量計算はどうなるのかというと、 「迎合み

なし仕禄」として残ることになっている 。「迎合みなし仕様」とは、

従来行われてきたような特定の仕犠や検証ブf法につ L、て、間接的に

必要な性能封筒足しているものとみなす、 という扱L、である。性 能

規定化後の性能検証方法として、構造計算などの定量的な検証方法

て性能をfi1儲忍する方法と、性能を担保していることがあらかじめわ

かっている特定の仕繰てT姉[ ( こ代えることができるとする方法の二

通りを用意するこ t になっており、後者が「みなし適合仕犠J とH乎

ばれるものである 。ただし、あくまでも性能を担保できる条件がそ

ろっていなければならないため、上記の信迩児島などについてはこれ

を補完する仕様の記述や改訂などがされるものと思われる 。

ツーノf イフォ ーや木質系プレハブてやは、以前から壁量計算を補う
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ため の構造計画仕様が定められており、 法改正後は在来制IA正仁法に

も構造計画仕犠が導入される可能性がある 。

木造住宅の性能明示型設計に立ちはだかる難題

木造住宅の荷重変形関係、を予測するい、うことは、構造躯体の力

の流れを把握し、各部住が受ける力に対してどれく らい変形し、最

終的にど のような破壊が生じるかを、見落としなく正確に予測する

ことい、える 。 しかし、これは言 うは易〈行うは難しーで、木造住宅

の力の流れを解明するのは超高層ビノレの構造内科斤よりはるかに困難

なのである 。

現在の木造住宅における最 も寸 生的な工法は在来軸組工法/ : _ l I 乎ば

れるものであるが、 これは R C 造や S 造 t 異なり、近代工学の成立

表 1 構 造 安 全 性 の 検 討 項 目と検討方法

(a) 構造安全性の検討項目 (b) 検討方法と設計J レート

筋交い 筋交いの鹿取l

端部のヲ|き抜け 仕様

章。
たすき交点の破断

直
A控 I函材 而材のファスナーのせん断

柿而
而材 自体のせん断破咳

車Ihk;且 柱脚の百|き抜け 計算

通し柱と桁の仕口 の1111げ、せん断

小笠 ，wi枠材の取り付 〈柱の1111げI政!'J

t前枠H の引き抜け ルート1 2  3  4  

而材のフT スナーのせん断

問材自体のせん断政m

小届組 桁行方向の問1] 性不足とLLi 筋交い

小届来と横架材 の核令部のiJ lき抜け

度中m1ii I(JI 材のファスナーのせんliJ i

床I師 I而材自 体のせん断破峻

線大、垂木と梁桁のせん断、転び

フド

年Rや附木での屋根市同士のせん断

平協而

下鹿屋根商と 2 ｾ骨 外 壁 画 のせん断

水平軸組 火打取り千m部の梁の弱納 出Iげ

火打の座屈

火打端部の引き抜け

ダイヤフラムフランジ横傑材の継手の引狼

梁、 桁、小梁の端苦111士口の引き抜 け

梁ー桁核令部の弱車il i1J!i] せんl断

吹抜け 胴差、軒桁 ( 継手も合む) の而外 11I 1げ

基礎 アンカ ーボルトの引き抜け

土 ム'" 
布基礎のIUI げ、せん断、転倒

アンカーボルトの偏在による土台の IUI げ

土台継手とアンカ ーと柱の位置関係

Hli; 主計l百l 偏心によるねじれ

! 立線問距離と水平椛I師剛性の|刻係

2 階梁上耐力壁の倍率低減

耐力壁の縦横 比の上限とf持率低減

変形 ｪｬｩ ｬ｝ ｾｒ Ml liJ 変位 が許谷変形以下か

機架材のク リープたわみ

¥i l : *. . i l 収納に伴う仕口 の変形

その他 I也耐力とフー チングの桜地l玉

柱の座屈

t抗告建材の IUI げ

粁A 木の吹き上 げ
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以前から存続してきた工法であるため、設計手法や核合昔11の形式な

ど伝統的な経島知IJ によっており、これが力学的解析の困難さの主な

要因となっている。

以下に、在来車Ih組工法ゴ主宅の構造設計における諸問題を列挙 して

みた。

ｃ ｄｗｴ 造音ｾｩＺ非構造部の区分が不明石也構造 設 相時の水平力負担部材

はど こまで、か?

②水平力 j! f 抗港臓のせん断系( 土壁や面材) 、車]/1力系( 筋交い) 、曲げ、

系( 柱と 小壁) が混在してし、る 。 E こまでヲサ応するか?

G潮来| のばらつき( 乾燥収縮に伴う接令部のガタや干割れ等) と施

工 のば ら つきＨ釘の種類やピッチ、オ、イラ ー の空 ｾ ｶＮ 王 なりをどの

程度許容し、 E うやって監理するか?

任料造計画の不在( 鉛直緋而 t 水平桝面の概念なし。上下階の壁線

のずれ、壁の偏り、不整形な屋根など) にいかにして対応するか?

建物の構造安全性の検討項目を整理すると、 表 1 (a) のように分

類される 。設計法は、 外力、耐力、構造計画を含む安全性検討の方

法の精度により、表 1 (b) のようにし、くつかのノレート に分類てふる 。

以前から壁量計算を補うためにツーパイフォ ーや木質系プレハブで

定められて いる構造計Iml仕織は、表 1 (b) のノレート 1 に近いもので

あり、設計は簡便であるが、自由度に乏しい。一方、次rtてい述べる

パ ソコンを利用し た木造住宅の性能明示型設計法は、表 1 (a) の検

討項目の主たる部分を工学的判断で計算に組み込み、直桜的に検討

するものである 。 したがって、 ノレート 3不自支の設計法として位置づ

けられ、仕様て規定されている部分が少ないため、設計の自由度が

極めて高い。本来、下位の設計ソレート の仕株は上位の設計ノレート の

計算により検証されるべきものであるが、上位の設計ノレー トが後発

とな っているため、現時点では整合性はとれていない。

パソコンによる性能明示型設計法の特徴

林野庁の補助を受けて、財団法人日本住宅 ・木 材技 術センタ ーで

開発中の本設計法は、在来車11細工法建築物を対象とし、標準化され

た実験法 t 評価法によってデータベース化 された柱脚や筋交いが綿H、

梁端部、面材釘打ち等、計算のベースとなる 主要な接合昔日の性能に

基づいて、市慢性能に最長型1を及ぼす以下の項目の定量的に言明耐する

ことを可能とするものである 。

(1)  jll l11力系、せん断系、 11l: 1げ系を合み、垂壁やl隈壁なども合u ' 鉛直椛

而の剛| 企と降伏耐力と終局変形の罰ifill i。

(2) 水平柿面のせん断問l}t生、降伏耐力の寺刊凶。

(3) 市: 臨要素より先に降伏する可能性のある以下の要因を考応、した

問It性と降伏耐力の低i恥
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各論 2 オミ

。主J習を考慮した柱の号 |き抜き

②ヨι上に載る耐力壁のロッキング

@ 耀石や品型基礎のロッキングおよび半島型基礎の折れ

④，* 平桃I師、特にくびれの隅角部や壁線問距離の大きい場合などの

染桁按合官11の号 |日周波壊

(4) 柔床のせん断変形と偏心に よるねじれを考慮した建物の代表荷

重変形曲線の予測。

パソコンによる性能明示型設計法の流れと概要

本設計千去の流れを、前頁に図解てや示す。

(1) 荷重の算定 (図 2 )  

まず梁荷重を算定する 。壁重量は上下の梁に、床と屋根の重量は

染で固まれた一長方形〆ーンごとに根大方向を考慮して 2辺の梁に集

める 。 この梁荷重は、後で染下の耐力壁の柱引き抜きの押さえ込み

効JJL として使用される 。

長期HJ 梁 荷重 は上階から柱を介して下階の梁荷重に加算していく 。

地i謁羽染荷重はX Y各方向の鉛直梢面荷重へと分配、加算していく 。

(2) 鉛 直構函の荷重変形関係の算定 (図 3 )  

せん断系Ｈ而材張りＩ、 ｾＱｾＱ 力系Ｈ筋交いＩ、 ｬ 性 ｬ げ系Ｈ柱Ｋ 小壁 Ｉそれ

ぞれ単位耐震要素ごとに、完全 ｧｬｾ 塑性の荷重変形関係を求める 。 せ

ん断系は、 実験に基づく面材釘 l 本あたりの完全抑塑性データを用

いて、釘配列( 面材全周、縦のみ等) と釘ピッチと面材の大きさか

ら計算される 。山げ系1.;1:両側 とも壁てない;場合のみとし、 小壁のせ

ん断と柱の ＱＱＱ Ｑ げの両者から計 ｾＱ される 。 Ｑ ＱＱＱＢ 力系は筋交い立制 Ｑ Ｑ を ＱＱＱ ＱＢ 方

向パオ、( 実験に基づく完全glji. 塑性データ) としたトラス計算による 。

(3) 水平構面の荷重変形関係の算定 (図 4 )  

梁で困まれた長方形ゾーンごとに [面材張り + fJ t 太の転び] + (並

列) [火打の回転パオ、+ 梁桁弱111111 ラーメン] にモデル化して計算す

る。而材張り部分は鉛直輸碩のせん断系と同じ。t此kの転びは、転

ばし背による卜ノレクと t匙kの| 断面 2 次極モーメン トヵ、ら計算して求

める 。 火打の回転ノ叶、は、世 ｬ げ実験から完 全 ｾｬｪｪ Ｎ塑性デ ー タ 化し たも

のをJ : f : j ，、る 。染桁弱軸ラ ーメンは、火打のある角を問11節、ない角を

ピンとした略算式を用意した。

(4) 鉛直構面の耐震要素の剛性・降伏耐力の低減 の検定

①住の引き抜きによる耐力低減のチェック( 図 5)  

l 本の梁の下に被数の師、践要素がつ く系を単位として、染荷重と

1恒例Itt . E 員金物による押さえ込み効果を考臆した浮き上がり耐力を計

算する 。

②染上耐力壁のロッキングによる低減のチェック( 図 6 )  

耐力 壁 が載る ｬ 次梁しそれが架かる Ｒ 次染までを対 ｾｩｩｩｦｩ￟ 固とし
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て、梁の 曲け 、と梁端後合音 ｦｬ のせん ｉ ｾ ￭ Ｇ について、変形と耐力を計算す

る。

③> ) j j i i : 弱基礎による耐力低減のチェック( 図 7)

玉石却遊および島型基礎のロッキンク1耐カの計算、および半品型

の布基礎を片持ち梁とみなしたI場晶合の基礎の曲け

(問5引) 柔床と偏心を考慮した建物の荷重変形曲線の算定 (図 B)  

終局耐力時に は鉛直楠而がすべて塑性状態に あるものと仮定し、

偏心 によるねじれと水平柿商のせん断変形を計算する 。建物の代表

荷重変形曲線は、 杭面ごとに終局時の変位差に比例し た座標変換を

行って、平均変位位置て疋し合わせをして求める 。 このとき、* 平

緋面が先に降伏する場合には低減を行う 。

(6) 等価線形化法による而擢 性能評価 (図 9 )  

建物の荷重変形l曲線を、入力地震動に対応する応徐スペク トノレに

重ね合わせる こと によ って、 I也i主動の規撲に対応した最大変位立と

降伏箇所を推定することができる 。

今後の取り組み

性能表示制度により近い将来、旅館やホテノレの命マー クと同様に、

ー赦 ユーザーが住宅性能表示をあたりまえと考える 11射にが来るもの

と忠われる 。大手住宅メ ーカーでは、すでにそのための取り組みが

始ま っている 。

勘と経験の世界でしかなかった在来車11刷工法の木造住宅を、工学

的に扱うための手段がようやく整備できた。 この成果を生かすため

には、本設計法をオ ー ソライズし、それを用いることにより 75; 欲的

な中小工務庖でも耐震 性に関する性能表示をでき、大手住宅メ ーカ

一同様に高 い品質の住宅を一般ユーザーに{ 財合する こ とが可能 t な

るような社会制度の基盤づ くりが今後の諜題である 。

( むらかみ 削 て 近畿大学理工学苦叫 築 学科 助教J支

いなやま まちひろ 稲 ＱＮＱ Ｑ 長 ｉＡ 築設 計 Ｇ ｉｾ 務所代 表取締 役 /  



Topics・1

設計と施工の分担と協同のシステムづくりを!

黒

欠陥住宅問題の本質がどこにあるのかについては、潔日1和也弁殻

士をはじめとした先輩諸氏の優れた分析のrl寸て言 い尽くされてし、る 。

すなわち、欠陥住宅は、コミュティ内でつくられてきた住宅が商品

として生産される 中て生 み出されてきたものである こしそういう

状況の変化 に対応した、コミュニティ内の不文律に変わる新しいシ

ステムをつくる ことがなおさf りにされたまま、 fl :可品としての住宅が

膨大にっくり 出されてきた結果が、今 円の欠陥住宅問題の本質であ

るとの指摘である 。 その一端についてはすでに本誌 7 月号において、

住宅に対する融資の問題を 巾心に、平野悲司氏が述べられている。

ここ では、設計と施工にかかる 問題に限定して、述ぺてみたい。

行政、設計者、工事監理者は透明人間? !

下表 は、堺市で行った木造 Ｓ 附ｾての相談会ていの集計結果である 。

この相談会は、堺市が平成 8，9，10年度の 2年 6カ月 It¥1に事館E通 知

した木造 3階建て物件1000件余 りについて目視調査を行ったうち、

「問題あり J t 思われた約700件の所有者に対し行ったものである 。

相談会では持参された ｉ Ｚ ｜ｊ取り ｾ ｉ ( 平而匡! と 11乎ぺる代物ではない ! )  

を基に、壁孟を推定( すべての壁が壁倍率 5倍 t した; 場令と 2倍と

した場合の二通りで) し、構造違反の度令いを調査 した。 また、同

時に揺れなどの問題を 中 心に状況を聞き ｬｬｾ っ てい っ た 。

この表て1ま分か らないが、 90センチ阿の耐力壁が 1カ所だけの物

件があるなど、予想見Uニのひどさにびっくりしたものでやめる。また、

強風て、の揺れはもとより、階段の上り下り、タンスや冷蔵庫の聞け

閉めて、、も 揺れるなど日常生活てゆ嬬れを訴える人も多くお られた。

もう一度表を見てほし ｌ 、。相談会に来た多くの人が、 ｬｩｲｾ 認通知ミＡ＿

を見た こともなければ、 設計者 ( 建築士) に会ったこともないし、

建築物の安全性についての説明を受けたこともないい、う 事実であ

る。揺れるので心、配にな って売り 主 に話をしても、「木造は縮れる

ものJ ["揺れるので良いんです( 揺れないとかえ って危ない ?) J など

もっ ともらしく対応されて、 iit り々 |き下がっていた方も多かった。

購入者( 注文者) にと って、行政も合む専門家が見えない存在で

x x  ×  確認どおり その他

総 数 216 27 l  8  

風が' ;!I11. 、とき揺れる 193 20 
。

6  

日常 生前で採れる 95 3  
。 。

確認通知書を児たことがない 125 11 
。

i  

確認通知1
1
:を持っている 39 7  I  3  

設J 十字; に会ったことがある 25 13  
。 。

! &築物の '!J: 全やH，(I(j 規制について説明を受けた 36 11 
。

3  

x x  引 ｪｊ ￺ の必助に入 っ ている面 ｴｊｊＢ ，Ｇ での Ｇ［ ［Ｑ［さ均千すべて Ｕ Ｑ Ｚ［ ，としてら必ＧｬＧｯＡＢ ， ｴｬ 止不足となるらの ＨＵｈｾ

とは、必弘同務行令て完められた由lJJ";での11'lr:':j1:1保) で、七時:h] 逃反が別h なむの

×  由 Ｑ ＩｊｾＧＡＺの強さカずすべて Ｕ 伐のときは拠 ｊｴ し、すべて Ｒ Ｇ ｈｾ のときに不足となるむので、 村 地 ｩ 主

反の民いカザ' k るもの. ( i g; 泌どおリでむ、l - l ーの引き抜き防止の金J . ! . のあることカ市妙、められな

いむのはここに合めた

その他 ッーパイフォ一 一 ｲｈ ，なと｜今 ｬ ｩｩｬ のＮｬ出＿正対象外て・あ っ たことがｾ Ｂ， 談会で分か っ たもの

良日

あると いう事実が、これほどまでの杭造違反を生み1:1' ，した大きな要

因てやはないだろうか。建知' 師志は確かにおりているし、 設計者、工

事監理者も 書類の上には確かに手間: するのであるが，.

分断ではなく分担と協同こそ必要

相談会と並行し、本年 1 月より木造 3階建て物件の全件現場パ ト

ローノレを行い、 5 月からは 2 1階建ても含めて、木造を合む住宅の全

刊二パ トローノレを行ってし、る 。 その'1' で、必要波立の附示、筋交し、金

物の使用、 H D金物のイ却1 - J、壁のつりあいli i制呆を指導してきている 。

半年を経過し多くの現場で状況が絡段に良くなってきており、行政

が動くと これだけ状況が変わるのかという こt を実感した半年間で

あった。 しかし、これだけでは問題は解決しないし、消到者の、建

設業界や不動産業界に対する抜きがたい不信感が氷解するわけでは

ない。欠陥住宅を生み出さないシステムを現場か らっ くり上け、てい

くことが問われていると思う 。

現場に足を運ぶrl' て、買 がついた点を述べて、 |問題提起としたい。

( イ) 施工管理の充実一棟梁はいないー

建築は分業で成り立っているが、それを統指する根深州、なし、。

例えばH D金物の取り付けを行う場令、 事前に大工さん( 木工事を

する人い、う怠l床) 、基礎尾さん、 設備崖さん等が集ま って綿密な打

ち合わせや現場のチェ ック も必要と忠われるが、それが行われてい

なし、。 そこでH Dの位置がずれて無理やり 山けてあ ったり 、筋交い

が欠いてあ ったりといろんな ことが起 こる。

建築士がこの仕事を姐うのか疑問ではあるが、棟梁はいないとし、

う現実の中で対応しなければな らなL、。

( ロ) 現実の手順に合った施工可能な設計が必要

105の柱に、半害IJ (45) 筋交い、筋交い金物、 H D金物の t りつ

け、 これだけでも注意しない t かなり施工は賎しいにもヵ、ヵ、わらず、

真壁にせよとくるともうお手上げて、ある 。大工さんはせっせと筋交

いを欠きはじめる。 また、壁倍率を引制呆するために筋交いに加えて

石711・ボー ドを指示しであるが、現場では梁に全< t められていない

なE など。施工不可能な設計( 審査) や施工の;常 識 手)1聞と令わな

い設計があるし、 73匡l も伝わ っていな L、。

( ノ、) 二重基準( ダブルスタンダード) をやめる

施行令46粂 t 構造計算て官、要壁iiI が異なるいづ現実も改められ

なければならない。 2 階建ても 3 階建ても作り手は同じなのである 。

J ，: ) _ 仁を概話すれば、設計 (罰的立も合む) と胞工が分断されている

点に大きな 問題があると 忠われる 。分|析ではなく、分担と |動向こ そ

が必要であり、第三者監理の言問先づけなど、そのためのシステムづ

くりが急がれる 。 ( l 、し(-ろ いちろう桝ili 建築 )"jll 日発調務部監策謀)

建築と社会 ・' 999. ' 0 39 



Topi cs・2

竹を用いた集成材

吉 田 誠

竹は古くから衣食住に利用され、日本人の生活 ・文化にi楽〈溶け

込んできた。強さ、弾力性、寸法安定性、抗菌性等 とともに、竹の

一番じっ持質は成長性にあり、竹は l 年てや成長し、生後 2 - 3年て不IJ

用可能となる 。木材資源のように植オ材&30- 50年経なければ利用で

きないという こととよじすると、竹は平板状にする ことでいかに有効

な資源であるか一一。

これからの自f相R志向を基準とした住環境に、建築材として何と

か竹を応用展開できないものかを模索し、特に 地球上 の ｃ Ｐ Ｒｾ ￭ｉｊ減問

題を始め、オ〆ン層破壊の広がり 等自然環境の改善 という視野に立

ち、竹ーをまず住宅内装材として加工するこ t にした。

平板化への道

竹材の平板化には 4 種の方法がある 。

Ｈ Ｑ Ｉ 丸 竹 の円周部分を紺 Ｑ かく出Ａ日書 Ｑ Ｉ し、帯状の Ｊｬｬｬｬ ｾ ｬｬ｜ ｴ 反を横つなぎに接着

した平板

。→ F ; ¥日 出J + 回

(2畑中高板色外皮と内皮部分を縦方向に接着 して集日財反とする

(3)試行錯誤伝経て、 日本ブロア ー工業仰が開発実用化した特許の「丸

竹展開平板加工装置」より 1':1:' ，来た、横つなぎのない展開竹平板

γ シ; i m: J 2? 2ケ

丸竹展開平板製造機の特許製造工程

(4)各 種 集 酬 を 積 層 し た 積 層 集 蹴 空 宣言 または臣 ヨ

竹産業展開を目指して

lJt(:Iニ、市場に1M合している 主な商品にフロ ー リング( 床材) があ

る。 これは平板を積層して、 i溝加工を行い、寸法を揃えたものであ

る。このほか、 天井、I J ¥胆主用として厚みを 5 - 6  mm、l隔を 303mmくやら

いとした平板もあり、要望によって』即享、l隔寸法、告1υ 后材力、積層材

か、任意の板を長年蓄積された技術開発により提供て》るようにな

った。 この結果、竹用料の問題点とされた陪IJれ」ゃ 「コ スト高」

がー やこff J 平決され、 W J : ' 一肋同と同{ 日li格水準の製品の安定側、合に

目安がつき 、建築材料としての新分野が大きく開けてきた。

当社では竹平板を表面炭化 した炭化竹平板も製作しており、人体

に有害なJ ゲス吸収力や) J 見臭服着カを高めたものは、「シックハウス症

俗語平」ゃ 「化学物質過敏症」を引き起こすホノレムアノレデヒドを効率

よく |敗着するので、内装材として用途は広まるものと思われる 。

40 強築と社会 ・1999 . 10

竹板等製品

竹の平板化に ついては約20

年前くらいから全国で研究開発

され、製品化さ れていたが、製

品が高仰li であったため使用範囲

が限られており、普及 しなかっ

た。 そこに東南アジアより安価

な竹細工、竹工芸品が入荷 して、

わが国の竹産業そのものが疲弊

し、廃業者カ滑i出し、 早くも 10

年は経過するものと思われる 。

H乍今、竹平板カf認識され、建 大阪・高槻市内の住宅の廊下に用いる

築市場の話題に上り始めたのは、竹が強度的に木質より勝っている

ことや、抗菌性、清涼感や清浄感があり、その上、炭化乾留した竹

炭イヒJ反は空気j争イヒ作用や遠赤外線i放出dこより身体の芯から良い作用

を与えるなどの特長があるからである 。

こうして、フローリングの床材の生産 と胞工実績を重ねる ごとに、

内装材としてその良さカf認識されるようにな ってきた。

今後の市場展開

わが国の特産物である成長の極めて早い無尽蔵の竹資源、低利用

資源てあった竹の有効活用と拡大を通じて地域産業の振興や雇用促

進につなげ、 地域の活性化営促すとともに、中小企業の生産活動に

対する新たな経済活出盛継の育成をはかりか、。

竹をチッフ。化し てホード状にし たり、臨l巴を作り有機非加告 ・無農

薬野菜に貢献したり、今後も技術開発をたゆまなく行い、炭化セ ラ

ミック化したヒ ーターの開発や電r . ifi .皮l吸収材としての応用技術を駆

使した新商品を市場にイ射: 合したいと思って いる 。

( よしだ せいじ 1' 1本ブロ アー工業株式会社代表取締役相長)



Topi 仁s・3

格子を用いた耐震要素

田 原

木造建築における架中間 ｉ ｾ 態は、歴史的に見ても多様ｼ主に 富むが 、

恥股杭造要素と しての形態に着目 した場合、西洋の考え方カ主導入さ

れた明治以後に飛躍的に向上したと思われる 。

5年前の 11波中J! I ・淡路大E毛足」において、古い伝統的木造住宅の

多くが倒壊または大破などの被害を受けた。 このような被害の多く

は、地震に対しての抵抗要素の脆弱性、蟻害、そして腐初等による

構造躯体の劣化の筏合作用によるもので、あった。震災以後の耐震補

強としては、前互の新技術とも 言 える面材や金属、および鉄筋コン

クリ ー 卜による補強が行われている 。 そのような市: 陪阜市強は、往々

にして、伝統(:1ゆド造建築の意匠| 生や文イヒ|企を損なう こt もあり、な

かなか普及していないのが実態である 。

そこで、今回の伝統的木造住宅の師、慢訪1 i 強に対し、面絡子て二耐

震性をV' (ri 保することそ提案したのである。

商格子は元来、日本の伝統的木造建築において、その多くは建具

として取り入れられているものであった。 この商格子を、日本で初

めて、 耐力要素として取り入れたものである( 写真) 。阪村大震災以

前の、 学: 者や建築家及び荷造技争l'諸ーなど は、両首霊J正抗要素として、

ほとんど告併見していた感があるが、なぜこの日本の伝統要素の中に

優れた耐震要素が治んて引いた ことに気付カ、なかったのかー ー。

3. 5 m狭小間口3 階建住宅の使用例

構造よりの提案による。どうしても有

効採光上 2 室共通とするので、前面

に関口が大きく必要となる。そこで、

耐力壁と採光を持つ面格子を使用。

賢

面格子の構造特性

次に、この国格子の耐震性能のJ鰐正を、平成 8年度近存i 1d; . 学 村上

研究室で行った。その実験データを図 1 に示す。 また、副験f本図 を

図 2 に示す。

実験てやは、こ のように耐力と粘りを示 し、面格子を破壊するには

至らなカ、ったので、最大耐力がいくらなのか検証できなカヨったが、

データでも示す通り約1/ 12rad. 1時で、約2. l t であり、それιU二は

加力不可能となり、計測不能とな った。理言命音|針. 値てやは、壁倍率に

換算して 4. 73倍/ mとなり、半割筋かいのタス キ以上で、構造用合

4周吋力壁とほぼ同等であ った。

なお、この構造実験は、( 財) 円本住宅・オ寸4技術センタ ー「木質

材料刺用技術耐震性向上事業j の一環として行われたものであり、

而格子の接合部における理言命fqi(，;tfi .等においては、 稲山正弘121士の「木

材のめりこみ理論」より算出し、 理論値と実験値とがほぼ一致して

いることを碓官忍した。

これからの木構造の可能性

周知のことだが、基斡去は性能規定に移行している 。今 までの仕

2 0 0 0  

1000 

C

国

V

A

)

O  

R  

塩

之

:TJ . 1000  

rn 

2 0 0 0  

(1) 既蒋柱梁骨組みに幅半聞の面格子 ( 45X4 5 m角、米松、

節点数70i的を既存柱に沿わせて組み付け、その反対側に方

立て柱を新設した。方立て柱は面格子に作用する浮き上がり

を防止するために、 M16O) ボルトとホールダウン金物を用い

て基礎と梁を緊結した。なお、床下の束に相当する部分では、

徳造問合板を釘 N5C繍 @l OOm哨 @5 0 mmで貼ることにより、

面格子のせん断力力淫礎に伝わるようにした。

加力は柱頭部を: ! : 1/ 240rad.  :!: 1/ 120rad 土1/ 85rad. :!: 1/ 

60rad .  :!: 1/ 42 .  5rad .  :!: 1/ 30rad 士1/ 22 .5rad. : ! :  1/ 15rad 

までを各 l 回ずつ繰り返し加力を行った。

(2) 破域経過 ＱＯ ＱＲＰｲ｡､ 時の荷重は正侭ｾで ＷＳＵｫｧ ｦＮ、負側で

875kgf であり、その時点、では目視による磁型車はほとんど溺察

されなかった。耐力は変形の増大とともに増加し、1 / 30rad

の加力で面格子の取り付く柱に柱胸部の接合部断面欠損部分

から白け写| つ張りにより割裂力注じた。その後の1 / 15rad に

おいても、その耐力は変形の増加に伴L 、増え続けていた方て

@  実験を終了した。面格子の接合部はすべての節点でほぼ均等

にめり込みカ注じてL、た。また、実験終了時まで接合部の折

損は認められなかった。初期の岡1)性はtt車交的小さ L 、が、柱頭

③ 柱胸1を梁や基礎に緊結し、面格子の浮き上がりを防止するこ

とにより、l / 15rad の大変形では2000kgf 程度の耐力力海保

された。

(3) 各部の荷重と変形曲線を上図に、各変位節目止帯、を下図に

⑩ II@  示す。

0.0 6  .0.04  .0 . 02 0. 00 0. 02 0. 04 0. 06 0. 08 

層間変形角 ( rad.)

菌格子補強試験最終破壊まて'の測定結果

E  

盈

面格子補強試験計測位置

0 は含水率

図 1 面格子補強試験体実験結果
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μ1  

桁 l 05X180( 米松)

枠45X105 ( 米松)

131  132 

ステンレスビス

e  =75@131. 5  

ダブル配置

ｾ＠

同

骨

i&物全体をJ 11嚇し、

適材適PfrO) ディテ

ーノレを考えた上で

I(ij 十作子をf史Jl Iしな

(l 11. 1!.、危険な破

I曹を&1;1:' す結果 と

なりカ・ねない. こ

のような閃や守兵

を見て安易にまね

めり込みで、構面実験

ねlまるのが一一一加力により、大きく変形しているのがわ

わかる かる。尋1/ 15rad.時。しかし、どこも大きな破

接合部の変形 壌は発生していない。

ｾ＠ ることは、 41' 常に

鉄骨架台へ緊結 危険である。

図 2 試験体図

階段の両サイドの壁を面格子として、その格子問

に段板を入れた。構造設計よりのアイディア。手

スリがいらないので、有効幅が広がる。

水平構函の補強による面格子の使用例

構造デザインによるアイディア。下屋にある

耐力壁に大屋根よりの水平力を伝えるため。

様規定に のっ とりさえすれば“ 自由な空間をtll 随 て3 る" こ とが木

造の魅力てあ った。 これに対する規制強化との見方から、不安や不

if，i:] ヵf 先行する即日lが見られる 。 しかし、村11;: 造 の 本 質 的11 る投手f>f者

にと っ ては、性能さえ示せば、仕織にとらわれない、自由な空間の

実現が可能なのである 。

性 fiE規定における設計体系も{ 11 mされつつ あるが、 l慶l床な設計は、

42 

非常時の危険、平常時の不安 t 隣り合わせてやあることを忘れてはな

らない。

木構造技術者は、今までの研 究成果を基に木構造の可能性をや1
1長

させ、 一方で、建築家は、これらの投手1<諸 ーを活用することが、木造文

化の発展につながると 考 えるべきである 。

(t : はら まきる IJI JJ ii 主I! 築設計事務所J ，' $)



京の大工棟梁と七人の職人衆
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家に床下は必要か
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数寄屋大工の中村外二棟梁を中心

に京都で家造り、庭造りに生きる

左官 、銭師、表具師、畳師、簾師、

石工、庭飾が自らの仕事を語 る。

「床が上がっているのが常識J に

あえて挑戦し、現代住宅を断面、

ことに床の高さから考察。閉鎖的

な住宅になりつつある点からも現

代の「高床式住宅j を見直してい

く。

地域共生型集合住宅の計画から実

現までの過程を京都を例に発信し 、

成熟社会における地域やコミュニ

ティに娘ざした集合住宅のあり方

を提案。

適正消費、極少廃棄、リサイクル

等を 目指す社会を構築するための

具体的施策を提示し 、関西圏の特

色を活力、した新しい循環型社会づ

くりのモデル提案。
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一設計上の盲点と解決策一
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木造住宅監理の話

山田 修 箸

路面電車とまちづくり

RACDA(路面電車と都市の未来を考える会) 編著
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1999.5. 25干1]

A5変形湘IJ 256頁 本体1000円
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同‘・.

広い分野をタ ゲ ッ 卜に捉えた教

養豊かな文章 と、心温 まるス ケッ

チ、酒落た装丁と 3 人の共同作業

でつくられた爽やかな一冊。建築

設計に携わる人だけでなく、幅広

いジャンルの方々にぜひ触れてほ

しい内容である 。

強鏡と社会 ・1999. 1 0

火災安全計画の基本書。常に建築

の全体像を把握して設計を進めて

いく建築デザイナーのための火災

安全計画を解説。用語集付。

設計者の意図を理解し、個性豊か

な職人と渡りあいながら建築主の

技術的責任者として 、高品質の住

宅を完成させる現場監理のコツを

工程と実例写真で・追いながら 、や

さしく説く 。

自動車交通の行き詰 まり、環境問

題の深刻化など都市の抱える問題

解決の切り札として路面電車が注

目されている 。本書では路面電車

と都市の未来を見とおしながら問

題点、またその解決策を探 ってい

く。



東京都の重要文化財特別型特定街区制度

一 東 京 ・ 日 本 橋 の 三 井 本 館 街 区 一

奥植智彦

三井不動産附室町計画j佳進室主任
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今回の 改正は、者 Ｑ ＱＭ 心部にお ける 「保 存と Ｑ ｾ ｦＮ ｊ 発の両立 ｊ に向けて流れ

を変える、匝I!VJ 的なものであると考える 。

-日本橋室町二丁目特定街区

・位置

東京都中央区日本橋室町二

丁目 l 醤 l 号他

・敷地面積

約14，375m'

・建築面積

三井本舘(既存) 約4，740m'

三井二号館( 既存)

約2，370m'

(仮称)室町三井新館( 新設)

約5，500m'

約 12 ，61Om'

A  

ロロ

・延床面積

三井本館( 既存)

約32 ，340m'  

三井二号館 (既存)

約2S ，3S0m'

( 仮称) 室町三井新館( 新設)

約 129 ，9S0m'

合計 約190 ，700m'

・最高高さ 約 194m

・主要用途 事務所 ・庖 舗等

・駐車台数 約370台( 街区全体)

・予定工期

平成12年 10月~平成19年 12月

l日本橋室町二丁目特定街区

本計画仙のある日本橋室IIIT地区は、江戸時代より、金座( 現庄の

日本銀行所在地) を中心 とした金制!と、越後屋( 明直の三越本庖)

などの商業の街として発展してきた。 このような歴史から、街区周

辺には、三井本館。昭和14 年竣工、重要文化財) のほか、日本銀行

本庄本館( 明治29年峻工、重要刻印オ) 、三越本底伏正3年竣工、

周辺の

歴史的建築物等

I歴史的建造物の保存施策

明d在、 {ilu値ある歴史的建造物を保存 ・活用する ことの意義につい

ては、社会的認知力塙まってきている。一方、その多くが換されて

いる現状を見るに、歴史的建造物所有者の負担は依然膨大てあり、

必ずしもその保存施策は十分なガ渉終を発揮できて こなかったのも事

実てあろう。壊される 理由は主と して、歴史的建造物制jl(，体してし

まった方が、新たに建てられる建物百時貨が多くなる ことや、保存 ・

斜備コスト負担がなくなることなどの経済的理由によるもので、 こ

の結果、近年日本各地て習志史判断性豊かな者11市景観が急速に失われ

つつあ り、都市計画 ・文化の両国から大昔な問題となっている。

都心 5 区の近代化遺産の消失率一53% 一

1980$[ i  

明治 ・大正 ・昭和戦前の股火的処築物 I 1，016煉

中央区の近代化遺産の消失率一75% 一

1980$1' 

明治 ・大正 ・l昭和l戦前の怪山内建築物 264棟

i注) l . 都心 51区は、千代111区、 '1'央区、台東区、新'((i 区、港区。

2.  1限史的建築物は 11. 1本近代! tJ l 築総覧J ( 11 本立l ! 築' 予会) による。

3  中 央区 の ｂＧ￭ 失率に つ いては、当社の ｾＹ｜ 1'1調査によるものであり、現存状況が確認

不能なものは消失t みなしてt 喝。

東京都の大正・昭和初期の著名建築物一覧

法

令

コ

ー

ナ

ー

計画地地図

ili 築物名 竣 工 延床而f ! ' ( ( l ' l') 現 況

ｾｴＩ［ｾ 草ＱＧＨ 大l E 3 年 7，242 現存

三越呉nfW; - J t11 大1E 3 年 4，091 現存[ 抵ihF史的

ＱＱＱＪＩｪ｜￬ｬｾ 上ビノレ 大正 7 年 5，360 取り壊し

n本T . 業倶楽部 大正 9 $f- 2，126 現存( 笠鉢文化財)

111第一生命館 大正10年 3，278 取り担軽し

111点}i¥会飴 大正11年 3，121 取り撲し

九/1人lピノレテV ング 大正11年 18. 287 取り嘆し

I nn本石油有楽館 大正11年 4，667 取り壊し

111 1-1 木郵船ピル 大正12$1ニ 7，904 取り壊し

111 11本興業銀行 大i1o12年 4，171 取り壊し

111横浜正金銀行 IIT{ 剥12 $jo 4，157 取り撲し

ニj 下水tli: :・ JI?{ 羽14. {f 9，589 現存( 重要文化財)

Ifl tii ー銀行本版 II P.羽15 $j 三 5，026 取り域し

明治生命釘1 H円平119.{ F- 9，584 :IJ，!イ7-(京芸j文化財)

耳3一生命キ11万: ピノレ /l H平1113.{j 三 14 ，082 部分保干子

ｉ ｲｊ ＪＩ［ｪｾ 放送会館 /ll{剥113$f'. 16，715 取りI哀し

これ らの状況の中て京京都においては平成11年 4 月、「特定街区迩

用基準の改正」により、歴史的建造物の保存を者|町市十1直前政から支

援するという iill l削的な取り組みがなされ、本改正により新たにか民生

された「重要文イ ヒ ｮ 才特 Ｕ［ｉ ｊ 型ｾ守定街 ｉｋｊ によって、「東京事 ｼ計 官 ＱＱ ＡＡｉ Ｑ 日 本

橋室IIIT二丁目特定街区」が平成11年 8 YJ  t:f; fI T昨 |匝欣定された。

中

央

通

り

下

駿河町通D

l重要文化財特別型特定街区制度

本lll l肢は、歴史的立l ! 築物を活かした1:fTづくりの促進を目的として

お ｬ 殿された制度で、特定街区の ｦ お択の筈Ｑ｝ｴ￭Ｂ Ｑ ｾ 持 ｩ 拘 Ｑ ｝Ｑ 支に力ｦ｝えて、保存

する重要文化財建築物の床而有i相当分も別地終結として加算すると

したものである。( 寄IJ地容積の上限は 500%)

今回の東京都の靭 ｮｬｩ ｬｊ 度削設は、者 ｉｬｲ ｬ ￮ 計画行政のｻｊ｛ｬ ｊ｀ から、ｾ史 的

建築物の保存を誘導し、歴史や個性蛍かな者11市景観の形成を図るも

のい、える。歴史的建築物の保存 ・活J f J純策I ; J : . 、文化行政、者111'陪|一

回 ・建築行政而から、今後もきめ細やかな主主的は必要て自はあるが、

建築と社会 ・1999.1044 
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東京都選定歴史的建造物) 、日本橋 (1明治44年竣工、重要文化n材旨定

予定) 、近三 ピノレ( 昭和 6年竣工、東京都遼定歴史的建造物) などの

歴史的建造物カ理問字、期 Ｑｾ している 。

その反面、街の再開発が遅れており、経済的な地盤沈下や企業の

流出、街の賑わいが失われつつあることに、地元の危機意識も高ま

ってきており、 これ らを背対に木計画は立案されて し、る 。

木言|岡は、来京都力主主Irたに創設した「重姿文イヒJW#I; 5} 1)型特定街区

tlJ l)度」の初めての指定を受け、従来の持定街区の] l iiJ WI容積に加え、

重要文 化 財建築物三 井本館の床面私 ｾＪｅ ｉ 当分配Ａｦ ｬ 間容積として活用す

ることにより、当該街l廷において、重要文化財「三井木飢J の保存

と、最先端の超高層ヒツレ iC仮称) 室1111三 労=新館J (J U 41階建て、

高さ 194m) の建設を同|時に実現するもので、木言| 画! ; J : 、者11市部再開

発における「保存と開発の両立J の実現に先臓をつける事業といえ

- 重要文化財三井本館の保存

本再開発計画の第 一 の ｾ ｾ与 ｭ は、街区内にち日字し、重要文化財に指

定されている 三井本館の保存ーであり、またこれらの12重な歴史的建

築物日司和した開発を目指し、保存と ｉｊ ｦＮＩ発の両立を図るこ ｴ が Ｇ ｾ ｗ 週

t 考えている 。

またその活用については、文化庁の「重要文化財Ｈｾ造物Ｉ保存

活用計画策定指針 J (こ従って、 |刻係諸官庁、特粧品路、所有者( 当

社) により 構成する委員会において、公訴"1生、公IJトl性の村!l進を図る

ための具体的活用計画を検討する予定である 。

・金融と商業の街としての再活性化の促進

第 二 の謝邸主、本計画が、周辺地域の附地ｾＩの昭作加速させ、

再活性化の契機a となる先導的な役割lを果たすことてある 。

そのためには、新建物は、金融ヒV グパン後の東京金融市場の成

長をパックアッフ。で、きるような性能を持った業務施設機能し地域

に新たな魅力を付加することのできる文化商業施設機能とを ｩｾｪ せ持

ち、また、地域の再i舌性化を象徴するようなシンボリックなデザイ

ンの建物にする 必要があると考えている 。

る。

l本計画の課題と目的

(  f反称) 室IUT三井新館完成予怨、図

l最後に

日本の者11市部、 とりわけ東京の都L哨1Iにおける再開発は これまで

スクラップアンドピノレドがほとんどであった。 しかしながら、良質

なス トックがある 場合は、それを次世代に残 しなが ら、来Irたな時代

にふさわしい更新も進めることが、者11心部再開発を考えるうえで、

本来的 に重要なテ ーマてあろう 。

東京の中でも特に歴史と品俗の残る日本紙地区において、 このtl，l)

度による事業が始動することは、東京事11にと っては為市l肢がその主

旨に沿って活月Ａされるという ｊｾｾ ｉ 床で、また ｉｏ ｉ Ｚ ｉ ＺＡＩ と区にとっては、地域

のまちづくり方針が実現に向けて歩み出すい、う立l床で、さ らに事

業者にとっては、社会 !:. :H迭しうる新たな者11- 心吉岡開発のあり方守

示す ことがで きるという JJ :I 床で、大変72詣来いことであり、本tlll 肢

が広〈活用されるこ t で東京の歴史的景観が保存され、さらに魅力

ある都市になっていく ことを? 期待したい。

三井本館外観

45 

( おくう λ ともひこ)三井本館ロビー
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今回、建設省からの規制乍成依頼により規キ剖ヒされたエコ電線 ・

ケーブルは、焼却処瑚侍のダイオキシン発生や埋設処瑚! 寺の鉛のi答

出が懸念されるポリ塩化ピニノレ (PVC) を使用せず、塩;tf 等のハ ロ

ゲンを 一 切合まない ｩ 肘険性ポリエチレン ￬ｾｾ 物を用い、廃棄去しサ Ｑ 時

の環境を配慮し、また、 リサイクノレをしやすくした電線 ・ケーブル

て。ある 。

建設省がエコ電線 ・ケーフツレの採用を推奨している「グリーン庁

舎言h直u は、文部省、地方自治体な E幅広い分野て。適用されており、

今後は、一南町仕業でも環境保全を考慮する ことを前提とした企業f舌

動が望まれ、エコ危線 ・ケーフツレの採用が増加するものと考えられ

る。

電線 ・ ケーフツレの大半が ｾｦｦ 棄処分されている境状では、今回 ｼ 井 ｬ 発

されたエコＧ［ｲ［Ｚｾ謀 ・ ケ ー フツレが使用されることによ って、環境負荷 低

減に少なからず貢献て3 るものと思われる 。

設

備

の

頁

l工コケーブル開発の経緯

ここ数年、わが国てな地球環境保全に対する 多種多様な取り組み

が官庁指導のもと、また、 ｉ ｾ ｉ 主 団体などにより行われている 。

特に、建設大臣官房官IT ' ，営繕昔日では地球間暖化|坊止などを目的に

「地球にやさしい官庁施設をめざして段境面白む型官庁施設 Gj j 1称、.

グリーン庁舎) 計酎旨針 J ｾｾｬ 定し、関係省庁に通知し、政府 ｼ 品 ｬ 係

機|刻、地方公共団体などにも広〈公表した。 これは建築物の計画、

設計、施工及び連用後の向何本までを 一 環した ｾｴ 境 ｦ 毛布ＡｊＡＺ位置づけ、

建築分野てゆ環境負荷低減を多方面から低減する活重IIであり、その

基本理念を、

①周辺環境への回目昔、

②運用段階の省エネ ・省資源

③長寿命

④エコマテリ アノレの使用

⑤ 適正イ刻 Ｑｾ ・ 適正処理

としている 。

この環境保全市動のひとつとして、上記のエコマテリアノレの使用

拡大を目的に、平成10年 3 丹、建設大臣官房官庁営骨髄Hは( 社) 日本

屯線工業会に、氾線 ・ケーフツレの種類をQ) 4J端所ヒツレに一般使用さ

れるもの、笹酒E屯悠等の機r . 号内にイ史用されるものを対象に、焼却処

分1崎タ守イオキシンやハロゲン等の有害方、スや埋設処制時鉛等の有害

物質も発生せず、その被夜材料のリサイクノレ性を高める t ともに、

統一 された名称 ・記号でユーザーにわかりやすく、イ史いやすい「環

境を面白色した屯線の規字削. 1 = 成J を要諒した。

この要請を受けて平成10年10月、( 社) 日本屯緋に工業会ては既存の

ｼ 矧系法 ｪ ［ｴｾ ・ 規絡を遵守するとともに、必要な材料の部分見直しを行

いながら、 PVC を一切イamしない「エコケーブル ( EMケーフ、ノレ)J

t見絡を制定した。

ケーブル製造業者はこのような流れの中、すでに|1日発済みである

高知倣tノンハログ、ンケーフツレの技術を駆使し、短期間にエコケーブ

ノレを開発し、要請にいち早〈対応した。

また、品丘では、情報 ・ 通信 ｼ 品 ｬ 係の各極ｾＶＺ線 ・ ケ ー フツレや光ファ

イパケーブルについても同様の要請があり、( 社) 日本屯湖江業会に

て悲u制ヒ作業が進められている 。

46  建築と社会 ・1999. 10

工コケーブルの開発

小池直人

三菱電線工業絹縄力・電線事業部電力技術活日電線システム課

l工コケープ] レの概要

現 在 、 →l舶に用いられている電矧噸開の低圧屯力ケープノレC

V、1Il ljf iEpケ- フツレ C V V、ijj1イ言ケーフツレ CPEV や量産内目改泉用 I V、

HI V  (こ I. t . *-0j . 剥本やシース材料として PVCが使用されている 。この

PVCは良好な加工性や経済性に加えて、上凶l交的!MI i J : 明性が高いい、

うt防長から多方面に多用されている 。

屯線 ・ケーフツレが廃棄処分された場合、導体に使用されるま| 司、ア

ルミは、 w. noo%回収リサイクノレされているのに対し、被援材料に

イa用されている PVCやポリエチレンの回収リサイクノレは約19-20

% にとどまっており、大半は焼却あるいは埋設処分されているのが

捌犬である 。 (tl J r. l J 縦、合t:lijlf. f t ンターの需暗lこよる)

PVC を焼却処分した場合には、焼却|侍のiR度粂件によってはダ

イオキシン類やハロゲン化水素ガスなどが発生するため、燃焼"1:1に

人体に悪 Ｉ［Ｈ長 年ｾｾｾ及ぼすほか、酸 性雨の原因にな った り、火災ｼ侍の避

難、消火活動の妨げになり、周辺機部を腐食する場合がある 。また、

当! ! ? ぷ処分の場合には、 PVCの配合斎11として使用されている鉛系化合

物が土 1:1' 1に溶出し たりして、人体及び周辺攻防l に1; (長年年することも懸

念されてし、る。

そこで、上記の問題点の解決策ーとして、' ; I . i : 線 ・ケーフツレ廃材の適

正処理、リサイクノレを: t ( t l ! 主する ことを緊急、訪Bffi として、 PVCの代替

被被材料への早期1転換が要求された。

PVCの代替被夜材料には、 198()ipfてか ら|封l発された雨期倣t ノン

ハロゲンケーフツレの製造技術を応、用することにより、| 非l発されたポ

リオレフインを主材料として刻倣情IJ として金属水酸化物 (7ド酸化マ

クヌ、シウム等) を配合した、ポリエチレン系の材料である問、聞社主

ポリエチレン混合物J が採用された。

なお、エコケーフツレｼ非Ａ発 ＱＱ 寺に問 Ｑｭ になった点は、易燃付 ｾ ｅ であるポ

リエチレンを、て3 るだけ経済性を考応、し! J ! (1醐tl 生を満足させること

であった。

新規「骨限会性ポリエチレン混合物」は、市期防tノンハロゲンケー

フツレの応用により達成されたが、市! J ! ( 倣tヶーフツレのようにi : ' : i{ iUi な日(r，

燃剤を多量に斤! いずに、 t刷、| 浪の主( f ; 燃剤配合を設定することによっ

て、従来の電線 ・ケーブルと同様の主糊性能訓' ( I f 保することを可能

としている 。

・エコケーフツレの特長

. PVC をイ史j育しないため、焼却処分してもダイオキシンなどの有

害物質を発生しない。

・埋設処分しても、鉛の流出の恐れがない。

Ｍ 統 一 的な記 号表示により、和 ｾ ｉｊ 及び分別がしやすい 。

. 火災11寺にハロゲンカ、、スなどの有害万、スが発生しない。

- 統一的な名称 ・記号により、設計 ・施工l時に利用しやすい。



表 1 E M電線・ケーブルの記号・名称、

設備の頁

ｅｍ［ ｬＡｊｾ＠ . ケープJ レ 従米の HJ:斜( . ケーブル

I比骨H昨号 記号 'Ii{司、 JC
1

'7 
私利;

J CS 第416''-' ー
E M- [ E  600V l V  600V 

耐燃性ポリエチレン絶紋沿線 ピニ l レ絶紋I立総

J CS 第417号 E Mー l C 600V 

副首里性然続ポリエチレン絶紋1立総

J CS 第418号 600V 600V ポリエチレン絶紋 600V 600V 

E M- E E  面，1燃性ポリエチレンシースケーブル V V  ビニJ レ絶縁ビニ/ レシースすープJ レ

600V 600V 匁紙ポリエチレン絶紋 600V 600V匁焔ホリエチレン絶紋

E M- C E  面「燃性ポリエチレンシースケーブル C V  ビニ/ レシースケーブル

600V 600V ポリエチレン車色紙 600V ＶＰＰｖ ピニ ｊ レ ｴ 色 ｾ，Ｚｩ＼

E M- E E F  由I燃セEポリエチレンシースケーブル ー!とj拶 V V F  ピニノレシースケーブル τ ｉ ｚ ｊｦｾ＠

600V 600V 製紙ポリエチレンt色紙

E M- CE F  両日燃性ポリエチレンシースケーブル ‘ ｉ ｬＮ Ｉｲｾ＠

J CS 第419号 E M- C E E  HJIJ 詐IlfIJ ポリエチレン車色tま C V V  制笹II 川ビニノレ草色紗

画I燃性ポリエチレンシースケーブル ビニJ レシースケーブノレ

E M一CCE 時IJ 街IJTJ 架，ｦｻｾポリエチレン車色紙 CCV  制事11川 公 ｴ Ｎｦｾポリエチレン絶縁

面f燃性ポリエチレンシースケーブル ピニルシースケーブル

J CS 第396"寸A E M- A E  n報斤j ポリエチレン絶紋 A E  特有l川ホリエチレン絶紋

( 屋内外使JTJ) 耐燃性ポリエチレンシースケーブル (1'; I"J 外f!l.! HJ) ビニルシースケーブル

E M- A E  容報川 ポリエチレン絶紋 A E  n判i川ポリエチレン絶紘

オクナイ( 度内fil! JTJ) 耐燃性ポリエチレンシースケーブJ レ オクナイ( 屋内 f!l.! JI J) ビニ/ レシースケーブノレ

設

備

の

頁
注) ｟ｉＧＮ記の ｉ 立 ｪＧｾ Ｎ ケーフ γ レに力 ｊｉ え、ｲＡ ￯ 戸、 ｊｍ ［ｦＭ リエチレンt色紋ビニノレシースケーフツレ、テレビジョン受千iJIJI 日J'lhケーブル、，:':iJMi 皮j，iJ制hケー7" レなどのi凶{ ，¥ケーフフレ分担fのm物化も

j並んでーいる。

エコケーブル u制 Eケープツレとの椛造比較した例を図 1 に、エコケ

ーフツレにイ史用される代表的記号を表 1 に示す。

iエコケープ] レの建築物設計への配慮、

エコケーフツレは、市街剥本やシースに月Iいられる P V C をポリエチ

レンまたは冊燃性ポリ エチレンに変更したもので¥タト径、寸法ミ、質

量等I;t. 従来のi.f!.ffl ケーブル t はI l " 同等であり、施工JI寺のIUIげ半径も

変わらない。し Ｑｾ がって、商峨設言十、処工 ｉ ［ｴＮ 倒モケーブルとＡ日 ｬ 等に

扱うことができ、特別な面白邑を払う必要はない。

P V  ｃＪ 色縁の電線 ・ ケ ー ブルではピニノレのＧ， ｾ［ｉ 時許容 ￬ｊｾＧｊ 立が ＶＰＮｃ で

あるのに対し、エ コ ケ ー フツレ ｉ ［ｴＮＪｦｾＪ［＿，榊王 ｬ ニポリエチレンもしくは製紙

ポリエチレンを用いる こ とにより許谷II' .. U _ 交がそれぞれ7SC もしく

は90.C に上がる。したがって、許符屯流はおよそ 1サイスサ大きく

なり、制牛によってはサイズダウンが可能になる。

ポリエチレンや高要i槻 iノンハロゲンポリオレフィン系材料は、

P V C に比べ、紫外線に弱〈、直射日光や紫外線のもとて‘ は紫外線劣

イヒヵｾＩｾられた。その解決策として、ー背史的にポリオレフィン系材料

の ｬ 刷 ｉｾ 性向上にはカ ーボ ンを配令させＡ日色にした材料カ可変ｊｔｬされて

おり、エコケーフツレ月 j に採川されたポリオレフィン系材料もカーボ‘

ンを配令する ことに より、シース色IU!:'. 色を標準としてし、る。

しかし、ー告日のメーカーでは届;MI .夫性向上のための添加剤を加える

などして|耐|長性に優れた有色化( ケーブルシースを色づけて与るこ

とＩを達成して、布色系ケーフツレの Ｑ［ ｴＱｾｾ も可能としている。

lまとめ

今 1111、新規に刷物 ・IJ トl発 され話題になっているエ コ屯線 ・ケーブ

ノレについて、そのIJFJ 9臼wnkび慨時について説明した。

今後、エ コ屯線 ・ケーフツレがl幅広い分野で使用されるこ t によっ

て、; 環境負荷f邸成に少なからず文献できるものと思われる。

( こいけなおと)

47 
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l使用が禁止される単位

平成11年 10月 1 日から、使用力喋止される単位があります。

「重 さj や 「カJ の大きさを表すkg ( キログラム) 、 t  ( トン) です。

単位い、えば数年前、「この台風の中心気圧は970mb ( ミリバー

ノレ) てペ ー」 という単位が i " ' 970hPa ( ヘクトノ f スカノレ)J へと変わ

りました。「あの飛行械の騒音は65ホンだ」ぃ、う単位も i 65dB (デ

シベノレ)J に変わっています。

日本て" は青| 註法いづ法律によ ってイ史用する単位が決められてい

ます。 1993年の法改正で、 SI単位( 国|僚がJ な統一単位) の使用が義

務づけられました。非 SI単位については期限付ーきてい、使用が禁止

されたのです。 その循予期限が間近にせまった最近になって、ょう

やくわれわれ建築業界はあたふた t しはじめています。

はじめに書いたようなミリノ f ーノレからヘクトノ f スカノレへの移行は、

呼称、が変わるだけで実際の数値は変わ りません。 しかし、「重さ」ゃ

「カ」の単位は、 1  kgが9. 80665N (ニュートン) 、 1 t が9. 80665

k N  ( キロ ニュー トン) になるので‘ す。
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計量j去による猶予期限

l建築構造設計者の苦悩

私たち構造設計者l正常に「力 j を相手にしているのですが、正直

なところ、あまり危機感がありませんでした。単位が変わるい、つ

でも所詮紙而上の話にすぎず、設計する“ もの" は全く変わ らな い

のだから、 ｾ￐ 長の単位て計算しておいて答えだけ ｓ ｉ 単位を Jf lいれ

ばいい一. ! : 安易に構えていました。 ところが建設省の指導てやは、設

音|図書( 青「算書も含む) のすべての内容を SI化せよとのことです。

それなら Lf...!: Ji結果物を作ろうとするのですが、すぐに行き詰ま

ってしまいます。 例 λ! ; ，j : " 、ある鉄骨の強度は建築基え毎去施行令て"2 .4

t  /cm' !: 定められています。事務所の床の積載荷重は 300kg/ げて、す。

法律上の数値にj勝手に 9. 80665を掛けたらいし、のでしょうか。いや、

積載荷重300kg い、う数字に 9. 80665 という厳密な係数を掛けるの

はどうもナンセンスです。ては約9. 8にしょうか、 L、や近々施行令も

改正されて 10を掛けた数字になるのかも .. ! : 全く無意味な ことで

まず頭を悩ませてしまうのです。

. コンビュータフ。ロク'ラムの修正の話

当然、青|苦手プログラムの修正も必要です。入力も計算も出力もす

べて SI単位にするのが単純なのですが、計j万三にの中には従来単位

に基づいて定義されていて修正しないと使えないものが多くありま

す。一方、建築学会な E の対応、l立遅れており、関係溢焼却噺はほと

48  建築と社会 ・1999. 10

81 単位のはなし

清水香里

附安井建築設計事務所情造部

んど SI化されていません。結局、出力部分だけを修正してあたかも

SI単位で計算したかのように見せるのが応急j 様なのですが、それ

だけでも莫大なH寺聞と入手が必要です。

修正したアウトプットを見て設計するようになると、ここの応力

は489・ 17 いや10て削って約50 t .  mだなと思考するでし ょう。結果

を見て日可か変だなJ ! : 入力ミスや

プログラムのパ「ク寸などを発見できる

のは設計者の肋だけです。はたして

肋はil ! i J くでし ょうか。 構造設計者 に

とって「カj の単位が変わる( 実|僚

の数も直も変わってしまう) ことは、

致命傷になりかねません。

I  81 単位豆知識

- ちょっとややこしい話ー質量 と重さー

SI単位の定設では、「質孟j を表す単位は従来どおり旬、 t です。

「重さ J i カJ を表す; 場合だけN 、k Nになります。ですから計算審

に「 この室の有日夜荷重は 3 ｫｎ Ｏ ｭ Ｇｊ と記述しても、 「こ の室の ｦｩｾｪ 版 物

の質量は300kg/ m'J U 己述しでも、 SI 単位として間違いて' はありま

せん。今までは「質f 斗= i力」て1可も問題ありませんでした。今後

は言葉も選んで、使い分けなけれ! . f いけません。

. 1 つだけ覚えて下さい i 1  kN は体重 100kg !J

SI 単位 I Hにかく 10倍 ! と党えます。 1 k g は10N、 1 t  は10

k Nてす。ただその党え方では k g に換算しないと重さを実感でき

ません。 そこでよく用 L、られるのが i 1  N はりんご 1個の重さ ( 100

g) J という党え方ですが、構造設言|ーの世界ではそんな小さな力はあ

まり相手にしません。 i 1  k N  は100kgJ と党えておけば、おti 峨荷重

3  k N  I主体重100kgの人が 3 人だなあと笑感て3 ます。体重が100kg

くらいの人を見つけて、「キロ ニュー トン君J !: ( 心の中で? ) 呼ぶ

ようにしたらすぐに党λ られます。

つe

g

b

 

L

u

n

 

つ∞

州

=・
・
・

-

v

1  N  ( : ;  100 g) 

l構造屋さんはたいへんだなあと思っているあなたへ

SI単位のb! 郷は桃造だけではありません。意匠図においても「カ

ーテンウオーノレの設計厄旺は2.8 k N/ m'J ! : 記述しなければならな

いし、設備の葬! ¥註言l tI - においても cal ( カロリー) から J ( ジ、ユーノレ)

へ変更しなけばなりません。

法律に違反すれば制金です。青|立; 機絡や報告書、計算書など社会

の中においてはいずれ完全移行するでしょう 。一方、教育はどうで

しょうか。法律先行の日本の仕組みで、日常生活や私たちの頭の 1ド

のど こまで SI 単位カ可受透してし、くのか、少し疑問です。

注) I重さ J I :lJ J を表す従来 '1'. 位 l阜、正確には IkgillJ Ikgf J ですが、ここでは悦

則的に認め られている IkgJ 表現を刷L、ました。

( しみずかおり)



防 災 編

意匠設計者のための防災設備の要点困

泡消火設備- 2 一
田上雅章

ヤマトプロテツク

l泡消火ポンプの設定条件

- 泡消火ポンプの決定

i泡消火ポンプ能力の設定条件は、 l吐出立と揚程の 2 点を満足する

ことです。

(a) U上出量の計算

一つの放射区酉! と、これに附妾する区画の、 二つの糊サ区画の合

計放射区画のうち、最大放射となる区画を同時h崎サ区画( ポンプl吐

出盆) としています。( 一つの放射区画とは、駐車場においては水平

t蹴援面積で50m'- 100m' とするのが基準で、認定申請値の泡ヘッド

が訟官された個数× 標準糊括。

ここ で、泡ヘッドは、放射率3. 7Q/min/m'、認定申請値じっ-標準放

身幅135e/mi n または 19Q/min(:樹 悌駐車用で、半円形に五文身 札 包含

土土4圭2. 1m。

(b) 楊程の計算

実揚程+ 配管j射剰員失+i疏y州知刊装置( アラ ーム弁) 娘失十j包ヘ

ッド放水圧損失+ 混合器損失= 全揚程

- 実主財歪 とは、ポンプフ ー 卜弁~最高位置の泡ヘ ッドまでの高さ

- 配管摩十剰員失とは、直管領失( 同一配管サイスずに同一流量を流す

場合の配管の長さ ) x 損失係数と継手及び弁類損失( 同一サイズに同

一流i誌を流す場合の継手及び弁の数孟を配管の長さに換算した値)

× 損失係数の合f汁値

・iJiTN倣 j] 装置( アラ ーム弁) 損失は、 O. 5kg/cm'、 5  m ( 水頭換算

数1直 ) 注 ) kg/cm' :  MPa 

.  i泡ヘッド放水圧損失は、 2.5kg/cm'、25m ( 水頭換算数値)

- 混合器損失は使用メ ーカーの仕様を有稲Eのこと

l主な機器の配置基準

- 泡ヘッドの配置

(a) 平面駐車場の場合は防衛伴径は2. 1mで、最大ヘ ッド間隔は正

方形配置で3.0m以下 とします。

(b) 機附駐車場の場合、天井と車との問に配管やi包ヘッドを設置で

きるスペースがある場合は平面l駐車場と 同じく j包ヘ ッドを配遣でき

ますが、天井面より放射されたi包にと ってバレツ卜 ti1肋 ド障害 t な

るため、 このような場合は、パレッ卜上の車と隣に乗っている車と

の間に、ヘッドを配置します。 ( 現在は、ピッ ト内 に設置する、半

円形に放射する似l阻ま型のi包ヘッドが設置されている ; 場合が多い)

・一斉開放弁の配置

- 放射，{ ターン

放射圧力

2.5kgf/ cm'  

図 1

放射区域内もしくは直近に配置する ことが理想的です。

・感知用スプリンクラ ーヘッドの配置

取りやl け面から O. 4m五μ 二突き 出 した梁などによって 阻 まれた部

分ごとに、 20m'1こ1偲叫んと設遣 します。( なお、 15m'に l 個札上設置

指導の場合もある)

・ 手重波 ｾｦｦｩｪＩ 弁 の配置

火災時に目視により 容易に接近できる位置で、五湖サ区画ごとに 1

佃設けます 。 弁の取り付け高さは床面から ｏＮＸｭｾλ 上 ＱＮ Ｕｭ 以下とし

ます。

・流7 N食知 l装置( アラ ーム弁) の配置

延焼の危険の少ない場所に設澄します。主主戒面積は3000m'以下と

し、 2五μ この階にまたがらない こと。

・泡京 j夜槽( 泡薬剤H' i ' 蔵タンク)

消火ポンプの直近に、混合器と 一緒にi ' . l t 官するのが望ましい。特

に周囲にはメンテナンススペースを引倒呆しておくことが必要です。

l泡消火設備の能力の計算

意
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それでは、 図 1 の1朗サ区|亙|に より、ポンプH土出量、水源水量、泡

原 液 槽 他 薬 剤JJl T.蔵タンク) 何等します。一つの刷サ区匝!と は、

駐車場においては50m'- 100m'て。すが、図 l てーは区l直i 1  = 82 .08m'、

区i!!! 12  =  82 .  8m'、区画 3 =82 .8m'て。す。

d  o-一

泡ヘッド

Y AH-20  

( 立駐部下段用)

a  0 ー

泡へ y ド

YAH- 35 

J1 0 - -

感知へ y ド

72 ' C 閉鎖型

開ｾ
一斉開放弁

50A.  65A 

包

手動起動弁

15A( カ パ 付 )

図 2

(a) ポンフ吐出量

j包ヘッドの標準放射量は 35e/mi n または 19Q/mi n ( : 掛械駐車m

で、半円形に放身サ) 。ただし、 200/mi n がメ ーカー標準品です。

各放射区画のb瑚村立

区画 1 :  i包ヘッド 12佃 x 35e/min=  420e/mi n 

区画 2、区画 3 ・泡ヘッド 12倍以 35Q/mi n+ 12個 x 20e/mi n

=  6600/mi n 

一つの放射区画と これに隣接する区|亙|の二つのj雌 I区画の合計放

射区画のうち、五わむ放射となる区画を同時放射区画( ポンプ市tl:.出量)

とするので、区画 2 + 区i匝13の放身世立の合t ，l がポンプの吐出量です。

故に、 66OQ/mi n+ 66OQ/mi n=  132OQ/mi n となります。

(カ) *i l原水量

ポンフ"ll土出量 132ω /mi nX 10分間+ 配管内水量

(c) 泡原液糟( 泡薬剤貯蔵タンク)

ポンプl吐出量 (132ω /mi nX 10分間十配管内水量) x 3 %または

6%を掛けた水量ト先制守には 3 %を使用しているメ ーカーが大半)

( ゆかみ まさあき)
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話題建築を聞く( 第四回)

神戸復興のシンボル「神戸国際会館」

ゐ弘

d N'  ← 

勺
R E P OR T  小笹光彦

事業委員/ ランテy ク計画事務所

日本建築協会事業委員会

メインストリート「フラワーロード」に面する角地にあり、村戸市

役所の斜めむかいに位置する絶好のロケーションである 。

このような立地特牲を最大限に L 、かすため、フラワーロードに面

した南西附に、このピノレの顔ともし、うべき、大きな広場空聞を配置

した。 この空間は、 地下では地下鉄1 : rきんちかタワンJ に、グラ

ンドレベノレてl J: フラワーロードに込続する公開空地である 。 2 階レ

ベ、ノレて、は| 境討委する森本ヒツレと述絡するペデストリアンデ、ッキにと述

統し、これらの 3用を縦につなや立体的歩行者ホットワ ークの コア

としての機能を果たし、街の賑わいを創出する基点でもある 。

この大吹抜けの地下への階段部分は、階段形式をとっているが、

板張りのスタンド状に1:ヒヒげられており、イベン 卜やノ f フォ ーマン

ス広場にも早変わりする大変楽しい立休的空間となっている 。

このビノレ li 低層棟 t 高層棟か ら成っており 、低層棟には 2 - 4

階が銀行筋、 5 階より上官11が2，022m; の大ホーノレとなっている 。 そ

して、屋上にはノレー フ ・カ、ーテ、、ンをしつらえ、四季折々の草花に彩

られる、 心のやす らぎを与える坊としている 。 さらに、 60mの Ir: '-J さ

から始まる高層のオフィス椋は、周囲の建築に遮られることなく、

神戸の美 しい 山 と浴の最前兆望できる 。

夜ともなれば、高j前東rsi 古11の「コウベ ・キャントツレ」と名付けら

れた高さ 9 mの八角柱が、浮かびあがるように輝く 。 この光には、

神戸の街の21世紀に向けて の発展の即応、が こめられている 。

外線デザインは利l戸の歴史性 t 新しさを調手[ 出せて表現するため、

緩やかな円弧を描いた壁面を説滋泉のきいたスリッ卜窓てやおさめ、垂

直性を強調させている 。 さらに、その前面を F R鋼による列柱方式

でまとめ、全体制炎いコーヒープラワンのレンガタイノレて'1: tJ 二げて

いる 。全体的に佐郡町二落ち着き のある 外観li 、歴史的な時間に脊

まれたや1
1戸の イメージを継永する「クラシック ・モタ企ン」をデ会ザ、イ

ンモチーフとしているとのことで。ある 。

平成11"'1三9 月 6 日( 月) 午後 61時半、制日本建築協会サロンにて

「話自迅建築を聞く( 第29回)J が始まる 。今回は、 H建設計設計室長 ・

江副敏史氏をお招きし、や11戸国際会館を取り上げて、 これにま つわ

るお話を聞かせていただく 。競演は、経j主計画段階、設計段階、

あるいは細部にいたるテV テーノレにまでおよび、実りのある興味深

いものであった。

江副氏はや11戸国際会館のほかにも、氏がi記丘かかわられた W. T

c . 、大淀町文作会館' にまで話を広げて、さらに現恋建設中の岸和田市

国際文化ホーノレ についてまでも 紹介していたfごいた。 スライドによ

る建築の紹介と同時に O. I-I .  P により図面を| 映し出し、デザインの

ポイン卜や納まり具合について懇切丁寧な解説があった。

| 神戸国際会館一神戸の歴史をつなぐ一

旧や11戸国際会館は 1956年に 開館し、や11戸市民に親しまれてきた。

ii 没後復興のシンボルとして建てられたものであり、数々の名ステ ー

ジを提供し、神戸の人々に数多くの深い感動を与えてきた。 ところ

が、 |荻村I ・淡路九貫災て被災し、解体を余1義なくされたのてある 。

このプロジ、エク卜は、 1994年 3 月にプロポーザノレにより日建設告|

が受託したとのことである 。 しかしながら、設計の途中て大混jt が

起こって、大きな内容変更があり、必ずしもプロポーザ、ノレUi ' i ' の案通

りには竣工していないとのことである 。例えば、大ホーノレなどはと

り壊す前に震災で! 被れてしまい、 一11粉砕、ーノ f ーランドに仮移設し

ていたこともあり、苦労が多かったとのこと 。

1996年に設計完了。その年の11月に着工し、今年の 4 月に現時S竣

工することができた。建築の規説は地下 31倍、地上22階、市さ 116

ｭ 、ｾ床面積約 ＵＹ ， ＰＰＰｭ Ｇ てあり、国際ホ ーノレ、商 業施設、オフィス

等のある大規撲な複合 ピノレである 。 地下ては、地下鉄海岸 忠府 ｾ ｔ 駅と

三宮地一円1i ｲ きんちかタワン」に述 ｴＮＭＩｾ しており、ＺＱ ｍＮ では、千 ＱＱ Ｑ 戸の
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0

2
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l大阪ワールドトレードセンタービル

ワーノレド ・トレード ・センタ ービノレ( w. T. C . ) は、神戸国際会館

の前に氏が手がけられたプロジェク 卜で、 1990年か ら約 5年間の工

期であった。最初の 1年ほどは計画、設計て二後の 4 年は現場には

りついたとのことであった。l時期はちょうど湾岸li 攻争のさなかで、

建設資材等の物filli がはねあがったこともあって、予算を大IPf f ，に上回

り、コストの滅瀬に大変苦労した思い出があるとのことて、あった。

大阪ベイエリアの来f Mll市 「コスモスクエア」の 1=1' 1茨となる W .T.

C. li 、世界の主要都rl1 とオ、ッ卜ワークて精ばれた1J l : 界貿易の拠点と

して、国際化を目指す大阪の新しいシンボノレとして、位置づけられ

てし、る 。西日本ーのi11iさを誇る 向き 256mのその外観は、青い ilij と笠

を??景 t して、白いカ ーテ ンウオ ーノレのi構造体が垂直に美い、シノレ

エ ッ 卜を形成している 。

色彩的には臼を基調としながらも、海辺近くい、う こともあ って、

ポイン卜に赤などを使ってやや派手めに付二上げた。デザ、イン的には、

足元を踏んばったようなノ f ットレス状のスタイノレてや力強さのイメー

ジを表現し、構造的にも械からの強風に耐える形態をとっている 。

近くには、 ミズ、ノビノレ、 A. T.  C 等があり、 とりわけそのスカイラ

インは犬切にしたという 。

床から天井までを透過性のある 二重万ラスて精成し、畳はオフィ

建築 と社会 ・1999 . 1050  



円EPORT

「あらかしホーノレH 名付けられた700席の空間は、客府側面の扉

状の壁を開放する ことにより、ホワイ エを通して客席にも自然光を

取り入れる ことがで‘ きる 。

また、図書; 飴においては、南二It而の|明日部に構造上のユ夫を凝ら

すことにより、広がりのある無ttl 見l覧空聞を可能にした。 5 mの階

高いっぱL、を引制呆した窓商と、 中央に大きく設けた高さ 9 mのI次抜

けのトップライトにより、自然光が溢れる気持ちの良い室内で読書

や思索に耽る こt がて》るという 。

この二つの建物を結ぶ紬に直交させて、渡り廊下J l ¥のペデストリ

アンテV キカ奇怪快に架けられている 。将来的には、 この一方の先に

庁舎ができる予定がある t か。庁舎が完成すれば、 このあたりに一

段と素晴らしい111] の文イじ核が志位する ことt なろう 。

| 建設中の岸和田市国際文化ホール

E

m
刀

0

2

↓

1，500席! : 300m; の大、 小ホーノレと国際会議ソ‘ ーンを有する文化施

設で、 これもコンペに当選したものである 。

この建物では、国際会議ゾーンを最t 階に持ちあげて、海の見え

る' 胤直な眺望を犬切にすると同時に、その下の空聞をまつり広場と

して外部空間的に扱い、市民に開放したものである 。

コンペでは屋根のデザインをダンジリの屋線風にイメ ージしたが、

実施設計て‘ は これをデフォノレメして、 モダンな形にした t の こと。

いずれにしても、 「だんじり祭り」のエオ、ノレギーを建物に表現した

ものfごそうである 。

| 講演を聞き終えて

スに明るく自然光を取り込むようにした。光を取り込u ' とし、う こと

は、逆に夜、建物の光が外に1:1:. るい、う ことで、夜景を意識し、干支

は光のタワ ー として、大阪湾の新しい灯台のイメ ージ、があった t の

ことである 。

注目の一つは、本館の{野山こ対する配胞: である 。東西両端の最も

眺望の良いと ころに便所を配し、 心のゆとりを感じさせる 。すばら

い、 ｉｾ 盟 ｴ ともに、フ卜、足元に目を落とすと、滴を零さないよう、

また、隣の人 t のプライベー トを心がけた特注の便器が整然と並ん

でいる 。慨 rr にさえ、 ここ までの町並がされてし、るとし、う ことは、

他 l.i itEして知るべしであろう 。

| 大淀町文化会館一自然環境を取り込む一

4 つの作品を通 じて、江高Ij氏の建築に対する基木的なスタンスと

その思い入れを聞かせてもらったが、 これらをまとめる t 次のとお

りであろうか。

Ｍ 広がりのある ｉ ｾ 留を特に犬切にしなるべく自然光倒的入れる

ようにする 。

- 構造をなるべくシンプノレにし、その椛造体の力強さ、美しさをデ

ザインにいかして し、〈 。

・おのおのの素材の特徴をうまくいかしつつ、ロ ーコスト 化 につな

がるよう工夫してし、〈 。 このためには、使用素材や工種をなるべく

少なくする ことがブd りであるとの指摘があった。

この建物は奈良県 ・吉野にほど 近い大淀町の お林と清流に固まれ

た美しい場所に建つ。 もともとあった農業用水池の一部を埋め立て、

改修し、池に面して図書館とホーノレを向かい合わせに配置したもの

である 。

付近の美い、自然環境を室内と ーイ本化 させる ことを意図して計画、

デザインしたもので、建物の北面には約2，500m'の池を、南面には豊

かな緑を配している 。 これらの異なった環境要素を素直に屋内に取

り込む こt により、水と緑と自然光がーイ本 となって感じとれる空間

構成をめざした k のこt て、あった。

講演を終λ t:. 後の会話のなかで、江高IJ氏の技術者と しての心がま

えカ弔問題となった。今回の講演会の世話役の一人が、事前に大淀町

の文化会館を実際に目て市雀かめるために当地 を訪れたが、その時に、

図書館やホーノレに勤務している若い職員にいたるまでのすべての人

が、江高Ij 氏の名前 Ul . 買を匁lっているのに鴬いた ことである。 これは

江高IJ 氏が後工後も度々会館を訪れ、アフタ ーケアに努め、現実の利

用のされ方等をチェックしている ことを意味するのであろう 。信頼

される技付? 者。技術者冥利につきる t 思うが、いかがであろうか。

江副さん、 これからのますますの ご活躍を期待いたしております。

有事ftうございました。 ( おざさみつひこ)
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[ お知らせ]

n f o r ma t i o n  

竹中大工道具館15周年企画展

木造建築を支えた禄々な大工道具を収集 ・展示してい

る竹中大工道具館は、開館 15.周年を記念して 10月から

2 カ月問、「ヒトと手道具j 展を開催する。

この企画展では、大工道具の原点ともいえる石器と、

古代・近代の道具( 鉄器) とその形状及び性能 ・使用

法などを上国立考察し、 手道具の偉大さ ・大切さが実感

できるよう大型映像を導入し てイメージを伝える構成

となっている。

会 期 1999年10月 5 日以ト12月 5 日(日)

Ｙ ・ ＳＰｾＱＶ［ 30 月曜日休館( 祝日の場合翌日)

会 場 竹 中 大 工 道 具 館 TEL078- 242- 0216

神戸市中央区中山手通4-1 8- 25

J  R元町駅から徒歩川介、三宮駅から 向日介

入 館 料 大 人300円、大・ 高生200円、小 ・中生 100円

第18回現代日本彫刻展

1961年の宇部市野外彫刻展が UBE Bi ennal e として都

市空間と彫刻とのかかわりを追求して以来初年目を、

第11 回関西 4 大学合同建築展

i Shangri ーlaJ をテーマに、大阪芸祢f大学、京都精華大

学、京都造形芸術f大学、京都芸術短期大学が参加。

・展覧会

会期 1999年10月12日伏ト10月17日(日) ＱＰ ・ ＳＰｾ 18; 30 

会場蔚日精華大学情報館ギャラ リーフロール

京都市左京区岩倉木野町 137

. シンポジウム( 入場無料、当 日先着順)

パネリストー→阿部仁史、岡田哲史、鈴木隆之、中村

勇大、宮本佳明。司会一一松本正

日時 1999年10月16目的 1  6  ;  ｏｏ ｾ＠ 1  9 ;  1  5  

会場京制青準大学者火館 S- I OI 教室

シンポジウムの問い合わせは、京都精華大学美神f学部

建築分野鈴木研究室 (TEL075- 702- 5189) へ。

第5回「名工大建築フォーラムj

名古屋工業大学建築学科車IJ 立90年を機に設置された

文化活動「名工大建築フォーラムJ は、今回、名古屋

を離れ、その運営も名古屋工業大学「光続会J 関西支

また現代日本彫刻展としては 18回目を迎える今回は、 部カ〈行うこととなった。参加者は受講無料。

常主主湖築提300年に因み「爽( 湖と モニユマ ン) J をテ ・ 「古代都市平城京をt街里するJ

ーマに品群雀される。 日時 1999年11 月13日仕) 13 ;  ｏｏ ｾ＠ 1  4  ;  30 

会期 ＱＹＹＹ 年 ＱＰ 月 Ｑ 日 幽 ｾ ＱＱ 月 ＱＰ 日 附 会場奈良国立文イ聞研究所 ・平城宮跡資料館講堂

会場 宇都市里子外周波リ美術館

(山口県の宇都市常盤公園内)

主催宇部市、現代日本彫刻展運営委員会

毎日新日旨明土

構 成 招 待 作 品 10点と、 10月 l 日入選発表された公募

作品( 実物大告別乍) 10点の計20点

国際デザイン展'99開催

大阪て惰年に開催されるデザインイベン卜「国際デザ

イン展j を、例国際デザイン交流協会の主催で開催。

会 期 1999年10月9日仕ト13日附 10 ;  ｏｏｾ＠ 1  8  ;  00 

場 所 ア ジ ア 太 平 洋 トレードセ ンタ ー/ ATC ホール

大阪市住之江区南港北2- ト 10

入 場 料 大 人 1000円、学生 700円

会 場 ・コンペティション ・ゾーン

第 9 回国際デザイン ・コ ンペティシヨンのテ

ーマ 「編むJ には、54カ国 ・地域から 1069点

の応募があり、大賞にi e +  plant = pl anet J  (重

里子賃、柴田厳朗、芝j呆枝、 一志学、森田至厚、

若田邦治) が決まった。大賞を含め入賞した

12作品、優秀作品など計50点を展示。

・アオード ・ソーン

第 9 回国際デザイ ン ・アオード受賞者パスカ

ル ・マラガイ氏と附良品計画の業績と作品を

展示。

・国際交流ゾーン

アジアのデザイン振興機関の紹介。
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奈良市二条町2- 9- 1

定員 100名( 先着順 ・受講車時必要)

講 師 宮 本 長二郎氏( 東北吉村工科大学芸術岸部耕受)

一一 1967年奈良国立文イ樹研究所に入所。 1995

年より東京国立文イ開研貯斤国際文イヒ財保存修

復協力センタ ー長。20年にわたり平城京内の寺

院や宅地跡 ・平城宮跡の発掘にあたる。

申込氏名、連絡先の郵便番号. 1 : 主所、職業を記入し、

FAX またはハガキで下記あてに。

干 550- 0005 大阪市西区西本町卜 11 ー1- 507

側大建フォルムシステム内名古屋工業大学光

続会関西支部 FAX06- 6536- 1302 

春秋建築塾「世紀末シリーズJ

春秋建築塾は、以下の「世紀末シリ ーズ」を企画。

・第 2 回オーフ.ンジユリ ー (重量t曇 INAX 大阪)

課題 「世車巴利主宅J (一般公募)

日時 1999年10月23日出 15 ;  ｏｏ ｾ＠ 18 ;  00 

・第 3 臨 縮 会 ( 会 場 I NAX 大阪)

講師 福田日青E雲氏( 九州大学事対受)

「世紀末建築考中世と近代」

日時 1999年11 月20日出 15 ［∞ ｾＱＷ［＠ 00 

・第 4 回シンポジウム( 会場 一心寺)

テーマ 「モダニズムの世紀末」

日時 1999年12月1B日出 15 ;  ｏｏｾ＠ 1  9  ;  00 

問い合わせ ・申し込みは、新田正樹建築空間ア トリ工

(TEL06- 6206- 002広 FAX06- 6206- 0035) へ。

日本の生活デザイン展

“ 生活テ' サ' イン" を キーワードとして、 f主1景境という

枠組みから 20世紀のモダニズムを捉え直す「日本の生

活デザイン展J を、名古屋で開催。入場無料。

i f u' 1; : デザインの芽吹いた 1920年代を出発点とし て、ポ

ス トモ ダンカ現れるまでの 50年間を、都市東境、住宅

建築、家具 日用絃貨に目を向けながら検証する。

会期 Ｑ ＹＹＹ 年 ＱＰ 月 ＱＵ 日 働 ｾ ＲＴ Ｈ 臼 Ｉ 会期 中 無休

11 ;  ＰＰｾＲＰ ・ Ｐ Ｐ ( 最終日は 18 ; 00まで)

会場ナディアパーク ・国際デザインセンタ ー 3 階

地下鉄名城線「矢場町J or i栄J 駅、地下鉄東山

線「栄 ｊ 駅 より ＵｾＷ 介

展示 ①デザイン運動の始まり 新しい建築運動と 山

口文象、型而工房と蔵田周忠など

@丘代化の実践をした建築家ー今和次郎、中村

順平、前川園男など

③ 日本にやって来た欧米テ'サ' イン文化ーF. L.ラ

イトの影響、ブルーノ・タウ卜の見た日本など

渡辺力 ・松村勝男、池辺陽、剣持勇など

主催 日本の生活テ' サ' イン名古屋展実行委員会

r2000年のデザインを考えるJ

大阪デザイン振興プラザの設立 3周年記念シンポジウ

ム i 2000年のデザインを考える」は、日本のデザイン

最前線てづ舌躍するデザイ ナーをパネ リストに迎え、 20

世紀のデザインを振り返 り、世界~アジア~日本~関

西の 2000年のデザインを展望する。

日時 1999年10月21 日同 14 ;  ｏｏｾ＠ 16 ;  00 

会場 ATC ITM棟 9 階セミナールーム

大阪市住之江区南港北2-1 - 10 (ニュー卜 ラム ・

テクノポート線トレードセンター前釈D

講 師 パネリ ス ト一一中西元男 氏 (CI コンサルタン

ト) 、劃 Ilt帯主氏( プロダクトデザイナー) 、益

田文和氏 ( デザインコンサルタン卜)

コーデイネータ一一池上俊郎氏( 建築家)

参加 → ｾ ｉｏｏｏ 円 、学生 ＵＰＰ 円Ｈ学生証要Ｉ

シンポジ ウム当日、受付にて参加費を徴収。

定員 250名( 先着順)

申込電話または FAX で、 10月 15日までに大阪デザ

イン振興プラザ (TEL06- 66 15- 55 10、FAX06-

66 15- 5173) へ。

主催 アジア太平洋トレードセンタ ー側



「東西アス協組建築講演会J

東西アスフアル卜事業協同組合創設30周年を機に毎年

開催されてきた「建築講演会j は、 14年目を迎える。

. 広島「自作について」

講 師 妹 島和世氏( 妹島和世建築設計事務所代表)

日時 1999年10月28日同 18:  ＳＰｾＲＰＺ＠ 30 

会 場 広 島 Y MCA ホール ( 285席)

広島市中央区八丁堀7-1 1  TEL082- 227- 6816 

申込田島ルーフイング ・広島 TEL082- 246- 8625

園大阪「自然素材を生かした蕗森流建築術J

講師藤森照信氏( 東京大学耕受)

日時 1999年11月11 日嗣 18:  3ト 20 : 30 

会 場 朝 日 生 命 館 8 階/ 朝日生命ホール ( 368席)

大阪市中央区高麗橋4- 2- 16 TEL06- 6202- 3919 

申込 田島ルーフイング ・大阪 T EL06- 6443- 043 1

・東京「生活 ・空間 ・環境j

講師 山本王醸氏 ( 山和野真読十工噺t 表)

日時 1999年11月17日附 18:  ＳＰｾＲＰＺ＠ 30 

会場有楽町マリオン 11階/有楽町朝日ホール (776，席)

東京都千代田区有楽町2- 5- I TEL03- 3284- 0131

申 込 田 島 ルーフィング ・東京 TEL03- 5821 - 7712 

大阪市立住まい情報センター開設

11月初旬、「大阪市立住まい情報センタ - J が誕生す

る。ここでは、 “大阪市内に住む" ための、住宅に関す

る情報を一度に入手できるように幅広い情報を発信し、

住まいに関する相談の専用窓口も開設される。

11月 13目、オーブンしたセンタ ーのホールで開設記念

シンポジ ウムが企画されている。主催は大阪市。

日 時 1999年11月13日出 13 :  ＳＰｾ＠ 17 :  30 

会場大阪市立住まい情報センタ - 3階ホール

大阪市北区天神橋6- 4- 20

定 員 3∞名( 先着順)

内 容 ・誌寅「今、求められる住まい情報とはj

高田光雄氏( 京都大学大学院助事知受)

大森動工氏( 甲南女子大学耕受)

谷直樹氏( 大阪市立大学事対受)

・討論会「住むまち ・大阪を考えるJ

丸野豊子( キッズプラザ大阪館長) / 増井正哉

( 奈良女子大学a}]害対受) / 橋爪紳也 ( 大阪市立

大学助事匁受) / 辻ー (大阪脊髄損傷者協会会

i nf or mat i on 

永原義夫油彩展

日本建築協会王室事であり、王建工業側取締 倒土長の 会期 ＱＹＹＹ 年 ＱＰ 月 ＲＱ 日 制 ｾ ＲＳ 日 ω 10・0ト 18: 30

永原義夫氏が仕事の合間にかきためた油彩50点を 会場梅田近代美術館 T EL06- 6364- 5071

大阪市北区曽栂崎2- 3- 7 梅新第一生命ピル

日本木青連木材活用コンクール作昂募集

全国の木材業界若手経営者で構成する日本木材青壮年

団体連合会( 略称 ・日本木育連) が平成 9 年度に創設

したわ材オ活用コ ンク ール」では建築物、エクステリ

ア、インテリア ( 家具) で、村杯IJ 用の立場から見て

技術的に優れ、ぞれが設置されることにより新しい木

本持需要の道を開くものであることを表彰してきた。

平成 11年度の第 3 回コンクールは、平成 8 年 1月へ平

成 11年 12月31 司に完成した日本国内の作品を応募対

象とし、以下の審査基準で行われる。

・木の良さが活かされているもの

- 新しい用途を見いだしたもの

- 建物の木造化に波及効果のあるもの

- 間伐材、小径木などの有効な使途を開発したもの

. 村オの加工 ・改良技術において優れているもの

応 募 者 応 募 物 件 の 設 詐 者 、 施工者、施主のいずれ

か、または共同とする。ただし応募者は関

係者間で了解をとっておくこと。

応募要領 A  2 判用紙 l 枚に、作品内容がわかる図面、

写真 600字以内の説明文をおさめ、応募部

門( 建築物、エクステリア、インテリア)

を明記し郵送。応募輔切は 1999年12月31 目。

審 査 小 原二郎氏 ( 日本インテリア学会会長)

岡 勝男氏 ( 日本住宅 ・木材技術センター)

東孝光氏( 建築家)

上 村 武氏 ( 日本木青盛買問)

栗山正也氏 ( K D アトリエ代表)

久保泰人氏( 日本木青連会長)

表 彰 最 優 秀 賞 |点20万円、優秀賞各部門 l 点、

入賞作品は ＱＰｾＱＵ 点を予定

作品提出 日本木材青壮年団体連合会事務局

干 135- 0033 東京都江東区深)112- 5- 11

TEL03- 5620- 4806 FAX03- 5620- 4809 

Ameri can Wood Desi gn Awards で米国産木材作品募集

Amer i can Forest  &  Paper Associ at i on ( 全米林産物製 Andrea P.  Leers 氏，FAI A ( 建築家)

紙協会) は、“ Amer ican Wood Desi gn Awar ds" を創 J ohn Morris Di xon氏，FAI A ( 建築評論家)

設し、米国産木材を使用した日本国内の木造建築 ・木 審査基準樹重ごとの性質、 ムク材や加工材ごとの性

質構造物を対象に、作品を募集している。 質を理解し、 工夫の感じられる使い方、独

この “Amer i can Wood Desi gn Awar ds" は、米国産木

材が日本の伝統技術あるいは独自の文化と絶妙に調和

した表現や、従来にはない構造技術 を創出していくこ

とへの希望を込めて創設されたものである。

応募対象 日本圏内に建設された住宅、→宣建築、木

質構造物( 新築・増改築とも可)。主体構造

や内外装の全部もしくは主要部位に米国産

木材を使用していることが要件。

特の応用の仕方、構造体あるいはイ土上げ材

としての表現の美しさなどが評価の支援象。

賞 Amer i can Wood Desi gn of the Year  ( 大賞)

Honor Award  ( { 憂秀賞)

Meri t  Award  (出乍)

Ci tati on Awar d (特別賞)

発 表 2000年 5 月開催の日米シンポジウムで、ア

メリカ大使出席のもと表彰式

完成時期 Ｑ ＹＹＵ 年 ｾＱＹＹＹ 年 ＱＲ 月 Ｒ Ｔ 日 までに完成、ま 後 援 アメリカ大使館

たは完成予定のもの。 問合せ先全米林産物製紙協会 ( AF &  PA)  

応募締切 1999年12月24日掛1/; 、着 干 107- 0052 東京都港区赤坂トト 14

審査委員 馬場環造氏 ( 建築情報システム研究所) T EL03- 3583- 2850、FAX03- 3589- 1560

納賀雄嗣氏 (一色建築設計事務所) 応募用紙の申し込みも向上へ。

L Cデータ集の解説と L C C 計算の実践セミナー

(社盟主築 ・設備品樹新呆全推進協会 ( BELCA) は、ストッ ・パソ コンソフ卜による L CC計算

ク型建築には欠かせない最新 L C設計の考え方と手法 ・L CC計算事例の解説

をわかりやす く解説するセミナーを開催する。 ・受謝ヰ (消費干見 ・r L Cデータ集改訂別代含む)

長) / i西川裕子( 週刊住宅情報編集長) の 5ノマ ・開催日時 ・場所 ・カリキュラム BELCA会員 160∞円、その他 18000円

ネリスト 。司会: 孔伯キャスター 東京 1999年10月26日ω 家の光会館

申込先住所、氏名、電話番号を明記し、 11 月 5 日ま 大阪 1999年11 月 2 日ω 大阪 Y MCA会館

でにハガキまたは FAX で下記へ。 10 :  ｏｏ ｾ＠ 1  1  :  00 ・総員IJ 、基本事項

〒54 1- 0053 大阪市中央区本町 1- 8- 12 ＱＱ ・ Ｑ ＰｾＱＲＺ 10  ・L C評価の対象、考え方

大阪市{ さ宅供給公社情報課「開設記念シンポ ・L C データ集の利用法

ジウムj 係 (T EL06- 6268- 6907、FAX06- 6268 13:  11}-、ー， 14 : 10 ・CD- R (電子データ) の利用法

- 6945) 一 川月| 日以降は、 TEL06- 6242- ， CD- Rの展開に よる解説

1160、FAX06- 6354- 8601に番号変更ー 14 :  2ト 15 ・50 ・実際の L CC計算の基本的要素

・ 申込期間 Ｈ 先着順Ｉ一 ＱＹＹ Ｙ 年 Ｗ 月 ｾ ｉ ｏ 月 Ｑ Ｕ 日 悩

・申込先ーイ+扱欝E ・設備市街寺保全惟進協会 ( BELCA)

干 100- ∞06 東京者日ニ刊吃田区有楽町 1- 8- 1

TEL03- 5252- 3873 

申込票に必要薄I頁を記入→住友銀行東京公務部( 翫盈)

135082 振込口座名義他 BEL CAへ受講車付辰込→振込

証明書コピーを申込票に貼付→返信用封筒を同封して

申込票を郵送。
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第 8回「住まいとコミュニティづ‘くり活動助成J 公募

( 財) ハウジングアンド コミュ ニティ財団は、住まいと

コミュ ニティづくりの先駆的 ・創造的活動を助成する

ため、本年度の助成事業の対象者を公募している。

・助成対象一民間の有志グループによる下記活動ー

( 1牒 検 ・点検型の活動

(2脆設の提案・創造型の活動

(3) 1: 主主案境の保全 ・整備型の活動

(4)自然の保護 ・活用型の活動

(5)入居者参加の住まいづくりをめさ. した活動

(6漢合fさ宅の建て替え、増改築、大規模修繕の活動

(7) 1 主景境絞育、防災、街の活性化につながる活動

・助成金

| 件当たり原則 l∞万円を上限に、総額 1000万円

・助成期間

日本文化雲術助成金受給者公募

ＲＰＰＰ 年 Ｔ 月ｼ日 ｾＲＰＰＱ 年 Ｓ 月 ＳＱ 日のｼ年間 ( 財) 日本文化黍術財団の顕彰助成事業 「日本文化義術

・選考 助成金〈現代萎締法日門>J で、これまで建築分野では妹

「住まいと コミュ ニテ ィづくり活動選考委員会J (委員 島和世代、宮本佳明氏が助成金を受けているが、この

長・西村幸夫/ 東京大学、小谷剖清子/ 日本女子大学、 7 回目の受給者 ( 2 名以内を選考、 | 名につき助成金

笹井俊克/ 住宅金融公庫、瀬良智機/ 建設省、藤田忍、/ は 100万円) を公募している。

大阪市立大学、細谷清/ 住宅・都市整備公団、森まゆ 対象は、原則として 35歳以下。現代套術の創作普及、

み/ 地域雑誌編集者) で審査し、対象者を決定。 調習汗究に関する活動において、ある程度実績があり、

- 応募要項・申込書の請求

1999年 11 月10日までに、官製ハガキてイ主所・氏名 ・TEし

を明記のうえ、( 財) ハウジングアンドコミュニティ財

団「活動助成 Z 係J (〒107-0052 東京都港区赤坂 1-5

1  1  TEL03- 3586-4869) へ。

・公募期間

ＱＹＹＹ 年 ＱＰ 月ｼ日 ｾＱＲ 月 ＱＰ 日Ｈ当日消印有効 Ｉ

違反建築防止週間10月11 日- 10月17日

建築物の安全性の確保と良好な市街加業境の形成に資 q涜 了検査の形成の徹底、②中間検査の徹底、@蛮切な

する ため、 建設省及び特定行副 宇は ＱＰ 月 ＱＱ 日Ｈ月 Ｉｾｉｏ 工事E誕の確{ 朱 @漣築士に対する懲戒処介制度の運

月17日( 日) を「違反建築防止週間j と定め、今年度は 用徹底を重点事項に、所要の措置 ・摘発 ・処介を行う 。

助成を受けることにより今後の活動が期待される人喝

応募要項は、返信用切手90円を同封して( 財) 日本文化

委術財団( 干 160-0012 東京都新宿区南元町 13ー7、TEL

03- 5269- 0037) へ請求されたい。

募集 1999年 11月| 日開ト 12月10日ω 当日消印有効

選 考 芳 賀 徹/ 京都造形芸締f大学学長、大島清次/ 世

田谷美祢館館長、栄久庵憲司/ GKデザイン機

構会長、金子賢治/ 東京国立近代美称泡官主イ壬研

究官、観世栄夫/ 能楽師、木戸敏郎/ 演出家、

酒井忠康/ 神奈川県立近代美術館館長、玉井賢

二/ メディアパークつくば常務取締役、中村昌

生/ 京者間話筑建築技{ 材協会理事長の 9 委員

デンカC S Aファミリー製品

. 7. 1二J nCSA (膨張性混和材 ) コンクリー卜のひびわれ防止に

・安二 ｊｮ ，，ｾ，ヨニ ｊ Ｈ グ ラウ卜用無収縮材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・安二 ｊｮ 守 Ｓ ー宇田 ｊ Ｇｊｾ Ｈ主義一 ＿＿ｔＩ コンクリート躯体の漏水補修に
Ｎ］ｲＮ ｾｮｅｓ Ｈ 土質安定用急硬材 Ｉ 地盤補強用薬注入

・雪ニJ nI I OOO(製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ノ、イモメント製造用に

電 気 化 学 工 業 株 式 会 社

近 畿 地 区 販 売 庖

浜 宗 産 業 株 式 会 社

T E L 本 社 ・京 都 ・緋l軒 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞在( ; ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 小 浦 産 業 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 06) 6 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東京 ( 03) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

T E L 大阪 ( 06) 6 4 4 3 - 6 1 8 1  

光 洋 物 産 株 式

A

Q

玄ネ土 東 郷 化 成 株 式 ネ土

A

Q

玄

T E L 大 阪 ( 06) 6 2 5 2 - 6 0 0 0  
T E L  滋 賀 ・守 山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

T E L  大 阪 ( 06) 6 8 7 7 - 1 5 8 1  
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|  理 事 会

会員増強対策を語る合同懇談会

2 8日 Ｓ 時 ｾＵ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 岡 本 副 会 長 ほ か ほ 名

議 事 会 員 増 強 策 に つ い て

|  編 集 委 員 会

W欄 座談会 「介護関係者に聞く」

5 日 10時~ は時 ・於本会会議室

出 席 者 慶 松真 弓 氏 ・ 瀬 尾 洋 美 氏 司 会/ 塚 口 明i羊

第 4 回構造分科会

5 日 Ｖ 時 ｾＹ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 大 氏 幹 事 ほ か 6 名

議 事 ( 1) 10月号+ 謝隼特集のテーマと企画

(2)  i;怖 隼 の 頁J の 企 画

第 4 回計画系ーインテ リア ・住宅一分科会

5 日 Ｗ 時 ｾＹ 時 Ｓ ＱＩ介 ・ 於本会会議室

出 席 者 石 川 幹 事 ほ か 5 名

自 殺 事 9 月号「アーバン ・インテリアJ 特集の検討

第 4 回 設 備 介 科 会

6 日 Ｖ 時 Ｓ Ｑｽ分 ｾＸ 時日分・於本会会議室

出 席 者 谷 津 幹 事 ほ か 6 名

議 事 ( 1) 8 月号「私の目て・み た 環 境 問 題j 特 集 報 告

(2)  i設備の頁J の 企 画

第 3 回法令分科会

7 日 Ｒ 時 ｾＴ 時・於本会会議室

出 席 者 浜 野 幹 事 ほ か 5 名

議 事 ( 1) i; 去令コーナーJ の 企 画

(2) 7 月号「改正建築基準法j 特集報告

(3)来年の法令特集の企画に向けて

第 4 回「紫材と技術が生み出すデザイン」幹事会

7 日 Ｖ 時 Ｓ ＱＩ介 ｾＹ 時 ・ 於鹿島建設会議室

出 席 者 本 多 幹 事 ほ か 8 名

議 事 ＸｾＱＲ 月号のテーマの内容検討

第 3 固広告企画小委員会

12日 Ｕ 時 ｾＶ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 富 田 委 員 長 ほ か 7 名

議 事 ( 1) 8 月号「私の自でみた環境問題J i近 畿 郵 政

局J 特集広告来五島報告

(2) 9 月号「アーバン ・インテリアJ 特 集 広 告

経過報告

(3) 10月号「木とともに生きる」特集広告車五島

報 告

(4) 1 ' 乍品作風周f系報告

(5独 自 特 集 企 画

第 4 回編集委員会

12日 Ｖ 時 ｾＸ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 宮 田 委 員 長 ほ か 6 名

議 事 ( 1) 8 月号「私の目でみた環境問題J i近 畿 郵 政

局」特集車五島報告

(2) 9 月号「アーバン ・インテリア」特集結畠

報 告

(3) 10月号「木とともに生きるJ 特集経過報告

(4)シリ ス買報告検討

(5)平 成 12年 l 月号表時応攻訂の検討

月間の動き

(6)1 ' 乍品作風頁作品顕彰の検討

第 4 回施工材料介科会

2 2日 Ｔ 時 ｾＶ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 植 田 委 員 ほ か 2 名

議事 Ｈ Ｑ Ｉ 平成 ＱＲ 年度施工材車ｾ特集について

(2)  r施工材車初コ頁」の企画

第 4 回作品作風小委員会

22日 Ｗ 時 ｾＹ 時旧介 ・ 於本会＿会議室

出 席 者 赤 木 委 員 ほ か 5 名

( 1)1 ' 乍品の選定

(2)1 ' 乍品の掲載状況並びに掲載予定の報告

(3)  i Gal l er yJ 掲 載 報 告 ・予 定

(4)  i S KE T CH B OOK 欄J の掲載予定

( 5) 1 1月号会員作品特集号について

第 3 回計画分科会一建築計画系ー

29日 Ｗ 時 ｾＹ 時 Ｓ ＱＩ分 ・ 於本会会議室

出 席 者 荻 窪 幹 事 ほ か 5 名

議 事 平 成 12年 l 月号特集の企画

事 業 委 員 会

第 3 回見学会小委員会

8 日 Ｖ 時 ｾＷ 時 ＴＵ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 福 島 副 委 員 長 ほ か 旧 名

議 事 ( 1駒田事業委員会の報告

(2)実施報告と今後の予定

第 4 回若い会員の集い小委員会

8 日 Ｗ 時 ｾｉｏ 時日介 ・ 於本会会議室

出 席 者 杉 本 副 委 員 長 ほ か 8 名 ゲ ス ト / 藤谷充代氏

議 事 今 後 の 予 定

第 3 回情報小委員会

14日 Ｖ 時 ｾＷ 時 ＳＵ 介・於本会会議室

出 席 者 川 村 副 委 員 長 ほ か 日 名

議 事 ( 1駒田事業委員総会の報告

(2}今後の予定

|  建 材 委 員 会

14日 Ｓ 時 Ｓ ＱＩ介 ｾＵ 時 Ｓ Ｑｽ分 ・ 於本会会議室

出 席 者 川 よ 委 員 ほ か 3 名.

説 明 会 長其駈上水工法/ 側アクアデ ック

議 事 今 後 の 検 討 出 オ

出版 委 員 会

第 4 回出版委員会

15日 Ｕ 時 Ｓ ＱＩ 分 ｾＷ 時 ・ 於本会会議室

出席者 山田委員長ほか 7 名

議 事 ( 1) < プロのノウハウ〉と特装本の結局報告

(2)今後のテー? と執筆者選定

(3)第 2 0固 く プロのノウハウ〉講座市五品報告及

び 第21回 のE荷主企画

第 5 回 i( 仮 称) 汚れにくい建物を目指して」小委員会

2 7日 Ｖ 時 ｾＸ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 上 原 副 委 員 長 ほ か 6 名

議 事 ( 1) i汚 れJ に関する事例の検討およひ冨主主里

(2)編集に関する事項および今後の作業

第 3 団事業委員会

2 1日 3 時 3尚 一 5 時

【平成11年 7月分】

- アサヒビール吹田工場ゲストノ、ウス会議室

出 席 者 多 井 委 員 長 ほ か 1 1名

議 事 各 小 委 員 会 か ら の 報 告 と 検 討

第 12回 30' s ey e 記録編集介科会

2 8日 Ｗ 時 ｾＸ 時 Ｓ Ｑｽ分・於本会会議室

出 席 者 杉 湾Z副委員長ほか 4 名 ゲスト / 学芸出版社

- 扇 谷 氏

Z発 事 ( 1)出版の方法一 内容、編集体制ー

(2)スケジュールと今後の課題

第 2 0回 〈 プ ロ の ノ ウ ハ ウ 〉 講 座

「建築の現場智里システムJ

講 師 伊 東 貞 夫 氏/ 元 ・清水建設側

2 6日 Ｖ 時 ｾＸ 時 ・ 於本会会議室参加者 Ｔ Ｒ 名

|  見 学 会

茶室見学会 ・西行庵と皆如庵

17日 ｼ時 ＳＰ 介 ｾＴ 時 ＱＵ 分参加者 ＳＳ 名

アサヒビール吹田工場を訪ねる

2 1日 ｬ 時 ＳＰ 分 ｾＳ 時参加者 ＲＷ 名

建 築 ク ラ ブ

第 3 2 7回朝食会

13日 Ｘ 時 ｾＹ 時 Ｓ Ｑｽ分 ・ 於リーガグランドホテル

演 題 「大阪天満宮の回禄と再建) 焼けたら建てます

天神さんー」

講 師 近 江 晴 子 氏 ( 大 阪 天 満 宮 史 料 室 員 )

参 加 者 3 7名

入 会 者 (敬称略)

〔団体会員 6 ヰ:i)

期 旬 機 昔 制 名 古 屋 支 社 呈 正 工 業 側

近 藤 建 設 工 業 側 秀 和 工 業 側

元旦ヒ' ューテイ工業側名古屋支庖

鉄建建謝悌名古屋支l苫

〔個人会員 3 4名〕

君 島 信 男

( 東陶檀 指 名 古 屋 支 社 }

辰 巳 茂 夫

{ みすまる商事}

北 泰 幸

{ 竹中ヱ輯庖}

吉 武 宗 平

{ ヘンズ)

上 田 哲 夫

{ 日本園祭蹄合E実験所}

高 橋 利 一

{ 日本瞳簸聴会E実験所)

室 田 達 郎

{ 日本置鋳棋会拭融商)

田 中 義 治

{田中 世治i I 緩世計)

飯 塚 秀 明

ＨＡｾ谷組Ｉ

粟 岡 勇 次

{ 広島県)

耳事井 亮 介

{ 大成瞳股)

三，華文子

( M，直轄股針事輔所)

司会員の計報

鈴 木 克 巳

{ 川崎貫 工 集 )

西 田 和 子

{ 大林 姐 )

斎藤 ;台久

( 昭和段針)

渡 辺 隆 三

( 三晃金. . 工揖〉

上 里 子 卓 男

{ 日本燈暗結合試験所}

西 仁

{ 日窓理暗暗合拭験 所}

森 田 司 郎

( 日本建暗躍合拭験 所}

寺 本 義 幸

( 久保田セメントエ寮)

内 田 浩 司

{ 向田直聾位計宜)

高 見 衛

( 住友建股}

藤 田 貴 司

( フジ世針}

高 橋 春 也

{ 前田建I i 工揖 )

松 元 幸 見 司

( 東 掴瞳 祭事輯 所 }

杢 谷 保 夫

( 竹中工輯届〉

五 十 嵐 定 義

( 日本 盟 鎮 揖 合 試験 所 }

田 村 博

( 日本哩唖酷合拭肱 所 }

西 村 宏 昭

( 日本 躍 盟 組 合 拭験 所}

吉 田 正 友

( 臼本醜聾組合試験 所)

福 岡 隆 夫

{ 描岡瞳疑事務 所)

村 反 洋 司

旧 本E量計}

七 字 祐 介

{ 大成直股}

細 川 恵 吾

( 三間瞳位}

正 会 員 恒 成ー訓( つねなりすたじお)

平 成 11年 8 月 18日逝去
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特 集 ・ 「 木 と と も に 」 関 連 広 告
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に

当社は、設立以来半世紀余り 、木材及び建材・各種住

宅機器の販売を主に住宅産業に寄与してまいりま した。

J AS 認定製材工場としての製品開発、さらに建築用造作

材の超仕上げ加工まで、工程の合理化を図って一貫 した

生産体制を組むとともに、っくり付け家具 ・建具、塩ビ

ラッピング製品製造など、新規の製造部門の設置 ・拡充

にも力を入れております。

⑪ 思 鮭JヲR 担 割

勿 切』

木士事の工キスパート集団として、時代の要請に応じる

かたちで、 西尾木材工業所の木工事部門を独立させて設立

いたしました。創業当時は、社員一人ひとり に木工事のプ

ロ意識を持たせるように心がけ、今日では、各人がやり甲

斐を持って働く エキスパート集団を形成し、建設業界の一

翼として、人聞社会の基盤ともいえる住空間づくりに取り

組んでおります。

⑧ウエストランパ一株式会社

大 阪 府東 大 阪 市 中 石 切 町2 - 1 0 - 3 5 干579- 8014

T E L. 0729- 8 7-234 1  (f吃) F AX_ 07 2 9・88- 12 0 4

( 工事 部 直 通) T E L. 072 9・8 7- 2383

F A X. 072 9-80-24 4 0  

(ホームページ共通) htt p: / / www. west-Iumber.co. jp (Eメール) 西尾木材 n m@we st-I umber，co. j p ウエストランJ i - wl@west - Iumber. c口IP

卵 管111三 J ーl

一 山 [ いf頭寒足熱j の理想J Zユ・1 )  ¥ 

健康L T71L工にUL

3文に矢 .T管出出i器詰;3iいF刀ぷ:zzzzz!::::¥¥寸 引 州 一11

省施工緋を訓2ごT:r f宝r立笠!L;究;i}説jj去i五Eι 九一MザWウ似
ン1

也，混B=書 綜r 安娯 定温鱗僻度炉でで5渇i温齢畠齢める机の抗仰℃切Wフν / - 二〉.日.  

赫闘いくらいお仙け23誕?
隠暖房の登場すす。¥史 J  

d キ i 繕にも、わがJ げ に も

3れレじ点眼房fiニャ。 ゆ

thぷ産業株式会社帥業部
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特 集 ー「木と と もに J 関 連広 告

ヰニニー ｅ 百辿 Ｍ ｾ
間柱原因による壁のクレームを大幅軽減。

『腐りにくい。シロアl

『反りにくい・縮みに

『めり込みに強い』

. J - WOOOf土台J f通 し柱」

「大ヨUは( 財) 日本住宅 ・木

材センターが「防腐・防鏡構

造用単板積層材」として認証

したA Q認証品です。

l  25住 建 産 業 雨 明 翻 語 抑1-1

広 視 野 と |  

確かな技術で、 |  

快適空間を |  

《営業品目 》

- 高級造作

・建築内装一式

・リニ ューアル士事

・家具

. インテ リア

・耐火間仕切壁

〈ナイガイロンレックス〉

企画 - 設計- 施工

- オリジナj レ製品

アルセライ ト( リサイクル新建材)

工ースライ ト(セラミ ック系人造木材)

パルナス(樹脂強化天然木)

セラミドール(セラミ ック系防火 ドア)

内外化粧内装材(天然木の防火材料)

ナイガイロ ンレックス(ガラス繊維強化発泡石膏建材)

(商事部門)

・各種建築内外装工事及び設備名士事の請負

. 内外装建築材料の販売

・土木・ 建築用資機材の販売

〆わ 株式会社内外テクノス

本 1' J: ・工 場 ・ 干 574- 0074 大 阪 府 大 東 Tli 谷 川 2 丁 目 7- 1 T EL  

大 阪 営 業 部 T E L .  0720  - 72 - 2062 (営 業)

束 京 支);5 - 工場 干 ＳＵＶＭ ＰＰ Ｕ Ｑ 埼 玉 県 入 ｲ ｬｊ｝ ｾ 拡 大井 町他 久保 ＱＱ Ｕ Ｐ T E L  

東 京 営 業 昔11 干 163- 1023 東 京 都 新 宿 区 西 新 街 3 丁 目 7-1 T EL.  03  

新 宿 パ ー ク タ ワ ー2 3 F
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特 集 「木とともに j 関 連 広 告

1 0月1 8日は「木造住宅の日J

森のチカラを、受け継ぎました。

木

に

は

、

人

の

体

と

気

持

ち

を

心

地

よ

く

さ

せ

る

効

果

が

あ

り

ま

す

。

ま

た

、

千

年

以

上

の

歳

月

に

も

耐

え

る

強

さ

が

あ

り

ま

す

。

昔

か

ら

日

本

人

は

木

と

と

も

に

暮

ら

し

、

そ

の

良

さ

を

建

物

の

形

に

し

て

生

か

し

て

き

ま

し

た

。

そ

し

て

、

環

境

へ

の

配

慮

が

厳

し

く

関

わ

れ

て

い

る

今

回

、

明
木

の

家

」

の

素

晴

ら

し

さ

が

あ

ら

た

め

て

注

目

さ

れ

て

い

ま

す

.

木

進

住

宅

は

「

都

市

の

森

林

」

。

そ

の

急

激

な

増

加

が

地

球

温

暖

化

の

原

因

の

ひ

と

つ

と

言

わ

れ

る

仰

(

炭

酸

ガ

ス

)

。

木

や

植

物

は

光

合

成

を

行

う

過

程

で

大

気

中

か

ら

仰

を

吸

収

し

、

固

定

化

さ

せ

る

働

き

が

あ

り

ま

す

。

そ

し

て

伐

採

後

も

、

そ

れ

は

固

定

化

さ

れ

た

ま

ま

と

な

り

ま

す

。

つ

ま

り

、

木

材

を

使

っ

て

家

を

建

て

る

こ

と

は

、

都

市

に

森

林

を

移

し

た

と

考

え

る

こ

と

も

で

き

る

の

で

す

。

ま

た

、

鉄

な

ど

の

鉱

物

資

源

は

確

実

に

滅

り

続

け

ま

す

が

、

木

材

は

計

画

的

な

伐

採

に

よ

っ

て

無

限

に

再

生

す

る

こ

と

が

可

能

で

す

。

さ

ら

に

、

建

築

材

料

を

つ

く

る

の

に
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す
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、
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、
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木造取11組工法の近代化と振興をめざして

紋日南町造住宅産業協会近畿支部

干550- 0014 大阪市西区北場江1- 3- 2 オーク四ツ橋ビル6F TEL. 06- 6538- 4616 FAX. 06- 6538- 4617 

本 部 干107- 0052東京都港区赤坂1- 2- 14赤坂協和ビル8F TEL. 03四 3583- 5719 FAX. 03- 3584-7884 

木の温もりを大規模構造物に実現

'‘ 喝r

佐 潟 水 鳥 観 察 セ ン 空 ー (新 潟 県)

綿半銅機株式会社

駒 林 小 学 校 体 育 館 (新 潟 県)

F A X.0 5 4-2 8 1 -7 3 9 2  

F A X.0 7 5 - 2 2 3 - 3 9 5 9  

T EL. 0 5 4-2 8 5-8 2 4 0  

T Eし0 7 5-2 2 3 - 3 9 5 5

/ 〒 4 2 2 - 8 0 2 7 静 岡 市豊 田 3 -5 - 1

/ 干6 0 4-0 0 3 3 京 都 市 中 京 区 御 池 通 西 洞 院東 入 橋 之 町7 4 1 - 3

イ ト ー ピ ア 上 回 御 池 ビ ル

/ 〒 532- 0011 大 阪 市淀 川 区 西 中 島 6 -7 -8 大 昭 ビ ル

集 成 材事 業部 ( 静岡 )

集 成 材事 業部 ( 京 都)

F A X . 0 6-6 3 0 5-6 2 9 6  
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空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設 計 ・施 工 )

組朝日工業社

本 社 ・本 底

大 阪 支 社

支 庖

東京都港区浜松田Tl - 25- 7 電 話03 (3432)  5711 

大 阪 市 淀川 区加烏1- 58- 59 ｾ ｉＡＺ 話 ＰＶ (6302)  2270  

北海道/ 東 北/ 北関東/ 横浜/ 名 古屋/ 中 図/ 九州|

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

e D ヲイヲJ 椋武会社

本白大匝: $祉 〒550-0002 大阪市西区江戸堀 1丁目 9番25号 電話 (06)644ト8231

東 京 本 社 干102-0071 東京都千代目区富士見 2丁目 15番 10号 電 話 (03) 3261-8231 

支 社 名古屋 ・福岡

宝 庫 札幌 ・仙 台 新 潟 ・大宮 ・千葉 ・横浜 ・金沢 ・京都 ・神戸 ・天理 ・岡山 ・

広島 ・高松 ・熊本

営 業 所 帯広 ・函館 ・背森 ・秋田 ・盛岡 ・前橋 ・長野 ・静岡 ・坐回 - ｲｾ ・ 富山 ・
福井 ・徳山 ・松山 ・高知 ・北九州 ・鹿児島 ・那覇

出 張 所 旭川 ・福島 ・川崎 ・松江 ・徳島 ・下関 ・長崎 ・大分 ・宮崎

海外支庖 シンガポール ・ホンコン

技術研究所 〒354-0044 埼玉県入間郡三芳町大字北永井390番地 電話 (0492) 58-1511 

空気調和設備

給 排 水 設 備

電 気 設 備

/ A ' ¥ 産 業 設 備

1 /言¥1 水 処 理 施 設

マ-----y 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 大 島 剛

取締役| 剥凶支出長 本 木 満

関 西 支 庖

本社。東京本庖

支 腐

大 阪 市 中 央 区 北 浜 2 - 2 - 2 1 電話 06(6202)3071(代表)

東京都 千代田 区有楽 町 1- 4 - 1  電話 03(3502)6111 ( 大代)

名古屋ー九州北海道中国東北 北陸繍浜東関東北関東京都神戸四国

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備 設 計 施 工

φ  
三建設備工業株ま奮社

大阪支底

本 社

支 社

本 社

東京本広

大阪本底

支 庖

大 阪 市 北 区 紅 梅 町 3 番 5 号 電 話 (6352) 11 3 1(代)

東京都中央区日本橋燐殻町 2 - 22 電 話 (3667) 3431  ( 大代)

名 古 屋 ・仙 台 ・札 幌 ・広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

。株式会社三晃空調

大阪市中央区域見2丁目 l 番61号ツイン'21NUDタワー 1'11話06-6949- 1371

東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ピ ノ レ 電 話03-3344-7911

大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13番 20号 電 話06-6363- 1371

仙台 ・横浜 ・名古屋 ・京都 ・神戸 ・広島 ・福岡

- 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

偶9 よりよき環境へ繍で挑む一 一一

守 株 式 会 社 精 研

宇土

メンテナンス

東 京 支 社

大阪市中央区瓦屋町 2丁目 11番16号( オートセンターピJレ1.2階)

干542- 0066 電 話 大 阪 (06) 6768 - 5  0  3  1代 表

電 話 大 阪 ( 0 6 ) 6 7 6 8 ー 1 6  5  1代 表

東京都文京区小石川 l 丁目 12番14号( 日本生命小石川ピル 7階)

干 112- 0002 電 話 (03) 5  6  8  9  - 2  3  5  1代 表

商昂は宇気ですo ¥! r-
a・・・ 黙と空気のエンジ二- p .... ーーー

〉ー〈J 5 f i
・宮

空 気 調 和 4 ど竺k 搬 送 機 設 備

給排 水 衛生 、てτ 7 設 計 施 工

人に優しい環境づくり

第一工擬横式怠祉

大 阪 支 底 干530.0047 大 阪 市 北 区 西 天 満 3丁 目 6番14号

本

泡話 0 6 - 6 3 6 4 - 6 6 6 1 (代 表 )

社 干100-0005 東 京 都 千代 田 区丸の内3丁 目3番 l 号

電話 0 3- 3 3 1 1 - 8 5 1 1 (代 表 )

ガス叡備のき宣言十・施工のご相談は

大阪ガス指定工事会社・大阪ガス住設機器特約庖

。
大晃設備株式会社

本 社

大阪市此花区西九条2丁目 13番28号 電 06- 6466- 2268

大阪営業所

枚方営難所 枚 方 市 甲 斐 回 東 町 9 - 3 電 0720- 49- 2128

お

給 ・ 排 水 ・衛 生 ・消 火 ・空 調 設 備

認西原衛生工業所大阪底

大阪市北区中津 6 丁目 8 番 4 号 包 話 大 阪 (6458) 3628番

支 庖 ・営 業 所 福 岡 ・京 都 ・天 理 ・川西 ・神 戸

O K U J U  

l l ]器VIf:，fJiIf!jj@もお島b妥三銭錨拶窃@

I大規模天井無足場工法J

内外装創作パネル・システム天井間仕切

問 主uオクジュー

本 社

大阪市北区西頁満5T自3番7号 干530→041

TEL(06)6312-4131 FAX (06)6312-1998 

東京九州・横浜 ・名古屋・宮崎・京都

ぁ :干

品7 0014  

る ーー さ さ

医 ｬ￮ ｾ 骨 ら
恨 二一通 ク

工.liL 謬 ス

ま株量22

.f ll ヲ守 子ここ

ぷ τ:5 白 ¥¥ 

は宗 圭 主主

社三ご玉
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時 置 車両 1 7 -澗it )l 習 l

電 気 設 備 設 計 施 工

。 一-
-

E・B.，.司E 言I
織 it 金 員

代表取締役社長 上 田 正 雄

本 社 大 阪 市 中 央 区北 浜3 - 6 - 13  ( 日土地 淀屋橋 ピ ル)

電 話 o 6  (  6  2 0 5  )  3 6 7  1  ( 代)

支 庖 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 茅 場 町 2 丁 目 1 7 番 3 号

電 話 o 3  (  3  6  6  6  )  1  4 7 8  ( 代)

営 業 所 堺 ・ 泉 州 ・ 泉 南 ・ 滋 賀

電気段備 .t十義制御E宣備・空関段備・クリ ーンルーム設備・プラント設備

給排水衛生段備・エネルギー集中監視システム 位置十施工

23 三宝電機微式会社

S AN P Q  

取 締 役 社 長 嘉 納 秀 一

本 社 〒ゆ 倒7瀬 市1区西天) ' $2-6 胞ビレ，) TELOO( 図64)1471，F AX版図倒) 毘お

東京支社 刊国一似B 賜部渡部副-&おン7刊 湾量卦 TEL03(54721お11'FAXω 〈臼72)α185

呂古里豆居 〒4o2明47 名古屋市北区金続3-12-14 T E L田2( 羽町 )5131'F AXIli 2( 引の万35

押戸支后 〒伍7- f J J f J 禅寺爾1&I f f i J 靭6- 11K'Tピル TEL078(842)6411・FAX078( 842) 臼16

堺研究所 〒知世肪大阪府堺市三宝町七7 湖 TEL0722(27)84関. FAX0722( 27l1424 

学校建築のトータルアドバイザー

黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家

電動黒板装置・サイン・スクリーン

〒547- 0001 大 阪 市平 野 区加 美 北3 - 4- 5

T E L 0 6  ( 6792)  5858 F A X 0 6  ( 6792)  2810 

Di gi tal  Pri -Press 

凪凪凪副凪iω J，W¥r

代表取締役社長 依 藤 孝 行

青葉印刷株式会社

〒534- 0027 大阪市都島区中野町2丁目 10番11号

円l OIl e. 06-6351・5 4 2 8 Fax. 06- 6351- 5299 

60 

人と都市の快適な環境をつくります

世. 祖目股酎・施工 ・監 理

・電気E宜備

畳宜電・肺瞳

動 力 削 田 遊 置

電 話、並道、 インタ ーホン

防犯、防虫

中央監視制割

ンステム 肘獲

- 空調・給排水 ・術生設備

空貴闘和

エ・配菅

木匙理

- 情事極通f書役備

情線通情ネ ットワ ーク

情鰻起理

通情γ ステム

誼過γ ステム

・電力総量股備

費宜電

聾空送配電

地中送配電

コー ジェネ レー ション

クリ ーノルーム

・プラ ン ト

プラント肘畿

システムヱ ンン ニアリンク

､ 正以盟丘地 ｾ ｾｉＺＮ
一

φ 住友電設株式会社 2522:: 注目;222繋 緊:;;4213::;::;!!

C H OY O 

人カずしも多彩なフィ ールドで、

新しb、綬界に挑戦していますc

電気設備設計施工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

て表取締役 山 本 貴 土

本 社 〒 5 3 0- 0 0 0 5 大阪市北区中之島三丁目 2 - 4 ( 朝日ピル)

T E L  0 6 ( 6 3 8 5 )  1  3 6 1  ( 代) F AX  0 6 ( 6 3 8 5)  1  0 5 0  

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

関 西 支 社

取 締 役 支 社 長 伊 藤 義 信

大阪市中央区高麗橋 4 丁目 3 番 7 号 電 話 大 阪 ( 6202) ＰＳＲＵ ｾ Ｙ 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道・東北 ・丸ノ内 ・新宿 ・神奈川・東関東 ・北関東 ・中部・九州

Const ruct i on chemi st ry for the future.  

コンクリー卜用混和剤/ コンクリート用補修材目

高性能無収縮材/ コンクリート用高性能床材E

i  iJ!J!! 吋

l111
1  

ム ピ ー |

ス 物 産 |  

ー 16 - 26 I  

信愛ピル) I  

TEL06-6202-3294 I  

稼 式 会 事 主 工 ヌ 工 ム ピ 一

線 式 会 事 主 ポ リ " リ ス 物 産

本 社 . 東 京 都 港 区 六 本 木 3 - 16 - 26 

大阪支I吉ー大阪市中央区北浜3-2-23( 信愛ピル)

Master Buil 由 sl i配 hnol 勾 ies TEL06-6202-3294 

⑪ぉ" 蹴業舵 ; 営業: 器開村

情報処理/ 編集・企画/ 印別・製本

Ｍ｟Ｑｾ＠

社

民

ふ

百

四

日

式

出

株

町
内

植

抑制

電

羽
山

本

山
町

日

記



21世紀の環境配慮型電線・ケーブル

「エコセーフシリーズ」

- 従来のC V，C V Vケーブルにか

わり P V Cを一切使用してい

ません。

- ケーブルの他に端末処理材料

及び防災製品も取り揃えてお

ります。

. I V線と同様に豊富な色揃えが

あります。

環境匡麗しい

- 発煙濃度は従来ケーブルの

1/2です 0

・塩化水素ガスは全く発生し

ません0

・燃焼時発生ガスの酸性度は

pH3. 5以上で、腐食性ガ

スが発生しません。

ーブル

種 類 「エコーセーフJ シリーズ 従 来 品

l電力ケーブル

6600V E M- CE， E M- CE T  6600V C V， C V T  

600V E M- CE， E M- CE T  600V C V， C V T  

E M- E E F  V V F  

制御ケーブル

E M・C E E，E M・CE E - S C V V， C V V-S  

E M・C C E，E M田 CCE - S S HC V V，S HC V V-S  

計装ケーブル E M- S PE E， E M- S PE E - S  S PE V， SPEV- S 

通信ケーブル E M・C P E E，E M圃 CPE E - S C PE V ， C PE V -S  

絶 縁 電 線

EM- I E， EM- I C IV.  HI V  

E M・KI E，E M・KI C KI V， HKI V  

耐 火 ・ 耐 熱

6600V E M- DF MC@  6600V D F MC@  

電 線

600V E M・D F MC@ 6 0 0 V DF MC@  

E M- DHR C@  DHR C@  

- 従来ケーブルと同様に各

着色ケーブルも耐候性は

抜群です。

- 電気用品取締法に規定されてい

る難燃性は充分満足します。

. P V Cと同様に I EEE std.  3 8 3  

垂直トレイ試験に合格するよう

な高難l然性にすることも可能です。

本 社 干100.8303 東京都千代田区丸の内3. 4.1 (新国際ピル) Tel 東京03. 3216.1551

人 三 菱 電 線 工 業 株 式 会 社 出 i22123賄罪223記長震が諮問112;

.カ1l ログは上記事業所へご請求下さい。

技術問 い合せ先 : 電力 ・電線事業部技術部電線システム課 熊谷048. 532. 2323
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あなたの、いちばん心地良い場所はどこでやすか。

きっと、多くの方ヵミ大自然の中をイメ ージされることでしょう。

私たちは、そんな快適さをあらゆる建物の内に創造していきたいと考えています。

人聞は、あくまでも自然の一部。その事実 を大切に、新しい最適環境を創造していきたい。

もっとナチュラノレに、いつもあなたのそばに、タtイタ守ンてやす。
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